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₇๻的ᡭἲによる「㐪いをඹに⏕きる」の学⩦ྍ能性

㸫「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦」でのᤵᴗ実㊶を᣺り㏉る㸫

཯ᶫ ୍᠇

SORIHASHI Kazunori

1.ᮏ稿の㛵ᚰ࡜目ⓗ

ឡ▱ῄᚨ大学（以ୗ、本学）は 1995 ᖺのඹ学໬をዎᶵ

に、大学⌮ᛕとして「㐪いをඹに⏕きる」をᥖࡆている。

「㐪いをඹに⏕きる」とは「ᅜ⡠、言ⴥ、文໬、性ู、

ᖺ㱋、㞀がいの有↓な࡝のお஫いの㐪いを認め、すべて

の࿨とともに⏕きる㐨を᥈ồし⥆けること」を指し、「ࠗ ␗

なる౯値ほを஺᥮し合うことによって᪂しい౯値ほを⏕

み出す場࠘としての大学ീと、そこで学⏕が┦஫にඹᏑ

しၨⓎ⌮ゎし合いつつ、学び合うこと࡬の期ᚅが㎸めら

れてい」る（ឡ▱ῄᚨ大学）。

本学のࢲイࢩ࣮ࣂティඹ⏕ࢭン࣮ࢱは全学ඹ㏻ᒚಟ科

目として、「㐪いをඹに⏕きる・ライフࢨࢹイン」（基ᖿ

科目。全学 1 ᖺ⏕の前期必ಟ科目）ࡸ「᥈✲・㐪いをඹ

に⏕きるϨ・ϩ」からなる㐪いをඹに⏕きる科目ࡸ、「大

学⏕のためのࢲイࢩ࣮ࣂティධ㛛」な࡝のアクティࣈラ

ティ（ከ様性）ࢩ࣮ࣂイࢲ。ング科目を㛤ㅮしているࢽ࣮

をめࡄるㅖၥ題について学び、「␗なる౯値ほ」のᏑᅾを

▱るᶵ఍を提౪しているわけである。

本稿は、ࢲイࢩ࣮ࣂティඹ⏕ࢭン࣮ࢱがタ⨨するアク

ティࣈラ࣮ࢽング科目より「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦

Ϩ・ϩ」（以ୗ、Ϩ・ϩを合わࡏる場合は「ࢲイࢩ࣮ࣂテ

ィ表⌧₇⩦」または本ᤵᴗと表グ）を஦例としてྲྀりୖ

ことをࡪるㅖၥ題について学ࡄティをめࢩ࣮ࣂイࢲ、ࡆ

㏻して、「㐪いをඹに⏕きる」について学び、ᛮ⣴を῝め

られるのか、そのྍ能性を᥈⣴することをヨみる。

ティ⾲⌧₇⩦ࠖのᴫせࢩ࣮ࣂイࢲࠕ.2

は、₇๻作ရの๰作・බ「⩦ティ表⌧₇ࢩ࣮ࣂイࢲ」

₇を㏻して、学⏕がࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題につ

いて┦஫ၨⓎ的にၥ題意㆑をඹ有して῝໬ࡏࡉ、外部に

Ⓨಙすることを目的とする。

本ᤵᴗは、࢙ࢪンࢭࡸ࣮ࢲクࣗࢩアࣜティを࣮ࣔࢳフ

とする₇๻「にࡌいࢁちらしࡎし」をୖ₇した、ឡ▱ῄ

ᚨ大学࢙ࢪン࣮ࢲ・ዪ性学◊✲ᡤ（当時）の 2013 ᖺ度◊

によるࠗ㐪いをඹにࢳ࣮ࣟࣉ₇๻的ア」ࢺク࢙ࢪࣟࣉ✲

⏕きる࠘ၨⓎࣟࣉグラ࣒㛤Ⓨ」に➃をⓎする。このࣟࣉ

グラ࣒の成果をもとに、࢙ࢪン࣮ࢲ・ዪ性学◊✲ᡤによ

って「࢙ࢪンࢲ・࣮ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦Ϩ・ϩ」（以

ୗ、「࢙ࢪンࢲ・࣮ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦」）が 2017

ᖺ度より㛤ㅮࡉれた(注 1)。Ϩは前期科目であり、学⏕が

୺にಶ人ࡸグ࣮ࣝࣉでのㄢ題にྲྀり⤌みながらၥ題意㆑

を῝める。ϩはኟᏘ㞟中科目である。Ϩで提出ࡉれたㄢ

題ࡸグ࣮࣮ࣝ࣡ࣉクを㋃まえて担当ᩍဨが⬮本を作成し、

学⏕が✍ྂにྲྀり⤌ࡴ。そして、㞟大成として成果Ⓨ表

බ₇を㛤ദする。学⏕にはϨとϩを同時にᒚಟすること

をồめ、Ϩ・ϩともに合᱁点を㉸えた学⏕にのみ、୧᪉

の༢఩（各 2 ༢఩）が認定ࡉれる。これまでの成果Ⓨ表

බ₇の୍ぴは表 1 の㏻りである。

⾲ 1 ᡂ果Ⓨ⾲බ₇୍ぴ

第 1ᅇ 2017 ᖺ度 きࢇࡷで࠷すくらࡪࢇる㹼㏱᫂なቃ⏺⥺を㉺えて㹼

第 2ᅇ 2018 ᖺ度 パレࢺࢵ㹼まࡌる、まࡐる、まࡊる。㹼

第 3ᅇ 2019 ᖺ度 ࢻレンࣈ✵ᫍ

第 4ᅇ 2021 ᖺ度 ᬑつうࡻࡌう࢟ࢩ当ࣜࢱま࢚

第 5ᅇ 2022 ᖺ度 ᆺなしク࣮࢟ࢵたべてみた

第 6ᅇ 2023 ᖺ度 ⮬分のための㎡書を⦅ࡴ
注）2020 ᖺ度は᪂ᆺ࢘ࢼࣟࢥイࣝス感ᰁ⑕(Covid-19)ὶ行のため㛢ㅮࡉ

れた。2021 ᖺ度も Covid-19 ὶ行のため、๻場でのබ₇は᩿ᛕし、

஦前に᧜ᙳしたものを学ෆにてୖᫎした。

は「⩦ティ表⌧₇ࢩ࣮ࣂイࢲ・࣮ࢲン࢙ࢪ」 2024 ᖺ度

より「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦」と名⛠をኚ᭦し、࢙ࢪ

ン࣮ࢲに㝈らࡎᗈくࢲイࢩ࣮ࣂティについてྲྀりୖࡆる

ことになった。だが、ᤵᴗの基本的な目的にኚわりはな

い。

3.2024 ᖺ度のࢲࠕイࢩ࣮ࣂティ⾲⌧₇⩦ࠖ

は前期科目として「ティ表⌧₇⩦Ϩࢩ࣮ࣂイࢲ」 4 ᭶

15᪥から 7᭶ 29᪥までẖ㐌᭶᭙ 4㝈に計 15ᅇ㛤ㅮࡉれ

た。「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦ϩ」はኟᏘ㞟中科目として

8 ᭶ 20 ᪥から 22 ᪥、同 26 ᪥から 29 ᪥にかけて༗後の

時間ᖏを中心に㛤ㅮࡉれた。そして 30 ᪥（本␒前᪥）に

⤊᪥✍ྂを行い、31 ᪥に成果Ⓨ表බ₇（本␒）を実施し

た。なお、29 ᪥から 31 ᪥は㛗ஂᡭᕷ文໬のᐙ㢼の࣮࣍

ࣝにてάືした。担当ᩍဨは཯ᶫ୍᠇（筆者）、ส㤿࢝࢜

ス、ࢥࣀ࢟ࣀࢽス࣮ࢱ、ᒣ⏣⌔実の 4 人であり、筆者は

。を担当したࢺ࣮ࢿィࢹ࣮ࢥ

ᒚಟⓏ㘓者 （ᩘᒚಟྲྀᾘを経て確定した名⡙ୖの人ᩘ）

は 22 名で、ෆヂは表 2 の㏻りである。2024 ᖺ度の≉ᚩ
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⾲ 2 ᒚಟⓏ㘓⪅のෆヂ㸦ேᩘ）

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 計

文 1 1 2

人間情報 1

心⌮ 1

๰造表⌧ 9 1 7

⚟♴㈉⊩ 1 1

計 10 2 10 22

として、4 ᖺ⏕が 0 名であることࡸ、๰造表⌧学部の学

⏕がከいことがᣲࡆられる。ただし、最⤊的に成果Ⓨ表

බ₇に出₇した者（₇出ຓᡭをྵࡴ）は 19 名だった。

以ୗ、ᒚಟ者ࡸ成果Ⓨ表බ₇᮶場者に実施したアンࢣ

の結果をཧ↷しながら、2024ࢺ࣮ ᖺ度のᤵᴗ実㊶を᣺り

㏉る。なお、本ᤵᴗと成果Ⓨ表බ₇でのアンࢺ࣮ࢣの実

施とそのබ表は、ឡ▱ῄᚨ大学๰造表⌧学部೔⌮ጤဨ఍

よりᢎ認（㏻▱␒ྕ 2024001002）を得ている。

3.1 ᤵᴗ㛤ጞ᫬࢔ンࢺ࣮ࢣの結果

ᤵᴗ㛤ጞ時にᒚಟ者に対して、Microsoft Forms を⏝

いてアンࢺ࣮ࢣを実施した。ᅇ⟅期間はᤵᴗ初ᅇ（4 ᭶

15 ᪥）から 1 㐌間とし、21 名よりᅇ⟅が得られた。

まࡎ、ᒚಟⓏ㘓した⌮⏤を㑅ᢥᘧ（」ᩘᅇ⟅ྍ）でᑜ

ティに㛵するၥࢩ࣮ࣂイࢲ࡝な࣮ࢲン࢙ࢪ」、ࢁたとこࡡ

題に㛵心があるから」に 6名(28.6%)、「⯙ྎ作ရを๰造

することに㛵心があるから」に 19 名(90.5%)がᅇ⟅した。

≉に、「⯙ྎ作ရを๰造することに㛵心があるから」のみ

にᅇ⟅したᒚಟ者は 14 名(66.7%)だった。ᒚಟ者は当初、

うとすることࡰるၥ題について学ࡄティをめࢩ࣮ࣂイࢲ

よりも、₇๻作ရを๰作することに㛵心がある様Ꮚだっ

た。ᒚಟ前において⯙ྎ作ရのୖ₇にᦠわった経㦂があ

るかをᑜࡡたとこ11、ࢁ 名(52.4%)が「ある」、10 名

(47.6%)が「ない」とᅇ⟅した。⯙ྎ作ရ（₇๻）に㛵୚

した経㦂のあるᒚಟ者は半ᩘ⛬度である。したがって、

本ᤵᴗをᒚಟする学⏕は、࡝ちらかといえ₇ࡤ๻を実際

にୖ₇したいというᕼᮃをᢪいているようである。

そして、࡝のようなࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題に

㛵心があるかを㑅ᢥᘧ（」ᩘᅇ⟅ྍ）でᑜࡡた（結果は

表 3）。ᒚಟ者の半ᩘ⛬度が࢙ࢪンࢭࡸ࣮ࢲクࣗࢩアࣜテ

ィに㛵心を有していることがわかる。この⌮⏤として、

本ᤵᴗが前ᖺ度までは「࢙ࢪンࢲ・࣮ࢲイࢩ࣮ࣂティ表

⌧₇⩦」として、࢙ࢪン࣮ࢲ（ࢭクࣗࢩアࣜティ）にま

つわるテ࣮࣐にྲྀり⤌ࢇできたことがᣲࡆられよう。あ

るいは、࢙ࢪン࣮ࢲまたはࢭクࣗࢩアࣜティが、ᒚಟ者

にとってࢲイࢩ࣮ࣂティに㛵する最も㌟㏆なၥ題なのか

もしれない。なお、アンࢺ࣮ࢣでは成果Ⓨ表බ₇でのᙺ

๭（₇者、⿬᪉）ᕼᮃな࡝、ᤵᴗ㐠Ⴀに必要な情報もᑜ

。たࡡ

テ࣮࣐࡜ティ⾲⌧₇⩦Ϩ࡛ࠖのㄢ㢟ࢩ࣮ࣂイࢲࠕ3.2

ᒚಟ者は「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦Ϩ」にて」ᩘのㄢ

題にྲྀり⤌み、ࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題࡬の㛵心

を῝める。それらのㄢ題を୍部⤂௓する。1 つ目は「ඹ

有したい YouTube ␒⤌を見つける」である。ᒚಟ者は「ࢪ

࢙ン࣮ࢲ」または「ࢲイࢩ࣮ࣂティ」について考えるた

めのࣄンࢺとなりそうな YouTube ␒⤌を 1 つ᥈し、その

␒⤌ෆでẼになるෆᐜを書き出す。そして、その␒⤌か

ら得たⓎ見、ඹ感、␲ၥ、⮬分⮬㌟の考えな࡝をグす。

2 つ目は「あなたの、性ูはఱですか㸽㹼インࣗࣅࢱ

࣮して⮬分と┦ᡭの఍話を書き㉳こす」である。ᒚಟ者

が他者から「あなたの、性ูはఱですか㸽」と㉁ၥして

もらってᒚಟ者なりにその⟅えを書き␃めるか、他者に

「あなたの、性ูはఱですか㸽」とၥいかけてからイン

。りྲྀりを書き㉳こすࡸを行い、その࣮ࣗࣅࢱ

3 つ目は「⚾のṔྐ㹼外からのᙳ㡪、ෆഃの཯応」で

ある。ᒚಟ者の「性ู」なࢲ࡝イࢩ࣮ࣂティについての

テ࣮࣐に㛵㐃する出᮶஦（ライフࣄス࣮ࣜࢺ）を書き出

す。10 ṓで時期を༊切り 2 ᅇ出題する。

これらのㄢ題は 5 ᭶から 6 ᭶にかけて᩿⥆的に提出が

ồめられ、提出ࡉれたㄢ題はಶ人情報がわからないよう

にしてᒚಟ者に㓄௜した。7 ᭶になると、提出ࡉれた୍

㐃のㄢ題をもとに、担当ᩍဨがᒚಟ者のල体的な㛵心の

ഴྥをᢕᥱし、「フィクࢭࢺクࣝࣕࢩ」（注 2）「いࡌめ・ࣝ

ࢭ・性・ᜊឡ」「意㆑の೫見↓」「（㌟㏆な差ู）࣒ࢬ࢟ࢵ

のᜍᛧ」という࡬クスࢵ 4 つのテ࣮࣐をタ定した。

ᒚಟ者は 4 つのテ࣮࣐の中から㛵心のあるものを㑅び、

同ࡌテ࣮࣐を㑅ࢇだᒚಟ者同ኈでグ࣮ࣝࣉを作る。7 ᭶

からは各グ࣮ࣝࣉでよりල体的なテ࣮࣐をタ定し、ᒚಟ

者同ኈで話し合った。この話し合いを㏻して、ᒚಟ者は

ことができࡪるㅖၥ題について学ࡄティをめࢩ࣮ࣂイࢲ

たようである。ࡉらに、話し合いの㐣⛬で出てきたⓎ言

は㐺ᐅ、₇๻作ရの⬮本にά⏝ࡉれた(注 3)。

3.3 2024 ᖺ度ࢲࠕイࢩ࣮ࣂティ⾲⌧₇⩦ࠖ➨ 7 ᅇᡂ果Ⓨ

⾲බ₇ࣖࠕングࡣ࣮ࢱࢫ୙ᥞࠖࡓࡗ

本ᤵᴗの成果Ⓨ表බ₇のࢱイࣝࢺは例ᖺ 5 ᭶中᪪㡭に

ᒚಟ者よりເ㞟し、担当ᩍဨによる༠㆟ࡸಟṇを経て 6

᭶前半にỴ定している。2024ᖺ度も例ᖺ㏻りの᪥⛬でࢱ

イࣝࢺを㑅考し、「ࣖングス࣮ࢱは不ᥞった」とỴまった。

「ࣖングス࣮ࢱ」は「ⱝ者」を意࿡するⱥ༢ㄒ”youngster”
に⏤᮶する。提᱌したᒚಟ者によれࡤ、「㊊୪みをᥞえる

⾲ 3 㛵ᚰ࠶ࡀる࡜ᅇ⟅ࡓࡋேᩘ㸦」ᩘᅇ⟅）

࣮ࢲン࢙ࢪ アࣜティࣗࢩクࢭ 㞀がい ᅜ⡠

14 10 3 1

ᅜ⡠ 人✀ Ẹ᪘ ᐀ᩍ

1 1 2 5

㈋ᐩ ୡ௦ その他

1 7 1
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こと、ᆺにはまることを᫝としがちな㢼₻の中で、⚾た

ちはそれぞれの㐪いをᑛ㔜してඹに⏕きていくというこ

とを、あえてࠗ不ᥞった࠘という言ⴥを౑⏝することで

表した」ࢱイࣝࢺである。

第 7 ᅇ成果Ⓨ表බ₇「ࣖングス࣮ࢱは不ᥞった」は、

㛗ஂᡭᕷ文໬のᐙ㢼の࣮࣍ࣝにて、8 ᭶ 31᪥(ᅵ) 15 時

より⣙ 1 時間にわたってබ₇が行われた。බ₇では、表

4 に示した 10 作ရが㐃⥆してୖ₇ࡉれた。

⾲ 4 のୖ₇సရ୍ぴࠖࡓࡗ୙ᥞࡣ࣮ࢱࢫングࣖࠕ

① ング㸸Lullabyࢽࣉ࣮࢜

② ᡭ⣬㸸ᩘᖺ後の⚾࡬

③ あなたの性ู、なࢇですか㸽ϸ ࣮ࣂ

մ ᡭ⣬㸸ク࣮ࣟࢺࢵࢮ

յ Ᏺㆤ㟋㹼↓意㆑の೫見㹼

ն あなたの性ู、なࢇですか㸽Ϲ ₔᡯ

շ フィクࢭࢺクࣝࣕࢩ㹼2 次ඖにᜊしち࣓ࢲࡷですか㸽㹼

ո わたしとあなたのあいだ㹼性ឡ࡬のᜍᛧ㹼

չ いࡌめ㹼㌟㏆な差ู㹼

պ ࢚ンࢹィング㸸ᅄᏘ
注）ୖ₇した各作ရの題は、11 ᭶に学ෆで㛤ദࡉれた、本␒බ₇を

᧜ᙳした DVD のୖᫎ఍にて、初めて⤂௓ࡉれた。

3.4 ほᐈ࢔ンࢺ࣮ࢣの結果

当᪥は 84 名のほᐈが᮶場した。ほᐈに対しては、බ₇

の感᝿をᑜࡡるアンࢺ࣮ࢣを、アンࢺ࣮ࢣ⏝⣬と、Google

フ࢛࣮࣒を⏝いた࢜ンライン᪉ᘧ（URL をグ㍕した஧次

ඖࢻ࣮ࢥ࣮ࣂをアンࢺ࣮ࢣ⏝⣬に༳ๅ。ᅇ཰期間は 8 ᭶

31 ᪥から 9 ᭶ 6 ᪥）をే⏝して実施した。アンࢺ࣮ࢣの

ᅇ⟅者ᩘは 55 名（⣬ 41 名、࢜ンライン 14 名）で、ᅇ཰

⋡は 65.5%だった。ᅇ⟅者は⏨性 17 名(30.9%)、ዪ性 36

名(65.5%)、その他1名(1.8%)、↓ᅇ⟅1名(1.8%)だった。

ᅇ⟅者のᖺ㱋ෆヂは図 1 の㏻りである。20 ṓ௦と 50 ṓ

௦のほᐈがከかったことがわかる。ほᐈにはᒚಟ者の཭

人▱人またはಖㆤ者がከかったྍ能性がある。

図 1 ほᐈ࢔ンࢺ࣮ࢣᅇ⟅⪅のᖺ㱋ෆヂ㸦༢఩㸸ே）

බ₇の‶㊊度は「とても‶㊊した」が 40 名(72.7%)、

が「㊊した‶ࡸࡸ」 12 名(21.8%)、「あまり‶㊊しなかっ

た」が 2 名(3.6%)、↓ᅇ⟅が 1 名(1.8%)だった。ほᐈの

‶㊊度はᴫして高かった。බ₇からఱか学ࢇだことࡸẼ

࡙いたことがあるかというၥいに対しては、「ある」が

42名(76.4%)、「ない」が 4名(7.3%)、↓ᅇ⟅が 9名(16.4%)

だった。ほᐈは作ရからఱかしら学び得た様Ꮚである。

3.5 ᤵᴗᚋ࢔ンࢺ࣮ࢣの結果

ᒚಟ者に対して本ᤵᴗの⤊஢後に、Microsoft Forms

を⏝いてアンࢺ࣮ࢣを実施した。筆者の不ᡭ際により、

アンࢺ࣮ࢣの実施・ᅇ཰期間が 2025 ᖺ 1 ᭶ 24 ᪥から 2

᭶ 7 ᪥にかけてと、成果Ⓨ表බ₇から大ᖜに㐜れてしま

った。そのためか、ᅇ⟅者ᩘは 7 名に␃まってしまった。

アンࢺ࣮ࢣでは「ࢲイࢩ࣮ࣂティに対する⌮ゎが῝ま

ったか」「≉に࢙ࢪン࣮ࢲに対する⌮ゎが῝まったか」と

ᑜࡡ、いࡎれも 7 名全ဨが「とても῝まった」とᅇ⟅し

た。本ᤵᴗで᪂しく学ࢇだりẼ࡙いたりしたことがあっ

たかをᑜࡡても、7 名全ဨが「ある」とᅇ⟅した。本ᤵ

ᴗをまだᒚಟしていない学⏕に⸀めたいかという㉁ၥに

も、6 名が「ࡦࡐ⸀めたい」、1名が「ࡸࡸ⸀めたい」と、

全ဨが⫯定的にᅇ⟅した。得られたᅇ⟅ᩘが少なく࣮ࢹ

のಙ㢗性が十分とは言えないが、本ᤵᴗを㏻してᒚಟࢱ

者はఱかしら学び得るものがあったのではないか。

4.ᤵᴗᐇ㊶ࡽ࠿ᚓࢀࡽる♧၀

4.1 の஺ὶ໬ࠖࡧᏛࠕ࡜のඹྠ໬ࠖࡧᏛࠕ

本ᤵᴗの※ὶである「にࡌいࢁちらしࡎし」の目的は、

「（筆者注㸸₇๻๰作の）ඹ同作ᴗにおける┦஫ၨⓎを㏻

してၥ題意㆑をඹ有し῝໬ࡏࡉるࠗ学びのඹ同໬࠘と、

῝໬したၥ題意㆑をୖ₇によって外部にⓎಙし、ඹ有の

場をᗈࡆていくࠗ 学びの஺ὶ໬ 」࠘であった（ゅ⏣ 2014）。

これらの目的は本ᤵᴗでも㐩成できていると言えるか。

まࡎ、ၥ題意㆑をඹ有して῝໬ࡏࡉる「学びのඹ同໬」

は࡝うか。ᤵᴗ後アンࢺ࣮ࢣでは「このᤵᴗを㏻して、

⮬分の中に᪂たな考え᪉を⏕ࡴことができ、᪂しいど点

からⰍࠎな≀஦を見ることができるようになりました。」

と㏙べたᒚಟ者がいた。ၥ題意㆑を῝໬ࡏࡉたと言える。

かにも「௒まであまりẼにしたことがなかった差ูに࡯

よるいࡌめࡸ、࿘りに LGBT の人がいなかったため、㌟㏆

に感ࡌることの出᮶なかったၥ題を⮬分஦としてᤊえる

ことができるようになった」とグ㏙したᒚಟ者もいた。

そもそも、ᒚಟ者はࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題に

㛵心を有するがために本ᤵᴗをᒚಟするとは㝈らない。

からも᫂らかなࢺ࣮ࢣᒚಟ者は、ᤵᴗ㛤ጞ時アンࢁしࡴ

ように、₇๻๰作に㛵心を有してᒚಟⓏ㘓したഴྥにあ

る。しかし、ࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題に㛵心があ

まりなかったᒚಟ者も、本ᤵᴗを㏻して他人஦ではなく

⮬㌟に㛵ಀするものとして⌮ゎしたのではないか。

次に、̔̀ ໬したၥ題意㆑を外部にⓎಙしてඹ有する「学

びの஺ὶ໬」は࡝うか。ほᐈアンࢺ࣮ࢣの結果が示すよ

うに、ほᐈも₇๻をほてఱかしら学び得ている。ࡉらに、

ほᐈアンࢺ࣮ࢣには「୍人୍人の言ⴥが意࿡があり考え

られました。௒ಖ⫱ኈをしていて性ูの㐪࿴感をཷࡏࡉ

けධれる大切ࡉ必要ࡉを改めて感ࡌました」という⮬⏤

グ㏙があった。ୖ₇作ရをもとに、ほᐈが⮬㌟の経㦂も
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᣺り㏉りながらᛮ⣴を῝めた様Ꮚがうかがえる。ᒚಟ者

が῝໬ࡏࡉたၥ題意㆑は、₇๻作ရのୖ₇を㏻して、ほ

ᐈにッえかけることができたのではないだࢁうか。

4.2 ⮬ᕫ࠸ྜࡁྥ࡜⮬ᕫࢆ㛤♧ࡍるሙ

ンティティとྥき合っࢹらに本ᤵᴗは、⮬㌟のアイࡉ

てཷけධれるᶵ఍、⮬㌟のᛮいを他者にఏえるᶵ఍とも

なり得る。ᤵᴗ㛤ጞ時アンࢺ࣮ࢣでは「⮬㌟の性ูをも

っとよく▱り、ྥき合い、㣧み㎸ࡴᶵ఍がḧしかった。」

とᒚಟ⌮⏤をグ㏙したᒚಟ者がいた。また、ᤵᴗ後アン

ࡸには「⮬分がᛮったよりもෆに⛎めていることࢺ࣮ࢣ

ラ࣐࢘は表に出してもཷけධれてくれる人はᒃ場ᡤはࢺ

ከいということ。⮬分のෆഃをア࢘ࢺࢵࣉࢺすることࡸ

᪂しい▱㆑を௙ධれることにより⮬ᕫ分析はより῝まる

ということ」を学ࢇだと㏙べるᒚಟ者がいた。このᒚಟ

者は「このᤵᴗにより、スࣜ࢟ࢵした、より⏕きࡸすく

なったと感ࡌた」とも㏙べていた。࡯かにも、⮬㌟のア

イࢹンティティにᝎࢇでいても「1 人でᢪえ㎸まなくて

も、ㄡかが⌮ゎしてくれている」ことを学ࢇだᒚಟ者も

いた。

このように、本ᤵᴗはᒚಟ者が⮬㌟のアイࢹンティテ

ィとྥき合うとともに、それまで他者にఏえられなかっ

た⮬㌟のᝎみをఏえる場である。⮬ᕫとྥき合い、⮬ᕫ

を㛤示する場となり得るのである。₇๻的ᡭἲは⮬ᕫ⫯

定感をも⫱み得ると言われる（㐃行・平⏣࢜ࣜࢨ 2016）。

本ᤵᴗでの⮬ᕫを㛤示してཷけධれられる体㦂も、⮬ᕫ

⫯定感を⫱ࡴことにつながるだࢁう。

ただし、⮬ᕫ㛤示にはࣜスクもకう。ᮃまない⮬ᕫ㛤

示をᙉ要することがないように㓄៖する必要がある。ࡉ

らに、⮬ᕫ㛤示を⪺くഃにも、他者のᙉⅯな体㦂ㄯを⪺

くことによってフラࢵࣂࣗࢩࢵクࢺࡸラ࣐࢘が⏕ࡌない

ように、㎞ࡉを感ࡌた場合にその場を㞳れることを認め

るな࡝の㓄៖が必要である。

5.結論࡜௒ᚋのㄢ㢟

本学の⌮ᛕ「㐪いをඹに⏕きる」には、「学⏕が┦஫に

ඹᏑしၨⓎ⌮ゎし合いつつ、学び合うこと」が期ᚅࡉれ

ている。「ࢲイࢩ࣮ࣂティ表⌧₇⩦」はまࡉにこの期ᚅに

応えるべく、₇๻的ᡭἲによってࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄ

るㅖၥ題࡬のၥ題意㆑を῝໬ࡏࡉて他者とඹ有するᶵ఍

を提౪する。本ᤵᴗは、ࢲイࢩ࣮ࣂティをめࡄるㅖၥ題

に㛵心を有していない学⏕にもၥ題意㆑を῝໬ࡏࡉるᶵ

఍を提౪し、「お஫いの㐪いを認め、すべての࿨とともに

⏕きる㐨を᥈ồし⥆ける」ዎᶵになっている。⮬ᕫ㛤示

を㏻して学⏕の⮬ᕫ⫯定感を⫱ࡴ場にもなっている。

௒後のㄢ題として、学⏕がၥ題意㆑を῝められるよう、

学⏕の㛵心を見ᴟめながらᤵᴗを㐠Ⴀする必要がある。

はᐜ᫆に౑われる⏝ㄒだが、実にᢳ「ティࢩ࣮ࣂイࢲ」

象的な࣐ࢵࢪク࣮࣡ࢻであり、ఱをᤵᴗの題ᮦにするか

の計⏬はᐜ᫆ではない。だが、ᤵᴗ㛤ጞ時アンࢺ࣮ࢣで

も示ࡉれるように、࢙ࢪンࢭࡸ࣮ࢲクࣗࢩアࣜティには

学⏕の㛵心が高いようである。そのため、ᤵᴗ名から「ࢪ

࢙ン࣮ࢲ」が外れても࢙ࢪンࢭࡸ࣮ࢲクࣗࢩアࣜティを

Ᏻ᫆にᤵᴗෆᐜから᤼㝖ࡴ、ࡎࡏし࢙ࢪࢁンࢭࡸ࣮ࢲク

る᪉がࡏࡉアࣜティを⣒ཱྀに学⏕のၥ題意㆑を῝໬ࣗࢩ

有意⩏だࢁう。そして௒後は、ᤵᴗ後アンࢺ࣮ࢣを㐺切

な時期に実施してᤵᴗの஦後ホ౯に㈨するࢱ࣮ࢹを཰㞟

し、ࡉらなるᤵᴗ改善にດめたい。

ὀ

のヲ⣽は中ᮧ「⩦ティ表⌧₇ࢩ࣮ࣂイࢲ・࣮ࢲン࢙ࢪ」1

。れたいࡉ↷ゅ⏣(2020)をཧࡸ(2020)

2「フィクࢭࢺクࣝࣕࢩ」（fictosexual, ⹫構性ឡ）とは

「ᯫ✵の࢟ࣕラク࡬࣮ࢱ性的にࡦかれるࢭクࣗࢩアࣜ

ティを表す造ㄒである」（ᯇᾆ 2024, p.155）。

3 「あなたの性ู、なࢇですか㸽」ࡸ「⚾のṔྐ」な࡝

のᒚಟ者から提出ࡉれたㄢ題も⬮本にもά⏝ࡉれた。

ཧ⪃文⊩

(1) ឡ▱ῄᚨ大学,大学⌮ᛕ,https://www.aasa.ac.jp/g

uidance/about/vision.html (2025-02-12)

(2) 中ᮧዉὠᏊ(2020)「ࠗ ティ࠘ࢩ࣮ࣂイࢲ・࣮ࢲン࢙ࢪ

がᣅく、࢙ࢪン࣮ࢲᩍ⫱のྍ能性」ឡ▱ῄᚨ大学ࢪ

࢙ン࣮ࢲ・ዪ性学◊✲ᡤ࢙ࠗࢪンࢲ・࣮ࢲイࢩ࣮ࣂ

ティとᩍ⫱̿ᶓ᩿◊✲のヨみ࠘pp.81-101.

(3) ゅ⏣㐩ᮁ(2020)「ࠗ ⌧ティ表ࢩ࣮ࣂイࢲ・࣮ࢲン࢙ࢪ

₇⩦Ϩ・ϩ࠘を᣺り㏉って」ឡ▱ῄᚨ大学࢙ࢪンࢲ

࣮・ዪ性学◊✲ᡤ࢙ࠗࢪンࢲ・࣮ࢲイࢩ࣮ࣂティと

ᩍ⫱̿ᶓ᩿◊✲のヨみ࠘pp.103-134.

(4) ゅ⏣㐩ᮁ(2014)「₇๻実㊶による学びと஺わり」ឡ

▱ῄᚨ大学࢙ࢪン࣮ࢲ・ዪ性学◊✲ᡤࠗၥい┤しの

㍯をᗈࡆるために̿₇๻的アࢳ࣮ࣟࣉによる「㐪い

をඹに⏕きる」ၨⓎࣟࣉグラ࣒報࿌書࠘p.3.

(5) 㐃行・平⏣࢜ࣜ₇ࠗ(2016)ࢨ๻ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥン

学࠘᪥本文ᩍ出∧

(6) ᯇᾆඃ(2024)「2 次ඖ࢟ࣕラク࡬࣮ࢱのᜊឡ̿フィ

クࢭࢺクࣗࢩアࣝ㸭フィク࣐ࣟࢺンティࢵクと対人

性ឡ中心୺⩏」高ᶫᖾ・Ọ⏣ኟ᮶⦅ࠗᜊឡ♫఍学̿

ከ様໬するぶᐦな㛵ಀに᥋㏆する࠘ࣖࢩࢽ࢝ࢼ出∧㸪

pp.155-171.

ㅰ㎡

2024 ᖺ度の成果Ⓨ表බ₇の㛤ദにከ大なるࡈᨭ᥼を

㈷った㛗ஂᡭᕷ、஦前‽ഛࡸ本␒当᪥にࡈᑾຊいただい

たスࢵࢱフ各఩、当᪥ࡈ᮶場いただいたほᐈのⓙ様に心

よりᚚ♩⏦しୖࡆる。
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 ࡟ࡵࡌࡣ��

 大学初年次ྥけ日本語教育、いࡺࢃるアカデ࣑ࢡࢵラ

イ࢕ࢸング（以下、AW）の授業では、学術的文章を記述

するのに㐺した文ἲの指導が⾜ࢃれる。愛知淑徳大学「日

本語表現 1」の授業では、たとえば「学術的文章では「ら」

抜きことばは使用してはならない」などと指導している。

 ところが、実際の日本語の㐠用においては、必ずしも

授業で指導しているような文ἲが使用されるࢃけではな

い。たとえば、「ら」抜きことばの実態は、指導のෆᐜと

異なっている。文化庁(2021)は、「ら」抜きことばとそう

でない表現のどࡕらを使用するかを年代ูに調査してい

る。それによると、大学初年次生に部分的に㔜なる 16～

19 歳では、࡯とんどの項目で「ら」抜きことばを使用す

る割合が 59%以上であり、「ら」抜きことばがඃໃとなっ

ている（ὀ㸯）。つまり、AW の指導ෆᐜと、大学初年次生の

感ぬが異なっている可能性があるということである。 

そこで本稿では、AW を指導するに当たり、上記のよう

な日本語の実態を教ဨが把握しておく必要があるのでは

ないか、ということを主ᙇする。日本語の実態を把握す

ることで、学術的な文ἲを指導する際に、日常で使用さ

れる日本語との差異を示したうえでㄝ᫂することが可能

となる。そうすることで、学生は日常使用する日本語と

対比されるものとして、学術的文章の特徴を理解するこ

とができ、理解度が㧗まるのではないかと考える。また、

教ဨが学生のㄗ用の背景を理解する一助にもなり得る。 

 以上のことを主ᙇするために、本稿では「୪ิ」を表

すタリに╔目する。本学「日本語表現 1」の授業では、タ

リを用いて 2 つ以上の要素を୪ิさせる場合、要素඲て

にタリを௜ຍするものと指導する。たとえば、(1)の場合、

「ᐙ事をしたり╧╀の」の部分を「ᐙ事をしたり╧╀を

とったりする」にಟṇするよう指導している。 

(1) ᐙ事をしたり╧╀の時㛫が༑分確ಖできない。Ѝ

ᐙ事をしたり╧╀をとったりする時㛫が༑分確

ಖできない。（愛知淑徳大学初年次教育部門編

2024:15、一部ᨵኚ） 

対して、学生からは「タリを 2 回使ࢃなければならない

ことを初めて知った」といったኌが聞かれるなど、指導

ෆᐜと஋㞳した感ぬをᣢっていることが❚ࢃれる。この

ことから、「୪ิ」タリの実態としては、要素඲てには௜

ຍされない場合も一定数ぢ出せるのではないかと考える。

本稿では、実例を調査することで、それを確認する。ま

た、コーパスで用例を᥇ྲྀするに当たり（後述）、検索が

ᐜ᫆であるⅬもタリを考察対象とする理⏤である。 

現代日本語の実態調査は、␃学生などの日本語学⩦⪅

ྥけ日本語教育࡬の活用を目的としては、しばしば⾜ࢃ

れる。一᪉、大学初年次生ྥけの教育࡬の活用を目的と

した日本語の実態調査はあまり⾜ࢃれていない。もࡕろ

ん、ྛ教ဨがಶูに日本語の実態を調査したり、日本語

の実態を調査したඛ⾜研究をཧ↷したりして、AW の授業

に活かすということは、既に⾜ࢃれている場合もあるだ

ろう。しかし、本稿の目的は、AW にᦠࢃるより多くの教

ဨが、日本語文ἲの実態をព㆑的に把握するようになる

ということであり、ある教ဨಶேのみが日本語の実態を

指導に活かすのでは୙༑分であると考える。本稿は、日

本語研究のᡂ果を AW の指導にᛂ用するヨみの 1 つとし

て位置௜けられる。 

��ඛ⾜◊✲ 

 「୪ิ」タリをᢅった研究に中俣(2010)がある。中俣

(2010)は日本語学⩦⪅ྥけの日本語教育に活用するべく、

コーパスを用いて「୪ิ」タリの実態を調査している。

コーパスとは「実際に使ࢃれた言語データを大㔞に集め

て、コンࣗࣆータで分析できるようにしたもの」（中俣

2021:7）を指す。中俣(2010)が使用したコーパスは『日

本語話し言葉コーパス』（以下、C6J）『CD-520 版ẖ日新

聞’03』『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以下、BCCWJ）

である。これらによりㅮ₇、ᶍᨃㅮ₇、新聞、書籍、白

書、Yahoo!知恵袋、国会会議録のジャンルから用例を᥇

ྲྀしている。 

中俣(2010:104)によれば、書籍、特に小ㄝでは「P たり

Q たりする」（୪ิされた要素඲てにタリが௜ຍされ、ス

ルが後᥋する形）が多いという指᦬がある。一᪉で、国

会会議録、新聞、白書では「P たり Q」（୪ิされた要素

のうࡕ 1 つ、あるいはいくつかにタリが௜ຍされるもの

の、඲ての要素には௜ຍされていない形）が主ὶである

という。また、C6J や Yahoo!知恵袋では「P たりする」

大学初年次ྥけ日本語教育における

日本語文ἲの実態把握の必要性

㸫「୪ิ」のタリを例に㸫

川ᮧ ♸ᩯ 

.AWA085A 0asato 
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（要素が୪ิされず単⊂で使用されたタリにスルが後᥋

する形）が多いとされる。 

本稿では、中俣(2010)をཧ考にしつつ、さらにジャン

ルをቑやし、タリの様相を調査する。特に、中俣(2010)

が使用した当時の BCCWJ はモニター版でありジャンルが

㝈られていたが、現ᅾ（2025 年 3 月）はジャンルがᣑ大

しているため、ᨵめて調査し┤す。また、C6J から得ら

れるジャンルは、話し言葉の中でも学会ㅮ₇などᨵまっ

たスタイルのものが多く、日常会話の様相がᤊえにくい。

これを㋃まえ本稿では日常会話で使用されるタリにも╔

目する。さらに、中俣(2010)ではྛジャンルから 400～

480 例⛬度、඲యとして⣙ 2�700 例の用例が᥇ྲྀされて

いたが、本稿ではさらに用例数をቑやして調査する。 

��ㄪᰝ᪉ἲ 

 本稿でもコーパスを฼用する。特に、多様なジャンル

の用例を᥇ྲྀするため、国立国語研究所බ開の BCCWJ 及

び『日本語日常会話コーパス』（以下、CEJC）を฼用する。

中俣(2010)でも使用された BCCWJ は「現代日本語の書き

言葉の඲యീを把握するためにᵓ⠏したコーパス」（国立

国語研究所言語資源開発センター2024）であり、「書籍඲

⯡、雑誌඲⯡、新聞、白書、ブログ、ࢵࢿトᥖ示ᯈ、教

科書、ἲᚊなどのジャンルにまたがっ」（同）た用例を᥇

ྲྀできる。CEJC は「日常場面の中で当事⪅たࡕ⮬㌟のື

機によって⮬↛に生じる会話を対象」（小磯௚ 2020:17）

としたコーパスで、「多様な場面の会話をバランスよく集

め」（同）ている。これらのみで日本語のあらࡺるジャン

ルを⥙⨶できているとは言えないが、ある⛬度多様なジ

ャンルにまたがったタリの様相を把握できると考える。

 検索には国立国語研究所が開発した「コーパス検索ア

プリケーション『中納言』」（以下、中納言）を฼用する。

中納言は BCCWJ や CEJC の用例を Web 上で検索できるよ

うにしたものである。BCCWJ や CEJC の用例には形態論情

報というタグが௜୚されている。たとえば、「書か」とい

う語には「品詞：ື詞-一⯡」「活用型：஬ẁ-カ⾜」「活

用形：ᮍ↛形-一⯡」といった情報が୚えられている、と

いうල合である。中納言を฼用することで、単⣧な文Ꮠ

ิ検索のみならず、品詞や活用形を特定した検索なども

可能となり、᭷用である。 

中納言でタリの用例を検索し（ὀ2）、BCCWJで78�199例、

CEJC で 2�226 例を得た。この中から無సⅭに用例をᢳ出

し、今回調査するタリに該当しない例を除いたところ（ὀ3）、

7�751（BCCWJ：7�514、CEJC：237）例が得られた。なお、

要素඲てにタリが௜ຍされる場合（例：Ṍいたり㉮った

り）はセࢵトで 1 例とぢなした。 

 本稿では中俣(2010)をཧ考に、タリの用例を「P たり Q

たりする」「Pたり Q たり」「Pたり Q」「P たりする」「P た

り」に分類する。「P たり Q たりする」は୪ิされた要素

඲てにタリが௜ຍされ、スルが後᥋する形である。「P た

り Q たり」は୪ิされた要素඲てにタリが௜ຍされ、ス

ルが後᥋しない形、「Pたり Q」は要素が୪ิされる場合

に、要素඲てにはタリが௜ຍされない形、「P たりする」

は単⊂で使用されたタリにスルが後᥋する形、「P たり」

は単⊂で使用されたタリにスルが後᥋しない形である。

なお、「日本語表現 1」の授業ではスルの᭷無に関して᫂

示的に指導されてはいない（ᑡなくとも➹⪅はそうであ

る）。また同授業において、単⊂のタリは፣᭤表現として

学術的に୙㐺ษなものと位置௜けられている。これらも

ཧ考として、本調査から得られた数್を示す。 

��ㄪᰝ⤖ᯝ 

 BCCWJ及びCEJCにおけるタリを分類した結果を表1に

示す。「新聞」～「韻文」は BCCWJ、「日常会話」は CEJC

のサブカࢦࢸリー（以下、レジスター）である（「ἲᚊ」

のレジスターからは用例が得られなかった）。 

⾲ � %&&:- ཬࡧ &(-&  ┦ᵝࡢࣜࢱࡿࡅ࠾࡟

㹎
た
り

㹏
た
り
す
る

㹎
た
り

㹏
た
り

㹎
た
り
㹏

㹎
た
り

す
る

㹎
た
り 計

新聞 22 9 14 3 0 48 

雑誌 113 73 88 63 18 355 

出版・

書籍
907 218 480 322 24 1951 

図書館・

書籍
1039 265 394 479 30 2207 

白書 26 0 32 1 0 59 

ベスト

セラー
141 42 36 73 1 293 

Yahoo!

知恵袋
349 223 258 492 51 1373 

Yahoo!

ブログ
169 255 130 215 70 839 

国会

会議録
27 23 35 25 5 115 

広報誌 96 14 33 2 1 146 

教科書 87 1 32 0 0 120 

韻文 4 2 0 2 0 8 

日常

会話
24 16 24 115 58 237 

なお、レジスターࡈとに（1 要ᅉ 5 Ỉ‽で）χ2検定を⾜

ったところ、出版・書籍、図書館・書籍、Yahoo!知恵袋、

教科書において、5%Ỉ‽で᭷ពな೫りがぢられた（ὀ4）。 
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 表 1 から、書籍を中ᚰに「P たり Q たりする」の割合

が大きいことがࢃかる。例を示す。 

(2) くᗂい子どもでも、ものを握れるようになれࡈ

ば、それでまࢃりを྇いたり、こすったりしま

す。（図書館・書籍、ㅮㄯ社 1986『子どもの絵は

なࡐ面白いのか』、LBa3_00009、4770）（ὀ 5）

一᪉、Yahoo!知恵袋やブログ、国会会議録、日常会話な

ど話し言葉やそれに㏆い文యでは、割合が比㍑的小さく

なる。また、「P たり Q たりする」が最多のレジスターで

も、⤫計的に᭷ពな೫りがないものもあり、ࡴしろ一定

数その௚の形もぢられることの᪉がὀ目に್する。 

 「P たり Q たり」は、要素඲てにタリが௜ຍされるⅬ

ではつ⠊的と言える。しかし、実際にはブログというつ

⠊的とは言い㞴いレジスターの割合が大きい（ただし、

⤫計的な᭷ព差はない）。これがスルの᭷無によるものだ

とすれば、今後の授業では、これまで᫂示的に指導され

てこなかったスルの᭷無にもὀ目すべきかもしれない。 

(3) ⾨生的で合理的なཔ房・・・なんてのは、調理

῭み㣗品を使ってたり、カࢵト野⳯を使ったり、

短いᮇ㛫のサイࢡルの⊩立だったり・・・   

あんまり調理してない現場が多いよࡡ。（Yahoo!

ブログ、2008 年、2Y01_01325、6770） 

 「P たり Q」は、AW ではつ⠊的でないとされる形であ

る。今回の調査⠊ᅖでは 7�751 例中 1�556 例 20.1%であ

った。この数್はỴしてᑡないとは言えず、┳㐣できな

い。また、学術的文章では୙㐺ษとされるこの形が、白

書（59 例中 32 例）や国会会議録（115 例中 35 例）など

ᅛい文యのレジスターで多いⅬはὀ目に್する（ただし、

⤫計的な᭷ព差はない）。なお、白書や国会会議録で多い

Ⅼは中俣(2010)とඹ通する。 

(4) 文章にしたり言葉にするのは㠀常に⡆単ですが、

（国会会議録、1978 年、2011_00012、393930）

(5) Ⓩᒣ⪅にᒣの≧態を知らせたり、Ᏻ඲なⓏᒣの

ため計画や⿦備➼について指導を⾜うとともに、

ᒣᓅのパトロールを通じてᏳ඲指導にもດめて

いる。（白書、㆙察庁 1984『㆙察白書』、

2W2;_00217、72180） 

白書や国会会議録は大学初年次生が日常的にゐれる፹య

ではない。一᪉、書籍や雑誌、インターࢵࢿト（知恵袋・

ブログ）、教科書など、大学初年次生が日常的にゐれる／

ゐれてきたレジスターでも「Pたり Q」が一定数ぢられる

Ⅼはᢲさえておく必要があろう。 

(6) このことは、ዪ性のᑵ業機会をῶらしたり、ே

ཱྀᢚไに必要な知㆑を得られずに出生⋡の低下

をጉげるなど、さまࡊまなၥ㢟のཎᅉにもなっ

ている。（教科書、ᖇ国書㝔 2006『新ヲᆅ理㹀 

最新版』、2733_00051、37300） 

 「P たりする」は፣᭤表現として、AW ではつ⠊的とさ

れない形である。今回の調査⠊ᅖでは Yahoo!知恵袋や日

常会話など、話し言葉的文యでの使用が目立つ。 

(7) 㹎㹁で出来る小学生ྥけのࢤームで、都㐨ᗓ┴

ྡや┴庁所ᅾᆅを当てたりできるࢤームサイト

知ってる᪉いませんか㸽（Yahoo!知恵袋、2005

年、2C01_00282、320）（ὀ 6）

(8) そのⰱࣀ†のところまで上がってきて花ⅆをぢ

るってࡺうのはࡻࡕっともうみんな㣧んだりす

るだろうから㞴しいかなってࡺうことになった

の（雑ㄯ、ዪ性（ẕ）50-54 歳、.003_003、34880） 

大学初年次生にとって、タリを複数回使用する必要があ

るという感ぬがஈしい場合があるのは、会話やインター

ト上で「Pࢵࢿ たりする」を日常的に多用するためであ

る可能性も考えられる。 

「P たり」はどのレジスターでも割合が小さく、特➹

すべきⅬはぢ出せない。用例のみ示しておく。 

(9) ᯘ ᑓᒓモデルが╔ている⚾᭹の㹒シャࢶが⇿

発的に኎れたりって時代があったでしࡻう。（雑

誌、ᮅ日新聞社 2003『㐌หᮅ日』、P031_00136、

39430） 

 以上、タリの分類結果を示した。 

 ࡟ࡾࢃ࠾��

 本稿では BCCWJ 及び CEJC におけるタリを観察した。

結果、「P たり Q たりする」が最多であるものの、௚の形

も一定数ぢられることがࢃかった。特に「P たり Q」が多

用されるレジスターは白書や国会会議録などがあること、

一᪉で比㍑的どのレジスターでも一定数「P たり Q」がᏑ

ᅾすることがࢃかった。「P たり Q」は学術的文章ではつ

⠊的でない形であることから、授業では使用しないよう

に指導する。しかし、実際のタリの様相を確認すると、

大学初年次生が日常的にゐれる／ゐれてきたレジスター

においては「P たり Q」が┳㐣できない࡯どの割合で使用

されていることがࢃかる。また、AW では使用しないよう

指導する「P たりする」も、話し言葉的文యのレジスタ

ーを中ᚰに一定⛬度使用が確認された。 

 本稿はఱも「実際には「P たり Q」が一定数使用される

のだから、AW でも「P たり Q」をチᐜすべきである」と

主ᙇしたいのではない。本稿の調査は、ある⛬度多様な

ジャンルのタリの様相を᫂らかにしたが、あくまで学術

的文章とは異なるジャンルのものである。本稿の調査結

果と学術的文章に差異があっても当↛であろう。学術的

文章をᢅう AW で「P たり Q たり（する）」をつ⠊的なも

のと位置௜け、指導することに異論はない（スルの᭷無

のᢅいは要検ウ）。 

 本稿で主ᙇしたいのは既述のように、AW の指導に当た

り、教ဨが日本語の実態を把握しておく必要があるので

はないか、ということである。たとえばタリの場合、「P
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たり Q」「P たりする」が実際には一定数使用されること

を把握しておけば、日常的に使用されやすい形とは性質

の異なる学術的なものとして、「P たり Q たり（する）」

を提示することが可能となる。そうすることで、学生は

日常使用するタリと対比的に「P たり Q たり（する）」の

特徴を理解することができると考える。また、調査デー

タを活用すれば、「P たり Q たりする」が最多であるとい

うことなどを示すことができ、指導との整合性を図る目

的で日本語の実態を活用することもできる。いずれにせ

よ、実際の日本語の様相を把握することによって、授業

での指導の幅は広がるはずである。 

 本稿では既述のように、多様なジャンルの日本語を調

査したが、あくまで学術的文章以外のジャンルである。

今後は学術的文章で使用される日本語の様相も調査すべ

きであろう。また、今回のような調査結果となった背景

の考察や、タリ以外の事例調査も必要である。 

注 

1 ただし、「彼が来るなんて(ア)考えられない／（イ）考

えれない」の項目では、16～19 歳でも「ら」抜きこと

ばである（イ）を選択した割合が 13.9%と低い。 

2 本稿では BCCWJ、CEJC ともに、短単位検索（中納言の

検索モードの 1 つ）で、検索条件を「「語彙素」が「た

り」AND「品詞」の「中分類」が「助詞-副助詞」」とし

て検索した。これは、「語彙素」の情報が「たり」に該

当し、かつ「品詞」の情報が「副助詞」に該当するも

のを検索したことを表す。「語彙素」を指定すると、複

数の表記及び活用形が一括で検索できる。「語彙素「た

り」」の場合、「遊んだり」などの「だり」も同時に検

索できる。また、今回の検索で「品詞」も設定したの

は、以下のような例を除外するためである。 

(ア) ブルームの主たる攻撃対象は、恐らくインドや

中国の古典研究ではなく、（図書館・書籍、PHP

研究所 1992『〝アメリカの世紀"の落日』、

LBg3_00065、50900） 

3 以下のような例が挙げられる。 

(イ) 観性強化の契機たり得るのは、世界でなく社会

なのである。（図書館・書籍、産能大学出版部

1990『感性学入門』、LBe1_00003、18390） 

4 χ2検定の結果は以下の通りである。 

新聞：n=48、χ2=1.288、df=4、n.s. 

雑誌：n=355、χ2=2.777、df=4、n.s. 

出版・書籍：n=1951、χ2=45.469、df=4、p<.05 

図書館・書籍：n=2207、χ2=50.852、df=4、p<.05 

白書：n=59、χ2=3.406、df=4、n.s. 

ベストセラー：n=293、χ2=7.578、df=4、n.s. 

Yahoo!知恵袋：n=1373、χ2=15.402、df=4、p<.05 

Yahoo!ブログ：n=839、χ2=4.965、df=4、n.s. 

国会会議録：n=115、χ2=0.849、df=4、n.s. 

広報誌：n=146、χ2=8.552、df=4、n.s. 

教科書：n=120、χ2=9.523、df=4、p<.05 

韻文：n=8、χ2=0.28、df=4、n.s. 

日常会話：n=237、χ2=5.71、df=4、n.s. 

5 用例末尾にはレジスターや書誌情報、サンプル ID／会

話 ID、開始位置を示す。サンプル ID と開始位置は用例

の出典情報に相当する。中納言の検索モードの 1 つで

ある位置検索を用いて、サンプル ID と開始位置を入力

すると、画面上に該当する用例が表示される。CEJC で

は、サンプル ID に当たるものは会話 ID と呼ばれる。 

6 「P たりできる」は「P たりする」に含めた。「Pたり Q

たりできる」も同様に「P たり Q たりする」に含めた。 
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にࡵࡌࡣ.1

ឡ▱ῄᚨ大学では初ᖺ次学⏕を対象として「᪥本ㄒ表

⌧ 1」（2024 ᖺ度は全学部必ಟ㸭以ୗ、「本科目」とする）

を前期に㛤ㅮしている。本科目では、「᪥本ㄒによる基♏

的な表⌧ᢏ⾡（文❶表⌧ຊ）について、その▱㆑の確実

な定着と応⏝ຊの㣴成」とをᤵᴗの目的としてᥖࡆ（注１）、

小論文執筆にྲྀり⤌ࢇでいる。また、本科目は、指ᑟに

あたって、⮬ᕫಟṇ（推敲）の㐣⛬を㔜どし、他者意㆑

をకったㄝ得ຊある文❶を書くຊを㌟につけるために、

ピア・レスポンスの場をタけるという≉Ⰽをもっている。

本科目では計 3 本の小論文執筆（500㹼1,000 Ꮠ）を㏻

して、5 つのᢏ⾡（ㄞゎ・構成・実ド・論ド・表⌧）を⩦

得することを目ᶆとしている。学⏕は小論文執筆におい

て、「実ド・論ド」ࡸ「表⌧」㠃を㔜どしている様Ꮚがう

かがえる。୍᪉で「構成」㠃にかࢇして初めから高い意

㆑をもつ学⏕ࡸ、パラグラフにかࢇするඖࠎの▱㆑をഛ

えている学⏕はỴしてከくないという༳象をཷける。

本科目ではẖᖺཷㅮ⏕にྥけたアンࢺ࣮ࢣを実施して

おり、その結果からもこのഴྥをㄞみྲྀることができる。

ᤵᴗ⤊஢㐌である第 15 ᅇに実施ࡉれるཷㅮ者アンࢣ

、として「する㉁ၥࢇ学⩦ス࢟ࣝの定着にか」、ではࢺ࣮

学⩦ෆᐜにかかわる 9 項目について、ཷㅮ前後それぞれ

の⮬ᕫホ౯（6㸸十分できる㹼1㸸全くできない）を学⏕

にイࡡている（注㸰）。

2023 ᖺ度のアンࢺ࣮ࢣ結果では、「パラグラフのᙺ๭

を⏕かして文❶を書くこと」にかࢇするཷㅮ前の平均値

は 2.92 であり、9 項目中最も低かった（注㸱）。୍᪉、ཷㅮ

後の平均値は 4.64 であり、「グ࣮ࣝࣉάືで✚ᴟ的に意

見஺᥮し、Ⓨᒎ的な結論にᑟくこと」の 4.74 に次いで、

2 ␒目に高い結果となっている（注㸲）。ここから、本科目

ཷㅮ以前において学⏕はパラグラフ・ライティングにか

する⮬㌟のス࢟ࣝが低いとᛮっていること、また、ᤵࢇ

ᴗ後は୍定のパラグラフ・ライティングᢏ⾡が㌟につい

たと感ࡌていることな࡝がわかる。

ただし、このアンࢺ࣮ࢣはあくまで学⏕の⮬ᕫホ౯を

ᅇ⟅ࡏࡉたものであり、必ࡎしも実ែを཯ᫎしていると

は言い切れない。学⏕のパラグラフ・ライティングᢏ⾡

はཷㅮ以前と比べて実際にス࢟ࣝがఙびているのか、ま

た、本科目における࡝のような指ᑟがパラグラフ・ライ

ティングの定着にຠ果的だったのかをいま୍度検ドする

必要がありそうだ。

全 15 ᅇのᤵᴗ（表 1）のうち、パラグラフ・ライティ

ングにかかわるᅇとして、第 8 ᅇ「ㄢ題⑵小論文を書く

̿パラグラフをつくる 。ることができるࡆをᣲ「ࠒ執筆ࠑ̿

第 8 ᅇᤵᴗでは「௒ᅇのࡡらい」として、「前ᅇの意見

஺᥮をふりかえり、⮬分の意見を⿬࡙ける㐺切なᮦᩱを

㑅ᢥして、それを࡝こに⤌み㎸ࡴかを意㆑しつつ、文❶

全体の構成を考える」ことࡸ「パラグラフ・ライティン

グᢏ⾡を学び、パラグラフにおける文と文との㛵ಀࡸつ

ながりを考えながら文❶を書く」ことをᥖࡆている。

そこで௒ᅇは、筆者が担当するクラスにおいて、࡝の

⛬度パラグラフ・ライティングが㌟についているか調査

した。パラグラフ・ライティングの学⩦をふまえて執筆

する 2 本目・3 本目の小論文を対象とし、「草稿」と「清

書」それぞれを確認することで、本科目における指ᑟࡸ

ピア・レスポンスが࡝の⛬度パラグラフ・ライティング

の定着にຠ果的であるかを確認した。

⾲ 1 ඲Ꮫඹ㏻ᒚಟ⛉目ࠕ᪥ᮏㄒ⾲⌧ 1ࠖ
ᤵᴗィ⏬㸦2024 ᖺ度）

ᅇ ᤵᴗ計⏬

1 ࢚࢜ࣜンテ࣮ࣙࢩン

ㅮ
⩏

2
3
4

学⾡的文❶の≉ᚩを⌮ゎする

文ἲ的に㐺切な文を書く

書きᡭの意図をṇ確にఏえる

小
論
文
の
作
成

5
6

ㄢ題օ小論文を書く

̿஦実と意見を༊ูする̿

‽ഛ

推敲

7
8
9

ㄢ題⑵小論文を書く

̿パラグラフをつくる̿

‽ഛ

執筆

推敲

10
11
12

ㄢ題⑶小論文を書く

̿◊✲೔⌮をふまえる̿

‽ഛ

執筆

推敲

ま
と
め

13
14
15

฿㐩度を確認する

学びのᒎᮃ

ᤵᴗのまとめ

小論文執筆における

パラグラフ・ライティングの定着度
̿̿初ᖺ次学⏕を対象として̿̿

ᯇཎ ஂᏊ

MATSUBARA Hisako
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2.➨ 8ᅇ・➨ 9ᅇᤵᴗのᏛ⩦άື

2.1 パラグラフ・ライティングࡣ࡜

そもそもパラグラフとは、1 つの୺ᙇをᑟくために、

」ᩘの文が論⌮的な㛵㐃をもつものを指す。「ẁⴠ」は༢

に୍༊切りの文の㞟合を指すが、「パラグラフ」はㄞみᡭ

を⣡得ࡏࡉるために、⮬㌟の୺ᙇをㄞみᡭに᫂確にఏえ

るという≉ᚩをもつものである（注㸳）。

本科目では、パラグラフを構成する要⣲として、୺ᙇ

を㏙べる「中心文」、୺ᙇの⿬࡙けとなる᰿ᣐをᣲࡆる「ᨭ

ᣢ文」、୺ᙇの言い᥮えである「結び文」についてそれぞ

れ指ᑟを行っている。1 つのパラグラフにつき୺ᙇは 1
つであること、中心文はパラグラフの最初に⨨き、結び

文は最後に⨨くことな࡝をㄝ᫂している。最初に୺ᙇを

㏙べたうえでその⿬࡙けを確認し、最後に୺ᙇを෌ᙉ調

するという構造をとることで、書きᡭの୺ᙇが᫂確にఏ

わるものである。

表 1 にも示した㏻り、小論文⑵・⑶は‽ഛ・執筆・推

敲という㐣⛬を経て小論文を作成している。そのὶれを

確認すると、第 7 ᅇの「‽ഛ」において、ࣈレイン・ス

アをᩚ⌮したうえでアࢹングにて出し合ったアイ࣑࣮ࢺ

ライン作成を行い、第ࢺ࢘ 8 ᅇにて学⩦するパラグラフ・

ライティングᢏ⾡を⏝いたうえで、小論文の草稿執筆を

行っている。ࡉらに第 9 ᅇでは、第 8 ᅇにおいて執筆し

た草稿を⏝いてピア・レスポンスを行うことで推敲にྲྀ

り⤌ࡴという㐣⛬をྲྀっている。以㝆、各ᅇにおけるヲ

⣽なᤵᴗのὶれについて確認していく。

2.2 ➨ 8 ᅇᤵᴗにおける୺ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

第 8 ᅇでは、学⏕はパラグラフ・ライティングにかࢇ

する⦎⩦ၥ題にྲྀり⤌み、ゎㄝを⌮ゎしたうえで、小論

文⑵の草稿執筆を行っている。その際、小論文⑵の執筆

᮲௳として「パラグラフのᴫᛕを意㆑して、中心文を᫂

確に示すとともに、᥋⥆ㄒを⏝いて、文と文、パラグラ

フとパラグラフとの㛵ಀを᫂らかにすること」という᮲

௳がྵまれることを確認している。

本科目で執筆する小論文⑵・⑶は全 5 パラグラフであ

り、そのうちの本論にあたる第 2 パラグラフ・第 3 パラ

グラフ・第 4 パラグラフは、⌮⏤・᝿定ࡉれる཯論・෌

཯論とすることが᮲௳としてྵまれる（図 1）。᝿定ࡉれ

る཯論をྵࡴこの構成は、⮬㌟の୺ᙇに対して཯論がな

のようにᢠᘚすべきかを᝿定したもので࡝、れた場合ࡉ

ある。そのため、パラグラフࡈとに❧場（㈶成㸭཯対）

がධれ᭰わるという構造をもつが、パラグラフ・ライテ

ィングのかたちをとることによってㄞみᡭの⌮ゎをຓけ

るものとなっている。また、パラグラフとパラグラフと

のつながりは、㏫᥋の᥋⥆モを⨨くことで、それぞれの

㛵ಀが᫂確になる点も≉ᚩといえる。

以ୖのように、パラグラフ・ライティングの学⩦をふ

まえた小論文執筆が第 8 ᅇのෆᐜとなっている。

2.3 ➨ 9 ᅇᤵᴗにおける୺ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

また、本科目は、ピア・レスポンスをྲྀりධれている

という≉Ⰽがある。第 9 ᅇᤵᴗでは、第 8 ᅇにて執筆し

た草稿を⏝いてピア・レスポンスを行っている。

ピア・レスポンスでは、学⏕は 4 名前後でグ࣮ࣝࣉを

作り、草稿を஺᥮してㄞみ合い、┦஫ῧ๐を行う。ホ౯

基‽である「学⾡的文❶のࢵ࢙ࢳクࣜスࢺ㸭࣮ࣝࢵࣜࣈ

ク」（注㸴）に示ࡉれるࢵ࢙ࢳク項目を㋃まえたうえで、Ẽ

࡙いたၥ題点を草稿にグධする（1 ᯛ 4 分）。これを人ᩘ

分行ったうえで、各࣓ン࣮ࣂのཎ稿を୍人ࡎつྲྀりୖࡆ

て、書き㎸みのある⟠ᡤを中心にၥ題点の指᦬を行って

いる（1 ᯛ 4 分）。その後、⮬㌟の草稿をあらためてㄞみ

┤し、指᦬ࡉれた⟠ᡤを中心に推敲を行う。

ピア・レスポンスを行うことにより、⮬㌟の小論文以

外に計 3 本の草稿をㄞみ、また、3 名の学⏕から指᦬を

ཷけるᶵ఍が⏕ࡌる。これは、Ⰻい例ࡸၥ題のある例に

目を㏻すᶵ఍であり、その後、⮬㌟の小論文をᐈほ的に

ㄞみなおすというຠ果を期ᚅするものである。

以ୖの第 8 ᅇ・第 9 ᅇにおけるྲྀり⤌みをふまえて、

パラグラフ・ライティングは࡝の⛬度㌟についているの

かを確認する。

図㸯 ᮏ論のᵓᡂ࡜パラグラフ・ライティング

➨２パラグラフ㸦⌮⏤） ➨３パラグラフ㸦཯論） ➨㸲パラグラフ㸦෌཯論）

୰ᚰ文 ᥋⥆ㄒ ୰ᚰ文 ᥋⥆ㄒ ୰ᚰ文

ᨭᣢ文㸯 ᨭᣢ文㸯 ᨭᣢ文㸯

ᨭᣢ文２ ᨭᣢ文２ ᨭᣢ文２

… … …

結ࡧ文 結ࡧ文 結ࡧ文
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3.パラグラフ・ライティングの定着度調査

3.1 方法

3.1.1）対象

筆者が 2024 度前期に本科目で担当した 5 クラス（人

間情報学部人間情報学科感性工学専攻 129 名）において

調査を実施した。そのうち、小論文⑵・⑶の「草稿」・「清

書」計 4 本を提出した 118 名を分析対象者とした（注７）。

3.1.2）調査項目

パラグラフ・ライティングの定着度を調査するにあた

り、小論文⑵・⑶の「草稿」・「清書」を確認した。その

際、各小論文の本論において、「①1 つのパラグラフには

1 つの話題か」「②パラグラフの最初に中心文があるか」

「③パラグラフの最後に結び文があるか」の 3 点を分析

した（注８）。①から③の各項目において、できている場合

は 1 点、できていない場合は 0 点とした。また、判定不

能な場合もそれぞれ 0 点とした。

3.2 結果

3.2.1）小論文⑵における PWの定着度

小論文⑵における「草稿」と「清書」について平均値

を算出して t検定を行い、その結果を表 2に示した（注９）。

なお、項目の“P”はパラグラフを指し、①から③はそれ

ぞれ、パラグラフ・ライティングの基本構造を確認する

ための項目と対応している（例.P2②→第 2 パラグラフ

において、パラグラフの最初に中心文があるか）。

分析の結果、「草稿」に比べ、ピア・レスポンスをふま

えた「清書」は平均値が高く、9 項目すべてにおいて有

意に高いという結果が得られた（図 2）。「草稿」時点で

他の項目より比較的高い P2①の平均値は 0.66 であるが、

「清書」では 0.95 と非常に高くなっている。また、P3③
は「草稿」時は 0.22 と平均値が非常に低かったが、「清

書」では 0.53 となり、改善がみられた。

3.2.2） 小論文⑶における PWの定着度

次いで、小論文⑶においても「草稿」と「清書」につ

いて平均値を算出して t 検定を行った（注１０）。全体を見る

と、小論文⑵と同様、「清書」が有意に高いという結果が

得られた（図 3）。ただし、P3①のみ有意差がみられない

という結果となった。これは、P3①が「草稿」の時点で

すでに平均値が 0.86 と高く、天井打ちとなったためだと

考えられる。ただし、P3①以外の項目は有意差がみられ

ることから、小論文⑶の「草稿」時点では推敲の余地が

ある項目が大半を占めているといえる。1 本の小論文作

成を経るのみでは、パラグラフ・ライティングが十分に

定着しているとは言い切れない。パラグラフ・ライティ

ングの定着には、少なくとも 2 本の小論文執筆が必要と

なっていることがわかる。

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

P2➀ P2➁ P2➂ P3➀ P3➁ P3➂ P4➀ P4➁ P4➂

平
均
値

図２ 小論文⑵におけるPWの定着度
草稿 清書

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

P2➀ P2➁ P2➂ P3➀ P3➁ P3➂ P4➀ P4➁ P4➂

平
均
値

図３ 小論文⑶におけるPWの定着度
草稿 清書
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また、小論文⑵・⑶を㏻して見たとき、ඹ㏻して①の

平均値が比較的高いことࡸ、③の平均値が低いことな࡝

がᣲࡆられる。なかでも、P3③の平均値が低いことが指

᦬できる。学⏕は話題を 1 つに⤠ることが比較的得意で

ある୍᪉、᝿定ࡉれる཯論の結び文（⮬㌟と␗なる❧場

における「言い᥮え」）を最もⱞᡭとしていることがわか

った。

௒ᚋのㄢ㢟࡜ࡵ࡜ࡲ.4

小論文⑵・⑶におけるパラグラフ・ライティングの定

着度調査により、第 8 ᅇᤵᴗおけるパラグラフ・ライテ

ィングにかࢇするㅮ⩏のみでは、十分な⌮ゎࡸṇしいά

⏝に⮳っていないことがわかった。また、第 9 ᅇᤵᴗに

あたるピア・レスポンスをふまえた推敲がパラグラフ・

ライティングの改善にຠ果的であることがわかった。同

様に、小論文⑶においても、ピア・レスポンスをふまえ

た推敲が୍定の成果をୖࡆているといえよう。

らに、各パラグラフにおいて、話題をࡉ 1 つに⤠るこ

とは比較的得意であるものの、結び文をⱞᡭとしている

ことがわかった。とくに、᝿定ࡉれる཯論の言い᥮えが

ⱞᡭであるため、❧場が␗なる୺ᙇであっても結び文を

␯かにしないよう指ᑟを行う必要があるといえよう。

本論ではパラグラフ・ライティングのみに↔点を⤠っ

てྲྀりୖࡆたが、小論文執筆をྲྀりᕳく「構成」以外の

要⣲についても、同様に調査の余地がありそうだ。௒後

は、「実ド」ࡸ「論ド」、「表⌧」㠃もど㔝にධれて、ᘬき

⥆き調査を行いたい。

ὀ

1 本科目における「ᤵᴗのᴫ要」全文は以ୗの㏻り（ឡ

▱ῄᚨ大学初ᖺ次ᩍ⫱部㛛⦅ࠗ ᪥本ㄒ表⌧ 1 第 16 ∧࠘

ឡ▱ῄᚨ大学、2024 ᖺ、p.6）。
᪥本ㄒによる基♏的な表⌧ᢏ⾡（文❶表⌧ຊ）に

ついて、その▱㆑の確実な定着と応⏝ຊの㣴成とを

目的とする。≉に、大学における学ಟにḞかࡏない

㸰つの文❶ຊ（①஦実をṇ確にかつ分かりࡸすくㄝ

᫂するຊ、②論⌮的に⮬分の意見を㏙べるຊ）を㌟

につけることに㔜点を⨨く。その実㊶としての小論

文作成（計㸱ᅇ）については、１ᅇࡈとに目ᶆをタ

定し、ẁ㝵を㋃ࢇでより高度なㄢ題にྲྀり⤌ࡴ。そ

の際、⮬ᕫಟṇ（推敲）の㐣⛬を㔜どし、他者意㆑

をకったㄝ得ຊある文❶を書くຊを㌟につける。

2 「学⩦ス࢟ࣝの定着に㛵する㉁ၥ」の 9 項目は以ୗの

㏻り。

1㸬文❶作成前に、アイࢹアをᗈࡆたり῝めたりすること

2㸬⮬ㄝの୺ᙇにᑟく文❶ᒎ㛤（ア࢘ࢺライン）を考える

こと

3㸬⮬ㄝの୺ᙇに㐺した᰿ᣐを᥈し提示すること

4㸬஦実と意見（分析ࡸ୺ᙇ）を分けて考えること

5㸬パラグラフのᙺ๭を⏕かして文❶を書くこと

6㸬意࿡の㏻りࡸすい⡆₩な文を工ኵすること

7㸬学⾡的文❶に㐺した言ⴥࡸ文体を工ኵすること

8㸬常⏝₎Ꮠをṇしくㄞみ、書くこと

9㸬グ࣮ࣝࣉάືで✚ᴟ的に意見஺᥮し、Ⓨᒎ的な結論に

ᑟくこと

3 本ࢱ࣮ࢹは、ᯇ本᫂᪥㤶「᪥本ㄒ表⌧科目ㅮ⩏㐩成度

と⮬⏤グ㏙ෆᐜの㉁の㛵㐃 2̿2022,2023 ᖺ度「᪥本

ㄒ表⌧ 1」「᪥本ㄒ表⌧ 2」のㅮ⩏およびᖺ度差に着目

して̿」（初ᖺ次ᩍ⫱部㛛 2023 ᖺ度ᩍ⫱実㊶・◊✲Ⓨ

表఍、᪊ឡ▱ῄᚨ大学、2024 ᖺ 3 ᭶ 5 ᪥）において報

࿌ࡉれたものである。なお、本Ⓨ表の୍部はᯇ本᫂᪥

㤶「「᪥本ㄒ表⌧ 1」「᪥本ㄒ表⌧ 2」ྲཱྀ ㅮアンࢺ࣮ࢣ㞟

計結果」（ࠗ ឡ▱ῄᚨ大学初ᖺ次ᩍ⫱◊✲ᖺ報 第࠘ 9 ྕ、

2024 ᖺ、pp.28-30）としてまとめられている。

4 注 3 に同ࡌ。

5 井ୗ༓以Ꮚࠗᛮ考を㘫えるレポ࣮ࢺ・論文作成ἲ㹙第

3 ∧㹛࠘（៞᠕⩏ሿ大学出∧఍、2019 ᖺ）p.113
6 本科目における小論文᥇点のホ౯基‽にあたる（ឡ▱

ῄᚨ大学初ᖺ次ᩍ⫱部㛛⦅ࠗ᪥本ㄒ表⌧ 1 第 16 ∧࠘

ឡ▱ῄᚨ大学、2024 ᖺ、p.41）。
7 調査対象とする小論文の◊✲฼⏝にかࢇしては、以ୗ

の注意点を学⏕に書㠃で提示し、ేࡏてཱྀ㢌でもㄝ᫂

を行った。◊✲฼⏝࡬のྍྰが本科目のホ౯に㛵わら

ないこと、小論文はಶ人が≉定ࡉれないようにฎ⌮す

ること、◊✲以外の目的には౑⏝しないことな࡝であ

る。そのうえで、以ୖの注意点を確認し、஢ᢎを得ら

れた小論文のみを⏝いた。

8 ①から③の分析項目ࡸそのホ౯判定は、⚟ᒸᑑ⨾Ꮚ

「基♏₇⩦における᪥本ㄒ表⌧について̿᪥本人学⏕

と␃学⏕のレポ࣮ࢺの஦例から̿」（ࠗ ὶ㏻科学大学論

㞟.人間・♫఍・⮬↛⦅࠘19 ᕳ 3 ྕ、2007 ᖺ、pp.97-
108）をཧ考とした。

としてࢺフࢯの分析ࢱ࣮ࢹ 9 Excel を⏝いた。

10 小論文⑵・⑶のㄢ題・執筆᮲௳は以ୗの㏻り。

⑵「高➼学ᰯのไ᭹をᗫṆするべき」という意見に対

する⮬分の考えを㏙べよ（600㹼800 Ꮠ）。

⑶「中学⏕がス࣐࣮ࢺフ࢛ンをᡤᣢすることに㈶成か

཯対か」というၥ題に対する⮬分の考えを㏙べよ

（800㹼1,000 Ꮠ）。

いࡎれのㄢ題も、㈶成・཯対࡝ちらかの❧場に❧って

意見を㏙べる必要がある。また、全 5 パラグラフ構成

のうち、本論（第 2㹼4 パラグラフ）には⌮⏤・᝿定ࡉ

れる཯論・෌཯論をྵࡴこと、本論にてパラグラフ・

ライティングを⏝いることな࡝もඹ㏻している。
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඘実したア࢘トラインసᡂの㔜要性とその活用ἲ

㸫「日本語表現㸯」パラグラࣇ・ライ࢕ࢸングを用いた小論文を対象に㸫

小᳚ 愛子 

2*85A Aiko 

 ࡟ࡵࡌࡣ��

 本学には、඲学ඹ通ᒚಟ科目として「日本語表現」が

ある。その中の 1 つである「日本語表現 1」は、1 年๓ᮇ

の必ಟ科目で「日本語によるᇶ♏的な表現ᢏ術（文章表

現力）について、その知㆑の確実な定╔とᛂ用力の㣴ᡂ

とを目的」（『日本語表現㸯』第 16 版（2024）（ὀ 1））とし、

その実㊶として小論文を 3本ᇳ➹する。本稿では、この

小論文ㄢ㢟の中でパラグラࣇ・ライ࢕ࢸングをព㆑して

ᇳ➹する、2、3 本目のㄢ㢟に╔目する。なかでも、ྛパ

ラグラࣇの要素（中ᚰ文、ᨭᣢ文、結び文）に↔Ⅼを当

て、そのᇳ➹にあたりసᡂする、「ア࢘トライン」表のຠ

果的な書き᪉、用い᪉を考察したい。

 ᑠㄽ文ࡓ࠸⏝ࢆࢢࣥ࢕ࢸ࢖࣭ࣛࣇࣛࢢࣛࣃ��

��� ᑠㄽ文ㄢ㢟ࡢࡑ࡜ホ౯᪉ἲ

 ඛにパラグラࣇ・ライ࢕ࢸングを用いた小論文ㄢ㢟の

ヲ⣽とその評価᪉ἲについて確認する。๓述のように、2、

3 本目の小論文がこれに該当し、཮᪉ともに඲యを 5 つ

のパラグラࣇでᇳ➹する。ణし、3 本目（800 Ꮠ以上 1�000

Ꮠ以下）は 2 本目（600 Ꮠ以上 800 Ꮠ以下）よりもᏐ数

がቑえ、かつ、ࢸー࣐も広いどⅬが必要なものとなって

いる。ࢸー࣐は年度により異なるが、今年度は、「「㧗➼

学ᰯのไ᭹をᗫṆするべき」というពぢに対する⮬分の

考えを述べよ」（2 本目）、「「中学生がス࣐ート࢛ࣇン（以

下、ス࣐࣍）を所ᣢすることに㈶ᡂか、཯対か」という

ၥ㢟に対する⮬分の考えを述べよ」（3 本目）である。඲

యのᵓᡂは、以下の通り。 

 ၥ㢟提㉳：ࣇ第㸯パラグラࠒᗎ論ࠑ

ၥ㢟になっている話㢟の背景をㄝ᫂し、その話

㢟に対する⮬分の立場（㈶ྰ）を᫂らかにする。

 ⏤理：ࣇ第㸰パラグラࠒ本論ࠑ

理⏤をㄝ᫂し、それがドᣐ（事実）によって⿬

࡙けられていることを述べる。⿬࡙けとなる事

実は㸯つに⤠り、ヲ⣽かつලయ的に述べる。 

第㸱パラグラࣇ：予᝿される཯論 

相཯する立場からの཯論を᝿定する。 

第㸲パラグラࣇ：෌཯論 

๓ẁに෌཯論することで、⮬分の主ᙇの᪉がጇ

当であることを示す。 

 主ᙇの෌提示：ࣇ第㸳パラグラࠒ結論ࠑ

本論で述べてきた主ᙇの中ᚰと⮬分の立場と

をᨵめて強調し、この文章を⥾めくくる。（ࢸ

࢟スト第 16 版（38 㡫）による） 

この小論文の評価は཮᪉とも 10 Ⅼ‶Ⅼで、「ㄞ解」（A）、

「ᵓᡂ」（B）、「実ド」（C）、「論ド」（D）、「表現」の項目

からᡂる。࢟ࢸストᥖ㍕の「学術的文章のࢡࢵ࢙ࢳリス

ト／ルーブリࢡࢵ」（以下、「ࢡࢵ࢙ࢳリスト」）にἢい、

「ㄞ解」（1Ⅼ‶Ⅼ）、「ᵓᡂ」（3 Ⅼ‶Ⅼ）、「実ド」・「論ド」

（6 Ⅼ‶Ⅼ）はຍⅬ᪉ᘧで、「表現」はῶⅬ᪉ᘧ（0～ῶ

Ⅼ 3 まで）でⅬ数を௜ける。パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング

を㔜どするため、論理的なᛮ考のᇶとなる、「実ド」や「論

ド」の㓄Ⅼは㧗いが、やはり、形ᘧも含めて「ᵓᡂ」は

㔜要な項目といえるだろう。後述するが、今回は、この

「ᵓᡂ」（B）の項目に╔目する。 

 ᪉࠸ᢅࡢࢢࣥ࢕ࢸ࢖࣭ࣛࣇࣛࢢࣛࣃࡢ࡛ࢺࢫ࢟ࢸ ���

ここで「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」の用語に╔目し

たい。この用語が「日本語表現」の࢟ࢸストで初出する

のは第 5 版（2013）で、現⾜のようになったのは第 6版

（2014）からである。 

「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」の語をヨみに CiNii 

5esearch（2025 年 2 月）で検索すると、「すべて」で 143

件。論文としては 1987 年に「୕㔜大学ⱥ語研究会編」の

雑誌にᥖ㍕されたものが最も᪩いようである。ణしそれ

はⱥ語・外国語教育におけるもので、日本語の書き᪉に

対ᛂするものは、2000 年以㝆、とりࢃけ 2005 年以㝆、

さらに㏆年ቑຍしているഴྥが❚える。また、表記⮬య

も「パラグラࣇライ࢕ࢸング」、「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸ

ング」と཮᪉あり、いずれも使用されている。また、こ

の語をジャパンࢼレࢵジ（2024）で検索したところ、㎡

書での立項はぢられない。その௚、『日本語学大㎡典』（ᮾ

京ᇽ出版・2018）や『日本語学研究事典』（᫂἞書㝔・2007）

も同様である。文章指導の書籍の中で「パラグラࣇ・ラ

イ࢕ࢸング」をᢅうものは多いが、「語」⮬యを定⩏、ㄝ

᫂をしているものはᑡない。Ώ㑔（2015）（1）では、「1 つ

の主㢟文と複数のᨭᣢ文でᵓᡂされたパラグラࣇをつな
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げていく書き᪉」と文中でのㄝ᫂がある。しかしながら、

多くの書で「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」のルールやそ

の要素のㄝ᫂はぢられるが、語の定⩏が᫂記されている

ものはᑡないようである。「日本語パラグラࣇ・ライ࢕ࢸ

ング」ともㄝ᫂されるように、ⱥ語ᅪでの表現ᢏἲを日

本語に᥼用、ᛂ用しているため、「語」としての解㔘が一

ඖ化されておらず、広⩏にも⊃⩏にもᤊえられることか

ら、一⯡的に定╔しきっている語とはいえず、定⩏࡙け

が㞴しいのであろうか。現⾜の࢟ࢸスト（第 16 版）でも

「語」のㄝ᫂はᥖ㍕されない。➹⪅は授業ではㄝ᫂して

いるが、1 つ 1 つの要素をព㆑したパラグラࣇを⤌み合

せることで、論理的な文章を書く文章ᢏ術、ᢏἲと理ࢃ

解すればよいのであろう。 

ここで、「日本語表現」࢟ࢸストにおける語とㄢ㢟のኚ

㑄を概観する。現⾜では、2 本目の小論文の授業時に、「パ

ラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」のㄝ᫂を⾜っている。現⾜ࢸ

࢟スト（第 16 版）ではẁ落とパラグラࣇ（以下、パラと

も）の㐪いに言及し、パラグラࣇをᵓᡂする要素として

「ձ中ᚰ文（トࢡࢵࣆ・センࢸンス）、ղᨭᣢ文（サ࣏ー

・ング࢕ルーデࢡンス）、ճ結び文（コンࢸング・セン࢕ࢸ

センࢸンス）」を挙げる。授業では、中ᚰ文と結び文は同

ෆᐜであるが、表現を言い᥮えることを伝えている。次

いで࢟ࢸストでは、「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」のຠ果

を提示し、その後、「日本語パラグラࣇ・ライ࢕ࢸングの

␃ពⅬ」に言及する。さらに「パラグラࣇの㐃結」とし

て、結び文や（ෑ㢌のパラグラࣇ以外の）中ᚰ文の๓に

は、「᥋⥆語」を入れてパラグラࣇ同ኈの関ಀを᫂確にす

ることを図で᫂示する。これらのことからも「パラグラ

ング」が、ⱥ語ᅪでは一⯡的な書き᪉の指࢕ࢸライ・ࣇ

導ἲであっても、文ἲの異なる日本語に当てはめている

ため、ཎ๎から外れることも多ࠎあることが理解されよう。

ストで、この語がᥖ㍕されるのは第࢟ࢸ 5 版（2013）

からであるが、小論文を 3本ᇳ➹することは、ࢸー࣐や

ᵓᡂに多ᑡの㐪いはあっても、この科目が開ㅮされた

2010 年度（第 2 版）から同じである。当初は、「パラグ

ラࣇ」ではなく「ẁ落」の語を用い、現⾜の第 3 と第 4

パラ（཯論と෌཯論）を 1つのẁ落として、また、現⾜

の第5パラは⊂立させず、඲యを4つのẁ落としていた。

いࡺࢃる、第 1 ẁ落で「事実の報࿌」を、第 2 ẁ落で㈶

ᡂ、཯対の立場（ពぢ）を述べ、第 3 ẁ落で「ពぢの理

⏤、またはពぢがṇしいこと」の論ᣐを、第 4 ẁ落で⮬

分とは異なるពぢを挙げ、それに対して཯論をຍえると

いう形である。ࢸー࣐も「஧項対立」によるもので、2010

年度のそれは、「㟁子㎡書より⣬の㎡書の᪉がよい」とい

うពぢに対する考えを述べるものである。4 つのẁ落で

はあるが、「సᡂ例」に第 4 ẁ落の末尾には「まとめ」が

必要なことが例示され、ᵓᡂは 4 つのẁ落であるが、そ

の᰾となる論理ᒎ開は現⾜に㏆いといえる。これが、第

3 版（2011）になると、第 5 ẁ落として、「まとめ」が௜

ຍされ、඲యは 5 つのẁ落となる。しかし、第 1 ẁ落で

「事実の報࿌」、第 2 ẁ落で「立場の表᫂」と現⾜の第 1

パラを 2 つのẁ落に分け、第 4 ẁ落で「᝿定される異論

とそれに対する཯論」として、現⾜の第 3 と第 4 パラを

1 つにまとめている。とはいえ、論のὶれは現⾜と同様

といえよう。第 3 版でも「ẁ落」の語で⤫一されている。 

以後、「パラグラࣇ」の語が用いられるのは第 5 版（2013）

からで、ᵓᡂはそれ以๓と同様であるが、「ẁ落」と「パ

ラグラࣇ」の語の㐪いについてㄝ᫂があり、パラグラࣇ

をᵓᡂする要素として「トࢡࢵࣆセンࢸンス（76）」、「サ

࣏ー࢕ࢸング࣏イント（6P）」、「サ࣏ー࢕ࢸングデ࢕ࢸ࢕

ール（6D）」、「コンࢡルーデ࢕ングセンࢸンス（C6）」を

提示する。そして、ㄢ㢟条件の 1 つに「パラグラࣇライ

⾜現）「ング࢕ࢸライࣇパラグラ」ングをព㆑し」と࢕ࢸ

は「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」と表記）の語も提示さ

れる。現⾜で「ᨭᣢ文」としてまとめているものを、「6P」、

「6D」と、よりヲ⣽に分類している。 

これが第 6 版（2014）になると、パラグラࣇの要素が、

現⾜のような「中ᚰ文」、「ᨭᣢ文」、「結び文」となり、

同様のㄝ᫂となる。ణし、ㄢ㢟のᵓᡂは㸴つのパラࡰ࡯

グラࣇで、これまで㸯つのẁ落で記してきた「᝿定され

る཯論と෌཯論」を現⾜と同様に⊂立させている。第 7

版（2015）になると、「第 1 ẁ落」ではなく、「第 1 パラ

グラࣇ」と、ẁ落をパラグラࣇの語で示すようになる。

そして、第 9 版（2017）から、඲యを 5 つ、第 1 パラで

「ၥ㢟提㉳」として立場の表᫂までを記す、現⾜のᵓᡂ

と同様になる。 

 以上のように、ᵓᡂは㋃くしながらも「パラグラࣇ・

ライ࢕ࢸング」の語がຍࢃったことで、それを、より㔜

どしたㄢ㢟であることが理解されよう。 

��ᥦฟㄢ㢟ࡢ᏶ᡂᗘࣥ࢖ࣛࢺ࢘࢔࡜

��� ㄢ㢟ࡢ᏶ᡂᗘ࡜ၥ㢟Ⅼ 

ここで、ㄢ㢟の評価からこの提出ㄢ㢟の᏶ᡂ度につい

て考えてみたい。2024 年度๓ᮇに、➹⪅は「日本語表現

㸯」の授業をᚰ理学部、⚟♴㈉⊩学部、文学部の 3 学部

中で㸵ࢡラス（190 ྡ）をᢸ当した。๓章から述べてき

たように、このㄢ㢟は、「ၥ㢟提㉳（立場の表᫂）」、「理

⏤」、「཯論」、「෌཯論」、「主ᙇの෌提示（඲యのまとめ）」

という、඲యのᵓᡂ（ὶれ）と論理性、ྛパラグラࣇに

おける要素（中ᚰ文、ᨭᣢ文、結び文）に㔜Ⅼを置くも

のである。また、「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」として特

に要素のព㆑を学生にᣢたせることが㔜要であろう。 

➹⪅は、2010 年度から「日本語表現」をᢸ当している

が、「パラグラࣇ・ライ࢕ࢸング」の語が࢟ࢸストにᥖ㍕

されるようになってからは、「型」でᇳ➹することを㔜ど

し、いࡺࢃる、形ᘧを㔜どしている。「型」の形ᘧはྛ⮬
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でᛂ用していくものではあるが、まずは「型」にἢって

記すことを⤒㦂して࡯しいためである。そのため第 2 章

で述べた、「ࢡࢵ࢙ࢳリスト」のෆ、「ᵓᡂ」（B）の 4 つ

のࢡࢵ࢙ࢳ項目㸻「Bձᗎ論／本論／結論に相当するパラ

グラࣇはあるか」、「Bղ㸯パラグラࣇ㸻㸯トࢡࢵࣆである

か」、「Bճ本論のパラグラࣇは「中ᚰЍᨭᣢЍ結び」であ

るか」、「Bմパラグラࣇ同ኈ・文同ኈの᥋⥆は㐺ษか」に

╔目し、その観Ⅼから、提出≀のၥ㢟Ⅼを㸴つ挙げる。 

ձྛパラグラࣇで、要素、特に結び文がḞ落する。

ղྛパラグラࣇの中ᚰ文と結び文が▩┪する（中ᚰ

文と結び文のෆᐜが異なる）。 

ճᨭᣢ文の結論と結び文のΰ同（ᨭᣢ文の調査結果

の分析とそのパラの結び文とをΰ同する）。 

մ中ᚰ文が主ᙇを཯ᫎできていないため、中ᚰ文に 

なり得ていない（中ᚰ文が事実的でそれによってఱ

がよいのか、よくないのかまでが記されていない）。

յ中ᚰ文とᨭᣢ文がかみ合ࢃない（ᨭᣢ文が中ᚰ文 

の⿬௜けになり得ていない）。 

ն᥋⥆語がなく、要素やパラグラࣇのつながりが୙

᫂░、または、同じ᥋⥆語の多用。 

ղやմは、ᵓᡂ以外のၥ㢟、いࡺࢃる、論理性や一㈏

性にも関ࢃるが、ここではᵓᡂのၥ㢟としてྲྀり上げる。

��� ㄢ㢟ࡢ࡜ࣥ࢖ࣛࢺ࢘࢔࡜┦㛵 

それでは、これをどのように解ᾘするか。ここで「ア

࢘トライン」に╔目したい。小論文ㄢ㢟は、1 つのసᡂ

に対して、ཎ๎、授業 3 回分を඘て、初回にブレーンス

トー࣑ング（‽備）、㸰回目でア࢘トラインとᇳ➹（下書

き）、3 回目にグループで下書きཎ稿の᥎ᩙを⾜う。さら

にྛ⮬で᥎ᩙ、Ύ書を⾜い、᏶ᡂ稿を提出する。この中

で「ア࢘トライン」については記入後、グループで相஫

にⅬ検、確認は⾜うが、評価は᏶ᡂ稿でỴまるため、学

生はそれ࡯ど㔜どしないഴྥにある。現⾜のア࢘トライ

ンは、ྛパラࡈとに中ᚰ文、⿬࡙けを中ᚰに書かせるも

のである。࢟ࢸスト（39 㡫）に、ㄢ㢟とはูのࢸー （࣐「価

᱁➇தに㈶ᡂか、཯対か」）のసᡂ例がᥖ㍕されている。

それには中ᚰ文は文章で、第 2 パラを例に挙げると、「ᾘ

㈝⪅はᏳ価をồめている」、⿬࡙けは、「ࠐࠐ社ᾘ㈝⪅ア

ンケート ၟ品選びで㔜どすることЍ1 位「価᱁」」と端

的に、要᪨を結果とともに記すようになっている。しか

し、学生らが記入したものをぢると、中ᚰ文がメモ的で

࢟ー࣡ードのみのものもぢられた。また、文章でも主語

がないものが多かった。さらにᨭᣢ文である⿬࡙けは、

「⮬分の例」、「文部科学┬の例」など、そのලయ的なෆ

ᐜや数್を書かないもの、ヲ⣽が୙᫂でそれからはෆᐜ

が予 できないものが多くぢられた。㏫に、調査結果の

数್のみを記入する場合もあった。結び文も中ᚰ文を⡆

₩に言い᥮えて記すよう指導はしたが、「結び文」とは用

⣬にメモはしていても、記入していない場合も多かった。

そのため、ア࢘トラインを㔜どし、ᇳ➹する時㛫をᚑ

来よりも多くྲྀり、次のような指示を出した。 

1、中ᚰ文は必ず、文章で記すこと。小論文のパラグラ

 。ෑ㢌に記す文章として考えて記すことࣇ

ー࣐をព㆑して、2ࢸ、2 本目であれば、中ᚰ文に、「㧗

➼学ᰯ（㧗ᰯ）」や「ไ᭹」、3 本目であれば、「中学生」

「ス࣐࣍」の語を࢟ー࣡ードとはูに入れるようにᕤኵ

すること。特に、2 本目の第 2 パラは、なるべく「ไ᭹

は」を主語とすること。 

3、⿬࡙け㸻ᨭᣢ文と記入した上で、調査結果や⮬分の

事例をලయ的に記し、その分析（まとめ）まで記すこと。 

4、ᨭᣢ文の後に、結び文のḍをຍえ、結び文を文章で

記すこと。そのときに中ᚰ文と表現が同じになっていな

いか、確認すること。 

5、本論の結び文の๓や第 3～第 4 パラのෑ㢌に᥋⥆語

を入れること。 

以上の 5 Ⅼを中ᚰに、ᚑ来のア࢘トライン表に結び文

や᥋⥆語を記すḍを設け、඲て記すように指示した。ま

た、⿬࡙けがᨭᣢ文に該当することを強調し、ྛパラの

要素、඲యの型をព㆑するようにಁした。そして、上記

5 Ⅼのෆᐜを中ᚰにグループで相஫に確認させた。ア࢘

トラインは、ྛ⮬が⮬分の文章のᵓᡂを考察するための

もので、⮬分のみがࢃかればよいのではあるが、௚⪅が

ぢても理解できるような書き᪉をồめたのである。 

その結果、すでにその時Ⅼで中ᚰ文と⿬࡙けとの関ಀ

が୙᫂░、第 2 パラと第 4パラが同じෆᐜなどの指᦬が

なされ、その対ᛂ⟇も議論されていた。 

さらに、第 3 回目のグループでの᥎ᩙの際は、ᚑ来、

最初のస業としてཎ稿の中ᚰ文（ഐ⥺）と結び文（Ἴ⥺）

に⥺をᘬかせ、中ᚰ文を⥆けた時にព࿡が通じるか、論

理が通っているか、さらに結び文が抜けていないかを確

認させていた。そのస業の際にア࢘トラインもຍえ、文

章でࢃかり࡙らい⟠所をア࢘トラインにᡠって確認する

ようಁした。さらに、᥋⥆語の᭷無は、ア࢘トラインで

も෌度確認させ、୙༑分な⟠所を指᦬させた。その結果、

᥋⥆語が඲くない≧態は、ࡰ࡯回㑊された。また、本論

のෑ㢌を機Ე的に中ᚰ文とぢ೴していたが、ෆᐜを確認

して๓後のつながりを考えるようになり、ᇳ➹⪅にその

ព図を確かめる様子も❚え、Ẽ࡙きもቑえたようである。

それにより、要素に対するព㆑が㧗まり、結果、ၥ㢟

Ⅼのձ、ղ、ճ、մ、նによるῶⅬはᨵၿした。いࡺࢃ

る、要素のḞ落や᥋⥆語の᭷無というような、「形ᘧ」面

のᨵၿが認められた。その結果、2 本目と 3 本目の小論

文で᥇Ⅼᇶ‽の「ᵓᡂ」（3 Ⅼ‶Ⅼ）の項目を比㍑すると

ᖹ均್が 0.34 Ⅼ上᪼し、඲యの⥲合Ⅼでもᖹ均で 1.94

Ⅼ上᪼した。これは、「ᵓᡂ」のみでなく、論理性や一㈏

性をもព㆑するようになり、結果、「論ド」や「実ド」の
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Ⅼ数も上᪼したのであろう。ణし、յはᨵၿഴྥではあ

るが、௚と比べると᫂確なᨵၿには⮳っていない。事実

とពぢの༊ู、解㔘に関ࢃるⅬは㞴しいといえよう。 

 ព㆑ኚ໬ࡢࡕࡓ⏕Ꮫࡿࡍᑐ࡟ࣥ࢖ࣛࢺ࢘࢔ ���

ここで、ア࢘トラインに対する学生たࡕのព㆑につい

て考察したい。授業⤊஢時にᢸ当のࢡラスのෆ、㸴ࢡラ

ス（᭷ຠ回⟅ 153 ྡ）に、ア࢘トラインに対してどのく

らいὀ力したのかをၥうアンケート（ὀ2）を実᪋した。ア

ンケートは「ၥ㸯」として 2、3 本目のྛ小論文ᇳ➹に際

し、ア࢘トラインをどのくらいᇳ➹したかを、 

1、中ᚰ文のみ記入 2、中ᚰ文とᨭᣢ文（⿬࡙け）

を記入 3、中ᚰ文、ᨭᣢ文（⿬࡙け）、結び文まで

記入 4、中ᚰ文と結び文のみ記入 5、࡯とんど記

入しなかった  

の㸳ẁ㝵で、「ၥ 2」として本文ᇳ➹時にどのくらいཧ考

にしたかを、 

1、大いに㔜どした 2、㔜どした 3、あまりཧ考

にしなかった 4、࡯とんどཧ考にしなかった  

の 4 ẁ㝵で回⟅をồめた。さらに、「ၥ 3」として「本文

をᇳ➹するときにẼをつけたこと、ア࢘トラインがどの

ようにᙺ立ࡕ、もしくはᙺ立たなかったか」を記述ᘧで

ၥうた。それにຍえて 3 本目で、2 本目と比べてア࢘ト

ラインの記入᪉ἲをᕤኵした場合はそれをලయ的に、そ

れにより本文のᇳ➹にኚ化があれば、その≧ἣを記すよ

うに指示した。 

その結果（2 本目をඛに、3 本目を括ᘼ書きで記す）、

ၥ㸯では、㸯（中ᚰ文のみ）が 4.6（3.3）㸣、2（中ᚰ

文とᨭᣢ文）が 26.8（23.5）㸣、3（中ᚰ文、ᨭᣢ文、

結び文まで඲て）が 63.4（70.7）㸣、4（中ᚰ文と結び

文）が 4.6（1.9）㸣、5（࡯とんど記入しない）が 0.6

（0.6）㸣となった。ၥ㸰では、㸯（大いに㔜ど）が 36.6

（37.3）㸣、2（㔜ど）が 56.9（48.4）㸣、3（あまりཧ

考にしない）が 5.2（11.7）㸣、4（࡯とんどཧ考にしな

い）が 1.3（2.6）㸣となった。 

以上のように、どのくらい記入したかのၥ 1 では、「3」

（中ᚰ文、ᨭᣢ文、結び文まで඲て）の割合が 2 本目よ

りも 3 本目の᪉が㧗くなる。また、どのくらいཧ考にし

たかをၥう、ၥ 2 でも「1」（大いに㔜ど）の割合は 3本

目の᪉がⱝᖸ㧗くなっている。このၥ 2 の「1」（大いに

㔜ど）と「2」（㔜ど）を合ࢃせると、2 本目では 93.5㸣

と㠀常に㧗い数್となる。3 本目はそれが 85.7㸣と 7.8

࣏イント下がるが、「1」（大いに㔜ど）の割合はࢃずかに

上᪼し、以๓、㧗い数್といえよう。 

ၥ 3 の記述では、文㢌の᥋⥆語やᇳ➹を᝿定した中ᚰ

文の記㍕により、「書き出し」がしやすかったこと、中ᚰ

文、ᨭᣢ文、結び文を㡰に書くことで、ㄢ㢟通りのパラ

が᏶ᡂしたこと、ᨭᣢ文か結び文かを༊ูできたことな

どᇳ➹のしやすさや要素をព㆑した言及がぢられた。3

本目では、඲ての記入により඲యがಠ▔でき一㈏性のಟ

ṇにᙺ立ったことや 2 本目よりもᨭᣢ文の調査結果をヲ

⣽に記したことで中ᚰ文とのずれにẼ࡙いたことなど、

論理や一㈏性に関する言及や活用に対する言及がぢられ

た。㏫に、ෆᐜをኚえた場合、中ᚰ文のみを書くことで

対ᛂした、中ᚰ文と結び文のみを記し、⿬࡙けはス࣐࣍

にಖᏑしてే用したなど、⮬分なりのᕤኵを㔜ࡡている

様子が❚える記述もあった。これが 3 本目のၥ㸰の「3」、

「4」のパーセンࢸージが上᪼したཎᅉであろう。 

以上のように、ᇳ➹の際に、ア࢘トラインがあること

により書きやすく、要素の確認になるという実感もあり

ア࢘トラインసᡂ࡬のពḧにつながったことが❚える。 

 㔜せᛶࡢࣥ࢖ࣛࢺ࢘࢔��

以上のことから、「型」に関しては、ア࢘トラインのస

ᡂにあたり、一度は、中ᚰ文、ᨭᣢ文、結び文のෆᐜ、

᥋⥆語まで、඲てを記入し、඲యを概観しておくことが

᭷ຠだと考えられる。「結び文」に関しては、このㄢ㢟を

㞳れれば、必ず入れることがồめられるࢃけではなく、

次のパラグラ࡬ࣇのつながりがࢃかればよい場合もあろ

う。ణし、今回のㄢ㢟のように、特に㸰本目のㄢ㢟に関

しては、ྛパラグラࣇの要素を確実に入れ、要素のព㆑

をᣢたせることは、ア࢘トラインసᡂがຠ果的と考えら

れる。しかし、ア࢘トラインసᡂには時㛫を要する。3

本目など、2 本目よりも、調査結果を㔜どし、論理性や

一㈏性がồめられるものについては、ᚎࠎに⡆␎化して

ྛ⮬でᕤኵしていくべきであろう。また、下書きからΎ

書にྥけてのẁ㝵で、立場をኚえ、ෆᐜを඲てኚ᭦する

場合もある。ణし、その場合でも、ア࢘トラインがᙺ立

ったとのពぢも多く、その場合は論理を⤌み立て、๓の

ものとぢ比べながらᇳ➹したようである。 

以上のことから、時㛫は要するが、一度は本文のᇳ➹

を᝿定した表現で、ア࢘トラインを記す⤒㦂をྲྀり入れ、

「型」で書くព㆑をᣢたせることを᥎ዡしたい。 

注 

1 愛知淑徳大学初年次教育部門編(2024)『日本語表現 1 

第 16 版』（愛知淑徳大学）p.6 による。以㝆、࢟ࢸス

トは「版」で示す。࢟ࢸスト第 2 版～第 13 版は『日本

語表現 71』。第 14 版からྡ⛠ኚ᭦。 

2 アンケートに関しては結果をබ表（研究発表・論文➼）

する機会をもつことのᢎㅙをとった上で、実᪋した。 

参考文献 

(1)  Ώ㑔῟子（2015）『大学生のための論文・レ࣏ート

の論理的な書き᪉』研究社�p.53. 
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 ࡟ࡵࡌࡣ��

愛知淑徳大学初年次教育部門（2025 年度より学ಟ・教

育ᨭ᥼センター）は文章సᡂᨭ᥼をおこなう᪋設「ライ

を㐠Ⴀしており、そこ「(WSD)ࢡングサ࣏ートデス࢕ࢸ

では学生ライ࢕ࢸングᨭ᥼⪅（ࣗࢳーター）が大きなᙺ

割をᢸっている。WSD が教育機関の一᪋設である以上、

฼用⪅だけではなく、ࣗࢳーターがそこでどのような学

びを得ているかが᫂確化されなければならない。

日本の大学におけるライ࢕ࢸングᨭ᥼᪋設では大学㝔

生がᨭ᥼⪅をົめるのが一⯡的であるなか、本学 WSD
は学部生を活用しているというⅬで特徴的である（外ᒣ・

ቑᆅ 2019, 2020）。能力の面などでᅔ㞴も多い学部生を

ຠ果的に活用できるよう、WSD では研ಟプログラムを

ᕤኵしてきた。では、この研ಟプログラムを含ࡴ WSD
という最㛗 3 年㛫の⤒㦂のなかで、ࣗࢳーターはどのよ

うにᡂ㛗していくのだろうか。

ᡂ㛗を把握するには、ᯟ⤌みが必要である。このᯟ⤌

みを得るために、本研究はベࢵࢿセ i-࢟ャリアの提౪す

るアセスメントࢸスト「GPS-Academic」を฼用する。

GPS-Academic はỗ用的なㄢ㢟解Ỵ力を、「ᛮ考力」「ጼ

ໃ・態度」「⤒㦂」の 3 観Ⅼから 定・評価するࢸストで

ある。このࢸストを฼用することで、WSD（大学）での

学びを、社会との᥋⥆をぢᤣえた広いど野でᤊえること

ができる。また、当事⪅（研究実᪋⪅、ࣗࢳーター）の

ᮇᚅやព図の௓入を最小㝈にして、WSD でのᡂ㛗をᐈ

観的に把握できると考えられる。

本研究は、GPS-Academic を活用して学部生ࣗࢳータ

ーのᡂ㛗プロセスを把握するための㛗ᮇプロジ࢙ࢡトで

ある。本稿では、2024 年度に実᪋した初年度調査の結果

を報࿌・分析し、今後の᪉ྥ性を整理する。

ᴫせࡢࢡࢫࢹࢺ࣮࣏ࢧࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ��

調査のㄝ᫂に入る๓に、本学 WSD についてඹ᭷して

おく。

㏆年のライ࢕ࢸングᨭ᥼᪋設は、対話を通して⮬立し

た書きᡭを育てることをコンセプトとしており（Ọ஭࡯

か 2016）、そのⅬは本学 WSD も同様である。ῧ๐や一

᪉的な指導はおこなࢃない。質ၥを㔜ࡡ、書きᡭのពᛮ

を確認しつつ、⮬らၥ㢟ⅬにẼ࡙きᨵၿにたどりつける

ようサ࣏ートする、いࢃばక㉮⪅としてのᙺ割を WSD
ライ࢕ࢸングᨭ᥼⪅はᢸうのである。WSD は、ㄢ㢟レ࣏

ートや༞業論文、ᑵ⫋活ືの⮬己 PR 文など、๰స≀以

外の日本語文章సᡂに関する相ㄯ❆ཱྀである。ಶู相ㄯ

の時㛫は 30 分である。

ーターは、㐌ࣗࢳ 1～2.5 コ࣐のシࣇト໅ົのなかで、

WSD アドバイࢨー（教ဨなど）の指導の下、研ಟをཷけ

る。研ಟは、A～H まで 8 ー࣐の研ಟカードを、㡰をࢸ

㏣って使い㐍めていく௙⤌みである。A「業ົᇶ本事項」

から始まり、D「ཷ௜対ᛂ」や E「セࢵション⿵助」とい

ったẁ㝵を㋃み、F「N1・N2 教ᮦ研究」、G「セࢵショ

ンのᇶ本」を⤒て H「ス࢟ルアࢵプ」࡬と⥆く。文章指

導に関する研ಟについて、F では初年次開ㅮ科目「日本

語表現㸯(N1)」「同㸰(N2)」の研ಟ用素ᮦ文章のデ᩿とಟ

ṇ᱌の検ウをおこなう。G には 4 ẁ㝵があり、G-1 では

௚⪅のセࢵションの記録を確認し、G-2 では実際のセࢵ

ションをぢ学する。G-3 はᶍᨃセࢵションである。そし

て、G-4 のセࢵションᑂ査に 2 度合᱁してはじめて、ಶ

ู相ㄯ対ᛂが可能となる（ただし、初年次開ㅮ科目「日

本語表現㸯」「同㸰」の相ㄯに㝈定）。

ーターの業ົは相ㄯ関ಀ以外にも、新入生を対象ࣗࢳ

とした᪋設⤂௓のプレࢮンࢸーションや、ࣗࢳーター同

ኈがࢳームになってプロジ࢙ࢡト（広報≀のసᡂ、スタ

ເ集に関するㄝ᫂のసᡂなど）を㐍めるグループ業ࣇࢵ

ົもおこなう。

このように WSD では、ライ࢕ࢸングᨭ᥼を中ᚰとし

つつも、その௚でもࣗࢳーターが✚ᴟ的に活㌍できる場

面を用ពし、幅広いᡂ㛗機会を୚えるという᪉㔪をとっ

ている（ὀ1）。

��ඛ⾜◊✲ 

ライ࢕ࢸングᨭ᥼᪋設の学部生ᨭ᥼⪅のᡂ㛗について

は、本学、௚大学から、すでにᡭがかりとなる報࿌が挙

がっている。

ቑᆅ(2020)（本学）およびቑᆅ(2024)（௚大学）で、ラ

イ࢕ࢸングᨭ᥼᪋設が学部生スタࣇࢵのᡂ㛗の場である

ことが現場の教⫋ဨの実感として述べられている。同様

ỗ用的なㄢ㢟解Ỵ力を 定するアセスメントࢸストを活用した、
学部生ライ࢕ࢸングᨭ᥼⪅のᡂ㛗をᐈ観的に把握するための研究

㸫初年度調査を⤊えての報࿌と今後の᪉ྥ性㸫

ஂಖ田一඘、中ᮧభ⾰、⸨஭⳹子

.8B27A .a]umitsu� NA.A085A Yui� )8JII Hanako
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に外ᒣ・ቑᆅ(2019)でも、ど察した 4 大学すべてでスタ

トとして挙がったࢵ㌟のᡂ㛗が学部生活用のメリ⮬ࣇࢵ

ことが報࿌されている。ලయ的には「文章の書き᪉࡬の

理解が῝められる」「多様な考え᪉にゐれることができる」

「相ᡭのニーࢬをᘬき出し、提᱌する力がつく」「大学や

後㍮のᨭ᥼にཧຍできる႐びややりがいがある」「相ᡭか

ら感ㅰされるとᎰしいし、⮬ಙにつながる」といったコ

メントが⤂௓され、これらをࡩまえて、᪋設での⫋ົが

「社会ேᇶ♏力のྥ上」や「⮬己⫯定感を㧗められる」

というᡂ㛗につながるとまとめられている。

学生スタࣇࢵの⮬己認㆑を調査した研究（బΏᓥ・ኴ

田(2014)、中➉(2017)）もある。బΏᓥ・ኴ田(2014)は、

リࣇレࢡションシートの調査やインタࣗࣅー調査などに

より、大学㝔生ライ࢕ࢸングᨭ᥼⪅の学びやᡂ㛗を研究

している。調査の結果、書きᡭにἢい、⮬立をಁす対話

をし、一⥴に考えるጼໃという、᪋設理ᛕにἢった指導

力だけでなく、的確な質ၥ・デ᩿をする、ඃඛ㡰位をつ

ける、書きᡭや文章にᛂじて⮫機ᛂኚに対ᛂするなど、

より一⯡的な指導力を得たとᨭ᥼⪅らが実感しているこ

とが᫂らかになった。さらには、指導感のኚᐜや、௚⪅

との関ಀの認㆑ኚᐜにもᨭ᥼⪅は言及しており、ேとし

てのᡂ㛗がうかがえるとのことである。また、中➉(2017)
は、大学㝔生ライ࢕ࢸングᨭ᥼⪅に実᪋したインタࣗࣅ

ーの 2 ྡ分の結果をヲ⣽に報࿌している。2 年㛫のᨭ᥼

⤒㦂のなかでの 2 ྡにඹ通するᡂ㛗として、᪋設理ᛕの

実㊶にあまりに強くྥいていたព㆑が、実際の書きᡭや

コ࣑ࣗニケーションにྥくようになったⅬ、書きᡭの要

ᮃに᏶⎍にᛂえなければならないというព㆑から、書き

ᡭと一⥴になってၥ㢟を解Ỵすればよいというព㆑にኚ

化したⅬ、書きᡭの⢭⚄面のサ࣏ートをព㆑するように

なったⅬを挙げている。

以上、ライ࢕ࢸングᨭ᥼᪋設における学生スタࣇࢵの

ᡂ㛗については、学部生／大学㝔生を対象に、リࣇレࢡ

ションの記録／インタࣗࣅーの発言などをᡭがかりにし

て、観察⪅（教⫋ဨ）／学生本ேの認㆑が調査されてい

る（ὀ 2）。そのなかで、本研究プロジ࢙ࢡトは、学部生を

対象に、外部ࢸスト(GPS-Academic)の結果を主要なᡭ

がかりとして（インタࣗࣅーなどによる認㆑調査も⤌み

合ࢃせる）、ỗ用的なㄢ㢟解Ỵ力を通時的に調査し、それ

により WSD における学生スタࣇࢵのᡂ㛗プロセスをᐈ

観的にᤊえることを目的とする。

��ㄪᰝࡢᴫせ

本⠇では、本研究プロジ࢙ࢡトが฼用する GPS-
Academic(GPS-A)の概要について確認したのࡕ、調査計

画をㄝ᫂する。

��� GPS-Academic  ᴫせࡢ

GPS-A では、ỗ用的なㄢ㢟解Ỵ力が、表 1 の観Ⅼ・ 

定項目によって数್化され、5 ẁ㝵で評価（S・A・B・

C・D）される。ࢸストは࢜ンライン形ᘧで実᪋され、2023
年度では඲国 27 ୓ேがཷ検している。設ၥは選択ᘧで、

入学生／ᅾ学生アンケートがある࡯か、ᅋయ⊂⮬設ၥや、

記述ᘧ設ၥ（「ᛮ考力」のみ 定）の㏣ຍも可能である。

⾲ 1 GPS-Academic ┠ᐃ㡯 ࡢ

観Ⅼ 中項目 小項目

ᛮ考力 ᢈุ的ᛮ考力 情報をᢳ出しྫྷ࿡する、（記述ᘧ）論理的

に⤌み立てて表現する

༠ാ的ᛮ考力 ௚⪅とのඹ通Ⅼ・㐪いを理解する、（記述

ᘧ）社会にཧ画しேと関ࢃりあう

๰㐀的ᛮ考力 情報を関㐃࡙ける・類᥎する、（記述ᘧ）

ၥ㢟をぢ出し解Ỵ⟇を生み出す

ጼໃ

態度

レジリエンス 感情のไᚚ、立ࡕ┤りの᪩さ、≧ἣにᛂ

じ෭㟼に対ᛂする力

リーࢲーシࢵプ ⮬らඛ㢌に立って㐍める力、ᮍ知のもの

にᣮᡓする力、⢓り強くやり抜く力

コラ࣎レーション 相ᡭの立場に立とうとするጼໃ、௚⪅と

関ࢃろうとする✚ᴟ性

⤒㦂 ⮬己⟶理 ᣮᡓする、⥆ける、ストレスに対ฎする

対ே関ಀ 多様性をཷᐜする、関ಀ性を⠏く、議論

する

計画・実⾜ ㄢ㢟を設定する、解Ỵ⟇を立᱌する、実

⾜・検ドする

3 観Ⅼの 定に関するヲ⣽について、まず「ᛮ考力」

では、(i)「ᢈุ的ᛮ考力：必要な情報をྲྀり出し、いろ

いろな観Ⅼから考え、⮬分の考えを➽㐨を立ててㄝ᫂す

るためのᛮ考力」、(ii)「༠ാ的ᛮ考力：௚⪅とのඹ通Ⅼ・

㐪いを理解し、合ពを得たり、Ẽ࡙きを得たりしてேと

関ࢃりあうためのᛮ考力」、(iii)「๰㐀的ᛮ考力：情報を

つないだり、ูの場面にᛂ用したりすることで、ၥ㢟を

ぢつけ新たな解Ỵ⟇を生み出すᛮ考力」が 定される。

選択ᘧ・記述ᘧともに、社会とのつながりを㔜どした素

ᮦがྲྀり上げられる。選択ᘧの設ၥは、文章（ㄞࡴ）、㡢

ኌ（聞く）、ື画（ぢる）で提示され、会話の中の論理的

▩┪を発ぢするなど、日常生活でのインプࢵトに対ᛂし

たၥ㢟が出㢟される。記述ᘧでは、解が 1 つではない社

会ၥ㢟について、⮬㌟の考えを論理的にㄝ᫂し、異なる

ពぢをࡩまえつつ、解Ỵ⟇を導き出すア࢘トプࢵトの力

が㔜どされる。 

次に、「ጼໃ・態度」（ὀ3）と「⤒㦂」（ὀ4）では、学生の

⮬己の分析・認㆑を᫂らかにするためのၥいが設けられ

ている。「ᛮ考力」や௚の設ၥの結果と⤌み合ࢃせること

でཷ検後の指導に活用することが、ベࢵࢿセ i-࢟ャリア

ഃでは᝿定されている（ὀ5）。
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��� ㄪᰝィ⏬ 

本研究プロジ࢙ࢡトの調査計画についてㄝ᫂する。ࢸ

ストは、2024 年度から 2025 年度までの㛫に、ྛ年度 2
回に分け、᫓に学部 2～3 年生を、෤に学部 4 年生を対

象に実᪋する。このスケジࣗールでࢸストを実᪋するこ

とにより、WSD ໅ົ（ࡰ࡯）ᮍ⤒㦂の学生（2 年次᫓ཷ

検時）が、1 年㛫の໅ົを⤒てどうኚ化し（3 年次᫓ཷ検

時）、その後、3 年㛫の໅ົを‶஢した時Ⅼで（4 年次෤

ཷ検時）どのようにኚ化しているのかという、ᡂ㛗のẁ

㝵をᤊえることができる。

本研究が᥇用したࢸストのᵓᡂは「選択ᘧ㸩記述ᘧ㸩

ᅾ学生アンケート㸩WSD ⊂⮬設ၥ（選択ᘧ 15 ၥ、記述

ᘧ 3 ၥ）」である。2024 年度は、᫓のࢸストを 4 月 19 日

～5 月 9 日（໅ົ 2～4 㐌目）に、෤のࢸストを 1 月 28
日～2 月 18 日（᫓ఇみ）に実᪋した。ཷ検⪅は、2 年生

6 ே、3 年生 6 ே、4 年生 12 ே（計 24 ே）であった。

��ㄪᰝ⤖ᯝ࡜௒ᚋࡢㄢ㢟

2024 年度は᫓と෤に GPS-A を実᪋したが、本稿では

෤の結果（4 年生 12 ྡの結果）についてのみ報࿌する。

「ᡂ㛗」をᤊえるには最低㝈 2 時Ⅼの比㍑が必要である

が、本研究は初年度の調査を⤊えたばかりのẁ㝵であり、

この条件を‶たしていない。だがそれでも、4 年生の結

果からであれば、得られるものはあるだろう。4 年生 12
ྡは、WSD での研ಟプログラムを一通り⤊え、ಶู相ㄯ

対ᛂ⪅となるためのᑂ査に合᱁し、数ࠎの相ㄯ対ᛂを⤒

㦂して（最多 58 件、最ᑡ 26 件、ᖹ均 42.6 件）、3 年㛫

の໅ົを‶஢したࣗࢳーターである。よって、4 年生 12
ྡのࢸスト結果は、WSD ໅ົにおける฿㐩Ⅼを示၀す

るというព࿡で、㔜要な 1 時Ⅼのケースだといえる。

4 年生の結果を確認するにあたって、GPS-A の評価項

目と、WSD でのಶู相ㄯ（およびそれを᝿定した研ಟ）

との関㐃を整理しておく。WSD は、30 分のಶู相ㄯの

なかで、文章をㄞみ解き、質ၥを㔜ࡡて書きᡭのពᛮを

確認しつつ、書きᡭ⮬らၥ㢟ⅬにẼ࡙きᨵၿにたどりつ

けるようサ࣏ートする場所である。「ᡂ㛗」という観Ⅼで

要⣙すると、「ᛮ考力と対話力がఙばせる場所」である。

GPS-A の用語でリࣇレーࢬすると、WSD は、対話をと

おした「対ே関ಀ」⤒㦂（多様性をཷᐜする、関ಀ性を

⠏く、議論する）を✚み、30 分㛫のセࢵションを「計画・

実⾜」する⤒㦂（ㄢ㢟を設定する、解Ỵ⟇を立᱌する、

実⾜・検ドする）を⤒て、「コラ࣎レーション」のጼໃ・

態度（相ᡭの立場に立とうとする、௚⪅と関ࢃろうとす

る）や、「ᢈุ的ᛮ考力」「༠ാ的ᛮ考力」「๰㐀的ᛮ考力」

を㌟につけられる場所だ、といえるだろう。これらの 

定項目を、௬に「WSD ㄢ㢟解Ỵ力」と呼ࡪことにしよう。

WSD ㄢ㢟解Ỵ力に関する、3 年‶஢ 4 年生のࢸスト

結果について、S～D の 5 ẁ㝵評価のうࡕ、S・A のཷ検

⪅の割合、C・D のཷ検⪅の割合を表 2 に示す。「ᛮ考力」

については A の฿㐩が༞業までの目ᶆであると GPS-A
では定められている。本研究では、「ጼໃ・態度」「⤒㦂」

の項目も同様に A を㧗評価のラインとする。

⾲ 2 WSD ㄢ㢟ゎỴຊ࡟㛵ࡿࡍ S࣭A ホ౯ࠊC࣭D ホ౯

๭ྜ㸦3ࡢ ᖺ‶஢ 4 ᖺ⏕ 12 ྡ㸧

 定項目 S・A 評価 C・D 評価

ᛮ考

力

ᢈุ的ᛮ考力 66.7% 25.0% 
༠ാ的ᛮ考力 50.0% 25.0% 
๰㐀的ᛮ考力 58.3% 33.3% 

コラ

࣎

相ᡭの立場に立とうとする 50.0% 33.3% 
௚⪅と関ࢃろうとする 33.3% 41.7% 

対ே

関ಀ

多様性をཷᐜする 66.7% 0.0% 
関ಀ性を⠏く 58.3% 8.3% 
議論する 75.0% 8.3% 

計画

実⾜

ㄢ㢟を設定する 83.3% 0.0% 
解Ỵ⟇を立᱌する 58.3% 0.0% 
実⾜・検ドする 33.3% 8.3% 

表 2 の結果から、11 項目中の 7 項目（6 割）で、S・A
฿㐩⪅が㐣༙数である（⥙᥃け部分）ことが分かり、お

おࡡࡴ良ዲな結果といえる。だが、S・A が 7 割以上（大

多数）かというᇶ‽までᘬき上げると、該当項目は 11 項

目中の 2 項目（2 割ᙅ）のみとなる。さらに、相ㄯ対ᛂ

の㔜要な一ഃ面である対ே面「༠ാ的ᛮ考力」「コラ （࣎レ

ーション）」に関して、S・A の割合は༙数以下である。

また、「ᛮ考力」「コラ࣎」では C・D の学生も一定数い

る。以上の結果から、㛗ᮇ໅ົ⪅の能力は一様ではなく、

単⣧に「WSD のࣗࢳーターはᛮ考力・対話力が㧗い」と

一⯡化することはできないということが示၀される。 

3 年‶஢ 4 年生のࢸスト結果を、どう理解するのがよ

いだろうか。表 2 の結果をಶࠎのࣗࢳーターࡈとにぢて

いくと、4 年生の WSD ㄢ㢟解Ỵ力には、表 3 のような

いくつかの類型を認めることができる（「⤒㦂」の結果を

含めると複雑になるため、これを除外して分類している）。

表 2, 3 の結果は、㛗ᮇ໅ົ⪅を「ᛮ考力・対話力が㧗い」

と単⣧な一⯡化によってᤊえるのではなく、ᛮ考力・対

話力に関して、複数パターンの͆ಶ性 （͇類型）の集まり

としてᤊえるべきという、分析の可能性を示၀している。

⾲ 3 3 ᖺ‶஢ 4 ᖺ⏕ࡢ WSD ㄢ㢟ゎỴຊࡢ㢮ᆺ

類型 特徴

ձ 「ᛮ考力」「コラ࣎レーション」の୧᪉で S・A 評価

ղ 「ᛮ考力」で S・A 評価

ճ 「コラ࣎レーション」で S・A 評価

մ 「ᛮ考力」のうࡕ、「๰㐀的ᛮ考力」で S・A 評価
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4 年生ࣗࢳーターの͆ಶ性͇は、実際の相ㄯ対ᛂでど

う発᥹されていたのだろうか。能力的には୙㊊してぢえ

る部分は、ఱによってどう⿵ࢃれていたのだろうか。2 年

次に᥇用されてから、3 年次、4 年次と໅ົを⥅⥆する

なかで、どのようにኚ化してここに⮳ったのだろうか。

㛗ᮇ໅ົ⪅の能力が一様ではない可能性が示された今、

様ࠎなᡂ㛗のパターンがありうることをᛕ㢌において、

今後の調査を㐍めていく必要がある。

また、当↛のことながら、GPS-A の結果がそのまま

WSD での໅ົのᡂ果というࢃけではないため、GPS-A
は「どのような学生スタࣇࢵが WSD にいるか」を知る

ᡭがかりにはなるが、「WSD でのᡂ㛗」をᢳ出するため

には㏣ຍの調査が必要である。

࡟ࡾࢃ࠾��

以上をࡩまえて、今後の研究の᪉ྥ性を述べる。

2024 年度・2025 年度の 2 年分の GPS-A の結果にも

と࡙き、ಶࠎの WSD ーターの通時的なኚ化をᐈ観ࣗࢳ

的に確認する。ࢸスト結果が 2 年分㏉༷されたのࡕ、そ

の結果と WSD での໅ົとの関ಀについて、ཷ検⪅࡬の

アンケートやインタࣗࣅーなどのᡭẁで᫂確化する。

GPS-A の結果というᐈ観的なᮦᩱをᇶ㍈とした認㆑調

査を実᪋することにより、「そうだとᛮいたい」ᮇᚅを最

小化し、また、「Ẽ࡙いていない」実態に㏕ることができ

ると考えられる。第 5 ⠇では分析の౽ᐅ上、GPS-A のㄢ

㢟解Ỵ力のうࡕ、一部に㝈定して WSD ㄢ㢟解Ỵ力と定

めたが、それ以外の能力が WSD に関ಀすることに研究

実᪋⪅らが「Ẽ࡙いていない」ことにẼ࡙くという可能

性もあるだろう。上記の調査を、͆ ಶ性 の͇類型をᛕ㢌に

置きながら㐍めていきたい。

また、GPS-A を今後の㐠Ⴀにᙺ立てることももࡕろん

可能である。㐠Ⴀഃはどのような学生を WSD にཷけ入

れ（新つ᥇用し）、どのような学生をಶู相ㄯ対ᛂ⪅とし

て認定しているのかをᐈ観的に理解するために GPS-A
が活用できるはずである。また、現⾜の研ಟプログラム

は 2019 年度にスタートし（外ᒣ・ቑᆅ 2020）、調整を

㔜ࡡ、定╔したものであるが、GPS-A を研ಟのᨵၿに活

かす（ࣗࢳーター࡬の指導や⮬己分析のಁ㐍、ᑂ査ᇶ‽

のᨵゞなどに活かす）ための研究も今後のど野にある。

注 

1 WSD に関するよりヲ⣽な情報は、本誌所཰の「活ື報

࿌」をཧ↷されたい。また、現⾜の研ಟプログラムに

⮳る背景については、外ᒣ・ቑᆅ(2020)をཧ↷のこと。

2 その௚、学⩦／学ಟᨭ᥼にᦠࢃる学生のᡂ㛗に関する

研究一⯡を調査すると、㕥ᮌ(2017)や多田(2024)など

がぢつかり、ライ࢕ࢸングᨭ᥼（のみ）ではないが、

ཧ考になる部分が多くある。

3 「ጼໃ・態度」では学生による⮬己ീの評価を⾜なう。

ಶࠎの性᱁の௚、ཷ検時のᚰ情や┤๓の༳象῝い⤒㦂

が結果に཯ᫎされる。

4 「⤒㦂」ではㄢ㢟解Ỵに関ࢃる⮬㌟の⤒㦂್を学生に

評価させる。同一のయ㦂をした場合も、主య的に関ࢃ

ったㄢ㢟解Ỵの⤒㦂として学生が認㆑し、評価するか

ྰかで結果がኚࢃる。

5 本小⠇の情報およびよりヲ⣽な情報については、ベࢿ

セࢵ  i-࢟ャリア「学ಟᡂ果の可ど化ࢶール GPS-
Academic のࡈ᱌ෆ」をཧ↷されたい。
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 ࡟ࡵࡌࡣ��

 本学⚟♴㈉⊩学部⚟♴㈉⊩学科子ども⚟♴ᑓ攻の学生

がಖ育ኈ国ᐙ資᱁のྲྀ得を目指すにあたり、必ಟ単位の

ひとつとして設定されている科目が、1 年次๓ᮇに開ㅮ

される㡢ᴦᇶ♏ᢏ能Ϩである。この授業では、グループ

による「ḷၐ」の授業と、ಶேレࢵスンによる「ࣆアࣀ」

の授業を୪⾜して⾜っている。授業を⾜うにあたり、事

๓に教ဨが学生のࣆアࣀṔやࣆアࣀ以外のᴦჾや合ၐな

どの㡢ᴦ⤒㦂、ࣆアࣀをᙎくことやḷうことに対して୙

Ᏻにしていること➼を把握するために「㡢ᴦアンケート」

を新入生࢞イࢲンス時に実᪋して回཰し、授業開始まで

にᢸ当教ဨ඲ဨにඹ᭷し指導のཧ考にしている。年を㏣

うࡈとにアンケートの回⟅でࣆアࣀᮍ⤒㦂⪅の割合がቑ

ຍし、ࣆアࣀᢸ当教ဨからも「ࣆアࣀをᙎくことが㞴し

い学生の割合が多くなってきているように感じる」との

報࿌も多く聞かれるようになった。また、このことが本

学だけでなく௚のಖ育ኈ㣴ᡂᰯにおいても「ࣆアࣀ初学

⪅の割合がቑえ⥆けている」(ὀ 1)といった研究により᫂

らかとなっていることをཷけ、2022 年度๓ᮇ授業⤊஢時

よりࣆアࣀᢸ当教ဨと༑分な༠議と‽備を㔜2023、ࡡ 年

度から授業実᪋形態を一部ኚ᭦し、1 回あたりのࣆアࣀ

ಶேレࢵスン時㛫をቑຍした。また、コロࢼ⚝での࢜ン

デ࣐ンド㐲㝸授業時に⤒㦂した IC7 のຠ果的な活用によ

り、対面授業にᡠった現ᅾにおいても、特にࣆアࣀのᙎ

き᪉に質ၥのある学生に対してࣆアࣀを実際に₇ዌした

ື画を用い学生の理解を῝めた。 

�� 㡢ᴦᇶ♏ᢏ⬟Ϩࡢᤵᴗᙧែࡢࡑ࡜ኚ㑄

 㡢ᴦᇶ♏ᢏ能Ϩは本ᑓ攻が開設された 2010 年度より

1 年次๓ᮇに開ㅮされ、開ㅮ当初より➹⪅が㡢ᴦᐊ 1 で

「ḷၐ」の授業をᢸ当し、㠀常໅ㅮᖌ 3 ྡが㡢ᴦᐊ 2 ௚

で「ࣆアࣀ」の授業をᢸ当している。1 回 90 分の授業を

๓༙・後༙に分けて「ḷၐ」と「ࣆアࣀ」の授業を実᪋

している。授業は月᭙日 3�4 㝈に開ㅮされており、本ᑓ

攻 50 ྡの定ဨで、ྛコ࣐ 25 ྡずつཷㅮし、「ḷၐ」「ࣆ

アࢡྛ「ࣀラス 12�13 ྡのᒚಟで、学生はẖ㐌 45 分の

「ḷၐ」の授業と、45 分の「ࣆアࣀ」の授業の中で 3 つ

のࢡラスに分かれて 1 ே 10 分⛬度のࣆアࣀಶேレࢵス

ンをཷㅮし、ಶேレࢵスン以外のࣆアࣀの時㛫は㡢ᴦᐊ

2 の㟁子ࣆアࣀを使用して࣊ࢵド࢛ࣇンを╔用しಶே⦎

⩦をしている。コロࢼ⚝に入り、コロࢼの発生リスࢡを

ᢚえるために学生の⛣ືをῶらす必要があったことと、

ẖ㐌とはいえ 10 分⛬度のࣆアࣀಶேレࢵスンはࣆアࣀ

ᢸ当教ဨ、学生཮᪉からレࢵスン時㛫が㊊りないとの報

࿌があったため、2023 年度より授業を๓༙・後༙とに分

けず、「ḷၐ」のみの㐌（7 回）と「ࣆアࣀ」のみの㐌 

（7 回）にኚ᭦した。15 回目に授業のまとめとして「ࣆ

アࣀ発表会」を開ദし、発表会の選᭤は学生の⩦⇍度を

ᢸ当教ဨと相ㄯした。今年度の発表会はᒚಟ生඲ࣀアࣆ

ဨがバイエルから௵ពの 2 ᭤を₇ዌした。 

��  ᤵᴗෆᐜࡢࠖࣀ࢔ࣆࠕ࡜ḷၐࠖࠕ

「ḷၐ」の授業においては、㡢ᴦ表現、言語表現➼の表

現活ືに関する知㆑やᢏ術を⩦得するために⭡ᘧ呼྾、

発ኌ⦎⩦をẖ回授業のෑ㢌に⾜い、༑分な発ኌ⦎⩦を⾜

ってからᗂඣḷ᭤をḷうようにした。ᗂඣḷ᭤は᫓のḷ、

ኟのḷを中ᚰにྛ回 4�5 ᭤ྲྀり上げた。学生が授業をḞ

ᖍした際に、⮬らの力で⿵えるように初回授業時に授業

計画としてྲྀり上げる᭤を記入した資ᩱをプリントア࢘

トして学生に㓄ᕸし、C6 による㓄ಙで web 上でもᥖ示し

た。また 2023 年度よりᢸ当教ဨ඲ဨで「愛知淑徳大学⚟

♴㈉⊩学部⚟♴㈉⊩学科子ども⚟♴ᑓ攻㡢ᴦ研究会」 

（以下「㡢ᴦ研究会」）を立ࡕ上げサブ࢟ࢸストのไస

を⾜った。 

サブ࢟ࢸストをసᡂした目的は、 

ձࣆアࣀの指័らしとして「Basic 7raining」(ὸ田ま

り子స᭤)を⤂௓すること。 

ղࣆア₇ࣀዌのᡭがかりとなるよう、ト㡢記ྕと࣊㡢記

ྕのㄞ㆕ၥ㢟を学生にㄢすこと。 

ճࣆアࣀの初ᚰ⪅を対象にするだけでなく、ࣆアࣀ⤒㦂

⪅を対象に授業のෆᐜに㣬きることがないよう、3 年次

以㝆ྲྀり上げる予定のᴦ典・㡢ᴦ理論やᙎきḷい、主要

なコードࢿームを⤂௓し、学⩦࡬のពḧを㧗めること。 

մ2 年次以㝆に設定されている実⩦時に多くのᅬで実

際にᙎきḷいをすることが᝿定される「おはようのうた」

と「おかえりのうた」の初～中㞴᫆度⛬度のకዌ㆕（➹

ಖ育ኈ㣴ᡂᰯにおける初年次㡢ᴦ教育

㸫2024 年度「㡢ᴦᇶ♏ᢏ能Ϩ」ᒚಟ生を対象に㸫

ᯇ下 ఙஓ 

0A7686HI7A 6hinya 
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⪅編᭤）をྲྀり上げること。 

であった。これにより、「ḷၐ」の授業においては 1 回 45

分の㛗さから 90 分の㛗さになっても、授業ෆにただひ

たすらḷをḷい⥆けるだけでなく、サブ࢟ࢸストによる

ᗙ学もྲྀり入れ、ᴦ᭤理解を῝めながら᭤にྲྀり⤌ࡴこ

とができた。「ࣆアࣀ」の授業においては、入学したばか

りではあるが᥇用ヨ㦂をど野に入れて඲ဨバイエルにྲྀ

り⤌ࡴよう指導した。バイエルを⤊஢したࣆアࣀ⤒㦂⪅

についてはᢸ当教ဨと相ㄯの上ブルグ࣑ࣗラーや「ḷၐ」

の授業でྲྀり上げたᗂඣḷ᭤のకዌおよびᙎきḷいにも

ྲྀり⤌ࡴようにした。1 回のレࢵスン時㛫が 1 ேあたり

20 分⛬度になったことで教ဨ、学生཮᪉ともに時㛫に㏣

「ࣀアࣆ」、スンに集中できたこととࢵれることなくレࢃ

のレࢵスン㐌が 2 㐌㛫に 1 回となったため、1 㐌㛫では

部活ືやアルバイト➼により時㛫があっという㛫に㐣ࡂ

てしまう学生にとっても落ࡕ╔いて⮬Ꮿでの⦎⩦ができ

るよう㓄៖した。 

��㉁ၥ⣬ࡿࡼ࡟ㄪᰝ 

��� ㄪᰝ┠ⓗ࡜᪉ἲ 

 今年度 2 年目となる新しい形態での授業㐠Ⴀのため、

新入生の㡢ᴦ分野における授業ᒚಟ๓後の教育的ຠ果を

検ドするために質ၥ⣬による調査を実᪋した。15 回の授

業をཷける๓後で学生の「ពḧ・関ᚰ」と「知㆑・ᢏ能」

がどのようにኚ化したか数್化した。15 回目の発表会時

にࢡラスを๓༙・後༙に分け、発表会を㡢ᴦᐊ 1 で開ദ

し、㡢ᴦᐊ 2 を⦎⩦・ᚅ機の場所とした。㡢ᴦᐊ 2 での

ᚅ機時㛫に調査を実᪋した。 

��� ೔⌮ⓗ㓄៖ 

 調査にあたっては、本学部೔理ᑂ査ጤဨ会に⏦ㄳをし、

1 回のಟṇを⤒てᢎ認された（2024 年 3 月 13 日ཷ௜␒

ྕ 23-5）。事๓に学生には「調査・実㦂༠力⪅の同ព書」

の提出をồめた。調査は無記ྡで⾜い、学生にはデータ

を本研究に用いること、それ以外には用いないこと、༠

力は௵ពでありᡂ⦼にも཯ᫎされないこと➼をㄝ᫂し、

同ពを得た上で実᪋した。なお、今年度の㡢ᴦᇶ♏ᢏ能

Ϩのᒚಟ生は 63 ྡ（⏨子学生 2 ྡ、ዪ子学生 61 ྡ）だ

った。 

調査対象：2024 年度๓ᮇ「㡢ᴦᇶ♏ᢏ能Ϩ」ཷㅮ学生 

月᭙日 3㝈 32 ྡ、4 㝈 31 ྡ 計 63 ྡ 

調査時ᮇ：2024 年 7 月 29 日 3�4 㝈 15 回目授業時㛫ෆ 

調査᪉ἲ：質ၥ⣬による調査 5 ẁ㝵評定 

（4～0 Ⅼ、4 が最も࣏ジ࢕ࢸブ）および⮬⏤➹記 

質ၥ⣬回཰ᯛ数は 61 ᯛ（回཰⋡ 96.8%）だった。同ព書

の提出も同数であった。 

��� ㉁ၥෆᐜ࡜⤖ᯝ 

ḷၐࠕ ��  ࡚࠸ࡘ࡟Ⓨኌࡢᤵᴗ࡛ࡢࠖ �� ᅇࡢᤵᴗ๓ᚋࢆ

ẚ㍑࡚ࡋⓙࡢࢇࡉ୰࡛ࠕࠊពḧ࣭㛵ᚰ ࡀࠖ⬟㆑࣭ᢏ▱ࠕࠖ

 㸽࠿ࡓࡋࡲࡋኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝

ᤵᴗ๓ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

ᤵᴗᚋ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

ḷၐࠕ�� ࡚࠸ࡘ࡟ᗂඣḷ᭤࣭❺ㅴࡢᤵᴗ࡛ࡢࠖ �� ᅇࡢᤵ

ᴗ๓ᚋࢆẚ㍑࡚ࡋⓙࡢࢇࡉ୰࡛ࠕࠊពḧ࣭㛵ᚰ ㆑࣭▱ࠕࠖ

ᢏ⬟ࠖ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀኚ໬࠿ࡓࡋࡲࡋ㸽 

ᤵᴗ๓ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 
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ពḧ࣭㛵ᚰࠕࠊ୰࡛ࡢࢇࡉⓙ࡚ࡋẚ㍑ࢆᤵᴗ๓ᚋࡢ ▱ࠕࠖ

㆑࣭ᢏ⬟ࠖ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀኚ໬࠿ࡓࡋࡲࡋ㸽 

ᤵᴗ๓ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

ᤵᴗᚋ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

ඛࡢࣀ࢔ࣆࡀࢇࡉ᭤㸦ⓙࣀ࢔ࣆࡢᤵᴗ࡛ࡢࠖࣀ࢔ࣆࠕ��

࡚࠸ࡘ࡟᭤㸧ࡔࢇ⤌ࡾᤵᴗ࡛ྲྀ࡜⏕ �� ᅇࡢᤵᴗ๓ᚋࢆ

ẚ㍑࡚ࡋⓙࡢࢇࡉ୰࡛ࠕࠊពḧ࣭㛵ᚰ ࡀࠖ⬟㆑࣭ᢏ▱ࠕࠖ

 㸽࠿ࡓࡋࡲࡋኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝

ᤵᴗ๓ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 
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ࣀ࢔ࣆࠕ��  ࡚࠸ࡘ࡟࠸ḷࡁᙎࡢᤵᴗ࡛ࡢࠖ �� ᅇࡢᤵᴗ

๓ᚋࢆẚ㍑࡚ࡋⓙࡢࢇࡉ୰࡛ࠕࠊពḧ࣭㛵ᚰ ㆑࣭ᢏ▱ࠕࠖ

 㸽࠿ࡓࡋࡲࡋኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀࠖ⬟

ᤵᴗ๓ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

ᤵᴗᚋ ࠕពḧ࣭㛵ᚰࠖ��� Ⅼࠕ▱㆑࣭ᢏ⬟ࠖ��� Ⅼ 

��� 考ᐹ 

1「発ኌ」について、「ពḧ・関ᚰ」は 0.7 Ⅼ上᪼して

おり、「知㆑・ᢏ能」は 1.3 Ⅼ上᪼している。「㡢ᴦを⫈

くのがዲきなので、ពḧ・関ᚰはありましたが、ᢏ能に

ついての⮬㌟がなかった」「今まで同じような発ኌ⦎⩦し

かしたことがなかったが、授業を通してຠ果的な⦎⩦᪉

ἲを知ることができた」といったコメントが多かったが、

「知㆑・ᢏ能」において 3 ྡが 0 Ⅼをつけており、いず

れも「㧗ᰯ時代に㡢ᴦの授業がなかったから」「ḷうこと

がⱞᡭなので」という⤒㦂୙㊊やⱞᡭព㆑➼を୙Ᏻにし

ているコメントもあった、この 3 ྡについては඲ဨ「ព

ḧ・関ᚰ」はあり、授業๓後でともに 2 Ⅼ㏆く上᪼して

いた。これにより⭡ᘧ呼྾を中ᚰとした発ኌ指導はຠ果

があり、発ኌを⾜うことでḷがḷいやすくなることが実

感でき、ḷうこと࡬の⯆࿡が出てきたことがࢃかった。 
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2「ᗂඣḷ᭤・❺ㅴ」について、「ពḧ・関ᚰ」は 0.8 Ⅼ

上᪼しており、「知㆑・ᢏ能」は 1.2 Ⅼ上᪼している。「知

らない᭤でも୎ᑀに教えてくださり、知っている᭤でも

ḷう時のコࢶを教えてくださったから」「もともと❺ㅴは

ዲきだったけど 2 ␒以㝆は知らない᭤もあったし、授業

を通して多くの᭤をḷい、よりዲきになったから」「ኌの

出し᪉などのᇶ本的なこともⰍࠎ教えてもらって、知㆑・

ᢏ能があがったと実感できたので」「子どものころに㛫㐪

えてぬえていたḷ詞をṇしくぬえることができたので」

➼の࣏ジ࢕ࢸブなコメントが多くあった。ᡭ遊びうたも

授業ෆで数᭤ྲྀりあげたが、「もっとたくさんのᡭ遊びの

ḷを知りたい」と๓ྥきなコメントも多く、ಖ育ኈを目

指す⪅として、ᗂඣḷ᭤・❺ㅴやᡭあそびḷの必要性を

すでに感じている様子だった。 

3「サブ࢟ࢸスト」について、「ពḧ・関ᚰ」は 0.6 Ⅼ

上᪼しており、「知㆑・ᢏ能」は 0.9 Ⅼ上᪼している。ḷ

ၐの 3 回目の授業時にト㡢記ྕと、࡬㡢記ྕのㄞ㆕ㄢ㢟

（ྛ 4 ẁ、1 ẁ 8 ၥ）を⮬Ꮿ学⩦としてㄢした。その際

に、ྛẁをఱ分ఱ⛊で解けたか解⟅時㛫を記入するよう

に指導した。「以๓よりはできるようになった」「今まで

知らなかった࣊㡢記ྕのㄞみ᪉を知ることができた」「は

じめてやった時は඲↛ࢃからなくて時㛫がかかってしま

ったが、ఱ回かやっていくうࡕにᑡしずつ᪩くなってう

れしかった」といった࣏ジ࢕ࢸブなពぢが多く聞かれた

が、「特にኚ化は感じなかった」といったពぢもあった。

このようなពぢをもつ学生の࡯とんどは「最初からᇶ本

はできていたため」と回⟅しており、඲యの得Ⅼをぢて

も「知㆑・ᢏ能」の授業๓にすでに 2.3 Ⅼあったので、

入学๓までに学ᰯや⩦い事➼の場においてすでに知㆑を

得ているようだった。 

について、「ពḧ・関ᚰ」は「᭤ࣀアࣆ」4  0.8 Ⅼ上᪼

しており、「知㆑・ᢏ能」は 1.6 Ⅼ上᪼している。「ᮍ⤒

㦂で始めたが、ඛ生との࣐ンࢶー࣐ンのレࢵスンで上㐩

を感じられたから」「表現などについて⣽かく教えていた

だけたので上㐩したように感じる」「ᮍ⤒㦂だったが、⡆

単な᭤をᙎけるようになると、様ࠎな᭤を知りたいしᙎ

けるようになりたいとᛮえるようになった」「指使いをẼ

にすることでスムーࢬにᙎけるようになった」といった

コメントが多かったが、「以๓からࣆアࣀを⩦っていたの

で特にኚ化は感じなかった」「ඛ生に教えてもらっても上

ᡭくなっているかࢃからなかった」（「ពḧ・関ᚰ」「知㆑・

ᢏ能」ともに 4Ѝ3）「ࣆアࣀはもともとやっていたので

ᢏ能は良かったですが、ඛ生によって教え᪉がኚࢃって

いてᅔりました」（「ពḧ・関ᚰ」4Ѝ3、「知㆑・ᢏ能」は

๓後とも 4）と、2 ྡの授業後の得Ⅼが 1 ⅬῶⅬだった。

「ḷၐ」はグループ授業であるが、「ࣆアࣀ」はಶேレࢵ

スンなので教ဨと学生とがコ࣑ࣗニケーションを図って

㐍めていけるよう㓄៖したい。 

 5「ᙎきḷい」について、「ពḧ・関ᚰ」は 0.8 Ⅼ上᪼

しており、「知㆑・ᢏ能」は 0.9 Ⅼ上᪼しているが、35 ྡ

の学生がᙎきḷいに฿㐩しておらず、実際に授業の中で

ᙎきḷいを⤒㦂した 26 ྡの学生（඲యの 42.6%）のᖹ均

なのでᙎきḷいについては今回考察できるまでのデータ

を得ることができなかった。 

��௒ᚋࡢㄢ㢟 

今回の質ၥ⣬による調査により、15 回の授業を通して

多くの学生がḷをḷうこと、ࣆアࣀをᙎくことに対して

ᡂ㛗を実感できたことがࢃかった。ḷうことが୙Ᏻな学

生や、ࣆアࣀをᙎくことが初めてだった学生にとっては

できなかったことがᚎࠎにできるようになったことで

「ពḧ・関ᚰ」がቑし、「知㆑・ᢏ能」の定╔につながっ

た。しかし、一部の学生にとっては授業ෆと⮬学⩦だけ

では㞴しく、➹⪅にࢳャࢵトにて質ၥを㏦ってくる学生

もいた。ᖾいなことにコロࢼ⚝において࢜ンデ࣐ンドで

の授業をవ൤なくされた際に、ࣆアࣀのᙎき᪉について

かりやすくಠ▔目⥺でື画の᧜ᙳを⾜った⤒㦂を活用ࢃ

して、学生からの質ၥに実際にࣆアࣀをᙎいてື画を᧜

ᙳした（図 1-1.1-2）。質ၥをした学生にとっても⮬分の

都合の良い時㛫にど⫈し、ఱ度もぢ㏉すことが可能にな

ったので、ຠ⋡よく⦎⩦ができたとの報࿌があった。 

図 1-1 ࣐イࢡスタンドを活用したື画᧜ᙳ㢼景 

図 1-2 ಠ▔目⥺ 
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今後の新入生についてもࣆアࣀ初ᚰ⪅の学生が多く入学

してくることが予᝿されるため、サブ࢟ࢸストのᴦ典・

㡢ᴦ理論のぢ┤しだけでなく実際のಖ育の᭤を例にした

ලయ的なࣆアࣀのᙎき᪉についてのື画資ᩱのసᡂも᝿

定しᘬき⥆き㡢ᴦ研究会での༠議を⥆けていきたい。 

 ࡟ࡾࢃ࠾��

 今年度入学生は඲యのおおよその 3 割࡯どの学生がࣆ

アࣀᮍ⤒㦂⪅であった。しかし、15 回目の発表会にはᒚ

ಟ生඲ဨがバイエルを 2 ᭤₇ዌすることができたことは

授業形態のぢ┤しが一定のᙺ割を果たしただけでなく⤒

㦂㇏ᐩな 3 ྡのࣆアࣀᢸ当㠀常໅ㅮᖌ㝕のやさしさの中

にも⇕ᚰな指導があったことを記しておきたい。 

1 年次後ᮇ科目として設定されている㡢ᴦᇶ♏ᢏ能ϩ

は選択授業のため、今年度は学生のᒚಟが 1 割࡯どῶᑡ

した。そのため「ࣆアࣀ」ಶேレࢵスンの時㛫もある⛬

度確ಖされたため、๓༙「ḷၐ」、後༙「ࣆアࣀ」のよう

に 45 分ずつẖ回⾜う形態にᡠしてみた。ẖ㐌「ࣆアࣀ」

があることで、「アルバイトや部活➼のため一㐌㛫が᪩く

を⦎⩦する時㛫があまりない」といった報࿌があࣀアࣆ

る一᪉で、「ẖ㐌ࣆアࣀがある᪉がࣆアࣀにゐれられる時

㛫が多いし、㛫㐪ってぬえていた場合にඛ生に指᦬して

いただき、⮬分でもすࡄに┤しやすかったので良かった」

といった報࿌もあった。学生඲ဨのពぢをその都度聞き

入れながら授業形態をኚえていくことは㞴しく、次年次

以㝆の実⩦のためにᑓ攻としてᒚಟをしている㡢ᴦᇶ♏

ᢏ能ϩを選択しない学生࡬の㏣㊧調査➼も必要であると

感じるが、なるべく事๓の㡢ᴦアンケートから予᝿した

り、ẖ回の授業において学生のニーࢬにᐤりῧえるよう

⮫機ᛂኚに授業を㐍めていきたい。 

 質ၥ⣬の⮬⏤➹記には学生の「ḷၐ」「ࣆアࣀ」につい

て㠀常に多くの࣏ジ࢕ࢸブなコメントが多くあった。 

「⮬分が今まで㡢ᴦの授業でうけてきた発ኌとは㐪って 

ኚ化にᐩんでいて面白かった」「みんなと一⥴にḷうこと

が最初は᜝ずかしかったが、面白く授業をしてくれたの

でみんなと一⥴にᴦしくḷうことができた」「ືきをつけ

ることでኌが出やすくなることを初めて⤒㦂してたのし

かった」「知らない᭤もḷえるようになってよかった」「ㄞ

㆕にかかるタイムなんて計ったことがなかったので記録

することで可ど化されるのが良いとᛮった」「ࣆアࣀの教

え᪉がẁ㝵的でとてもྲྀり⤌みやすかった」「ࣆアࣀの授

業は一対一でぶ㌟になって教えてくれて඘実した時㛫に

なりました」➼のពぢが多く、学生が主యとなって 

「⮬らがすすんでᴦしく学べた」ということを❚い知れ

たことは授業ᢸ当⪅として㠀常にᎰしいことだった。実

際のಖ育の現場でもᅬඣがᴦしくḷったりするためには、

まず本ேがᴦしく➗㢦でḷをḷったり、ࣆアࣀをᙎかな

ければならないので 2 年次以㝆もᘬき⥆き日ࠎの⦎⩦を

㔜ࡡてḷやࣆアࣀのᇶ♏ス࢟ルのྥ上を図って࡯しい。 

ㅰ㎡：2024 年度㡢ᴦᇶ♏ᢏ能Ϩᒚಟのⓙさんには質ၥ⣬

調査のࡈ༠力をいただき感ㅰ⏦し上げます。 

注 

1 㧗㡲(2024)がᢇ℩(2017)の研究をᘬ用している。 
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�㸬 㛤ㅮ≧ἣ 

ͤ：෌ᒚಟ⪅および編入学⪅は、所ᒓする࢟ャンパス開ㅮの⮬㌟の所ᒓ学科／ᑓ攻の時㛫割コードにᒚಟⓏ録することをཎ๎とした。 

ͤͤ：ᑓ攻ྡがᪧカリにより異なる学生は、学部もしくは後⥅ᑓ攻ྡでุ᩿し⟬入 

時㛫割 ᒚಟ⪅ 合᱁⪅

コード ⥲数 ᒚಟ⪅数 合᱁⪅数 ᒚಟ⪅数 合᱁⪅数 ⥲数

国文 ��� ��� � �
⥲合ⱥ語（ወ数LC01） �� �� � �
⥲合ⱥ語（അ数LC02） �� �� � �

教育 ��� ��� � �
๰స表現 ��� ��� � �

ᘓ⠏・インࢸリアデࢨイン �� �� � �

��������� ๰㐀表現ղ メデ࢕アプロデࣗース ��� ��� ��� � � ��� 㕥ᮌᓫኵ

言語⫈ぬ学 �� �� � �
どぬ科学 �� �� � �
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⮫ᗋ検査学 �� �� � �

ス࣏ーࢶ・೺康་⒪科学 ��� ��� � �
ᩆᛴᩆ࿨学 �� �� � �
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子ども⚟♴ �� �� � �
感性ᕤ学 ��� ��� � �

データサイエンス �� �� �� �

��������� ᚰ理 ᚰ理 ��� ��� ��� � � ��� 㕥ᮌᓫኵ
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（㠀常໅ㅮᖌ）

グローバル・コ࣑ࣗニ

ケーション
グローバル・コ࣑ࣗニケーション �� �� � �

஺ὶ文化ձ ランࢤージ ��� ��� � �

��������� ஺ὶ文化ղ 国際஺ὶ・観ග ��� ��� ��� �� � ��� ᪩野実花

（㠀常໅ㅮᖌ）
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2024年度 ᇶᖿ科目「㐪いをඹに生きる・

ライࣇデࢨイン」授業実㊶報࿌
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�㸬ᤵᴗᐇ᪋せ㡯 

��� ᤵᴗࡢ┠ⓗ 

本ᇶᖿ科目「㐪いをඹに生きる・ライࣇデࢨイン」

は、㸯年次඲学必ಟ科目である。愛知淑徳大学の理ᛕ

「㐪いをඹに生きる」とはఱかを、一ே一ேが⮬分事と

してぢつめ、考えることを通して、愛知淑徳大学生とし

てのアイデン࢕ࢸ࢕ࢸをᣢࡕ、㸲年㛫の大学生活と学ಟ

を最大㝈඘実したものにできるようそのᇶ┙をᇵう。 

現代社会には、国籍、言葉、文化、性ู、年㱋、㞀が

いの᭷無など、多✀多様な㐪いがᏑᅾする。本授業で

は、実社会でこれらの㐪いとᐦ᥋に関ࢃりのある㸴つの

分野（「බඹဴ学」「多文化ඹ生」「ᆅᇦ࡙くり」「子

育てᨭ᥼」「ປാ教育」「㜵⅏」）をྲྀり上げ、ྛ分野

のᑓ門ᐙをᣍ⪸しㅮ⩏を⫈く。その上で、今を生きる当

事⪅としてཷㅮ生ྛ⮬がそれࡒれのㄢ㢟について考え、

ア࢕ࢸࢡブ・ラーニングによって⮬らの価್観や考えを

௚⪅と஺᥮し合いながら、新たなどⅬやẼ࡙きを得るこ

とで、生ᾭにࢃたるライࣇデࢨインの形ᡂにつなげてい

く。 

授業での学びを通して、本学理ᛕ「㐪いをඹに生き

る」の理解を῝め、10年ඛ20年ඛのᑗ来をぢᤣえて、⮬

ら✚ᴟ的にே生を㏦るためのே㛫的ᇶ┙を⠏くことが目

的である。 

��� ࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛ 

 2024 年度は、コロࢼ⚝の࢜ンライン活用授業の⤒㦂

から得られた฼Ⅼを活かした授業形態であるࣁイブリ

ド形ᘧ（対面ࢵ 8 回・࢜ンデ࣐ンド 7 回の計 15 回）で

授業を⾜った。ࣁイブリࢵド形ᘧの 3 年目となり、ᢸ

当する教ဨも㐠Ⴀ面でຠ⋡的かつスムーࢬに㐍⾜がで

きるようになってきたように感じる。 

 ࢜ンデ࣐ンド㓄ಙによるࢸー࣐ㅮ⩏をඛ⾜させ、ಶ

ู学⩦によって知㆑や理解を῝め、⩣㐌に教ᐊの対面

授業でア࢕ࢸࢡブラーニングによるグループ࣡ーࢡで

ㄢ㢟の把握やၥ㢟解Ỵの検ウを⾜い、それが「㐪いを

ඹに生きる」とどうつながるのかを考えるというὶれ

で実᪋した。いࡺࢃる、཯㌿授業（᳃・⁁上 2017�p.24）

の形ᘧである。 

 第㸯回 ࢜リエンࢸーション（教ᐊ対面） 

 第㸰回 大学理ᛕ・学部理ᛕ（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第㸱回 大学理ᛕ・学部理ᛕ（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸲回 ࢸー࣐Ϩ「බඹဴ学」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第㸳回 ࢸー࣐Ϩ「බඹဴ学」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸴回 ࢸー࣐ϩ「多文化ඹ生」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第㸵回 ࢸー࣐ϩ「多文化ඹ生」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸶回 ࢸー࣐Ϫ「ᆅᇦ࡙くり」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第㸷回 ࢸー࣐Ϫ「ᆅᇦ࡙くり」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 10 回 ࢸー࣐ϫ「子育てᨭ᥼」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第 11 回 ࢸー࣐ϫ「子育てᨭ᥼」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 12 回 ࢸー࣐Ϭ「ປാ教育」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第 13 回 ࢸー࣐Ϭ「ປാ教育」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 14 回 ࢸー࣐ϭ「㜵⅏」（ㅮ⩏㓄ಙ） 

 第 15 回 ࢸー࣐ϭ「㜵⅏」（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 ඛにも述べたが、本科目はཷㅮ生ྛ⮬がそれࡒれの

ㄢ㢟について当事⪅として考え、⮬らの価್観や考え

を௚⪅と஺᥮し合いながら、新たなどⅬやẼ࡙きを得

ること、そしてそれを日ࠎの⾜ືに཯ᫎさせていくこ

とが㔜要な位置࡙けとしている。学ᮇ末には、ࡩりか

えりㄢ㢟を࢜ンデ࣐ンド形ᘧ（)orms を活用）にて必㡲

ㄢ㢟としてㄢし、本科目のཷㅮをとおして得たẼ࡙き、

学び、また本学理ᛕ「㐪いをඹに生きる」に対する解㔘

ኚ化などがあったかについて、ࡩりかえって記述させ

た。 

��� ㅮ⩏ᅇྛࡢ࣐࣮ࢸෆᐜࢺࢫࢤࡧࡼ࠾ㅮᖌ 

 2024 年度にྲྀり上げた分野（ࢸー࣐）とそれࡒれの

ㅮ⩏ᐜ、およびࢤストㅮᖌは以下の通りである。 

 ー࣐Ϩ㸬බඹဴ学ࢸ 

 「ඹに生きるබඹဴ学―「国Ẹ」をめࡄって」 

㤿ཎ₶஧（୕㔜大学） 

 ー࣐ϩ㸬多文化ඹ生ࢸ 

 「ニࣗーカ࣐ーの子どもたࡕの現≧とㄢ㢟を通してぢ

えてくる異文化理解」

 ᮧ஭・ロサ・メルセデス（᱈ᒣ学㝔教育大学）・ࢸャンࢳ࢜

ー࣐Ϫ㸬ᆅᇦ࡙くりࢸ 

「多様性が㍤くᆅᇦ࡙くりを目指したྲྀ⤌ࠥ子どもた

「ࠥ⩏のᨭ᥼を通してぢるᆅᇦのඹ生のㄢ㢟とពࡕ

ఀᮾίỤ（特定㠀Ⴀ฼活ືἲேトルシーࢲ）

 ー࣐ϫ㸬子育てᨭ᥼ࢸ 

 「ᆅᇦ社会で子育て」

 中஭恵⨾（認定特定㠀Ⴀ฼活ືἲே子育てᨭ᥼の 132まめっこ）

 ー࣐Ϭ㸬ປാ教育ࢸ

 「ປാἲは、あなたの࿡᪉㸟―学ࡪ、ാく、生きる―」

῰谷典子（特定㠀Ⴀ฼活ືἲேཧ画プラࢵࢿト） 

 ー࣐ϭ㸬㜵⅏ࢸ 

 「⅏ᐖから࿨とᑛཝと活力をᏲるためにࠥできること

からはじめようࠥ」

ᾆ野愛（認定特定㠀Ⴀ฼活ືἲேレス࢟ࣗーストࣖࢡࢵード） 

ྛ回、ㅮ⩏ື画をど⫈した上でリアࢡション࣌ーパー

を提出させた。

 ࡚࠸ࡘ࡟ᐇ᪋ࡢᅇ㸦ᑐ㠃㸧ࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈ࢕ࢸࢡ࢔����

 ア࢕ࢸࢡブラーニング回は対面でのಶே࣡ーࢡ、グル

ープ࣡ーࢡ、඲య発表（ඹ᭷）を中ᚰとする学ಟ活ືでᵓ
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ᡂした。まずは、๓㐌の࢜ンデ࣐ンド㓄ಙによるࢤストㅮ

ᖌのࢸー࣐ㅮ⩏を㋃まえ、ࣀートやメモをཧ↷しながら

ಶே࣡ーࢡシートのㄢ㢟にྲྀり⤌ࡴ。それをᇶに、グルー

プでデ࢕スカࢵションをしながら、ㄢ㢟の把握やၥ㢟の

解Ỵにྥけた検ウ、さらにはಶேのぢ解などについて話

し合う時㛫をᣢつ。最後には、グループでࢡラス඲యにྥ

けて、どのような話し合いがなされたか、どんなᖐ結を得

たかを発表する。 

࢜ンデ࣐ンド形ᘧの授業形態は、ア࢕ࢸࢡブ・ラーニン

グを実᪋するというⅬにおいてはᅔ㞴がకう。とはいえ、

㐣年度の⤒㦂を㋃まえ、࢜ンデ࣐ンド形ᘧのไ⣙をཷけ

ながらも、学生の主య的な学びを可能な㝈り๰出できる

よう、࣡ーࢡシートㄢ㢟ではࢸー࣐についての⮬己ෆ┬

（⤒㦂や㌟㏆な今をࡩりかえる）や実⾜ືのకう࣡ーࢡ

ができるようᕤኵを᪋した。ྛ回の࣡ーࢡシートㄢ㢟の

ෆᐜは以下通りである。 

ー࣐Ϩ㸬බඹဴ学ࢸ

・ 「国Ẹ」というアイデン࢕ࢸ࢕ࢸについて考える

・ 集ᅋព㆑のメリࢵト／デメリࢵトを考える

ー࣐ϩ㸬多文化ඹ生ࢸ

・ 呼⛠「外ே」「外ேさん」から異文化᥋ゐを考える

・ 外国につながりのある子ども࡬の初ᮇ㐺ᛂᨭ᥼を⮬

分の学ᰯ生活⤒㦂から考える

ー࣐Ϫ㸬ᆅᇦ࡙くりࢸ

・ 外国につながりのある子どもたࡕが置かれている学

ᰯ生活・⎔ቃについてඹ感的に考える

・ 「㒓に入っては㒓にᚑえ」をᅋᆅの生活から考える

ー࣐ϫ㸬子育てᨭ᥼ࢸ

・ ஙᗂඣをᣢつぶのᅔ㞴やࣁードルを考える

・ 大学生としてᆅᇦでできる子育てᨭ᥼を考える

ー࣐Ϭ㸬ປാ教育ࢸ

・ デ࢕ーセント・࣡ーࢡ実現のための「24 のㄢ㢟」に

ついて理解する

・ 「��のㄢ㢟」を⮬分事として考える

ー࣐ϭ㸬㜵⅏ࢸ

・ 㑊㞴所における⅏ᐖ関㐃Ṛについて考え、もしもに

備えて大学生としてできるサ࣏ートを考える。

࣮࣏ࣞࠊㄢ㢟ࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡ࠊ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣙࢩࢡ࢔ࣜ ���

 ࡚࠸ࡘ࡟ㄢ㢟ࢺ

 本授業では、リアࢡション࣌ーパー（ㅮ⩏回）、࣡ーࢡ

シート（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼回）、඲యのࡩりかえりㄢ㢟（)orms

を活用）をᒚಟ⪅にㄢした。リアࢡション࣌ーパーは

0icrosoft 7eams（以下、7eams）で提出をཷけ、授業ᢸ当

⪅がෆᐜを確認し、次回の対面授業時に短い࢕ࣇードバ

ྛ、を⾜った。一᪉ࢡࢵ ࢤ、ストㅮᖌにも඲てを㏦௜しࢤ

ストㅮᖌからもᑓ門的なぢᆅから࢕ࣇードバࢡࢵ（⣬面

かື画）をཷけ、7eams にて඲ࢡラスに㓄ಙを⾜った。 

��� ᡂ⦼ホ౯ 

 ᡂ⦼は、リアࢡション࣌ーパー、࣡ ーࢡシート、඲యࡩ

りかえりㄢ㢟の提出≧ἣ、ㄢ㢟のෆᐜを⥲合的にุ᩿し

評価した。ただし、記述されたෆᐜの評価においては、ྛ

ཷㅮ⪅のᛮ᝿を評価することがないよう༑分㓄៖し、本

授業の目的であるྛࢸー࣐を⮬分事としてぢつめ、考え

られているか、「㐪いをඹに生きる」を主య的に解㔘しよ

うとするጼໃがぢられるかのⅬから評価を⾜った。 

�㸬ᩍᮦసᡂ 

 సᡂࡢࢺࢫ࢟ࢸࣝࢼࢪࣜ࢜ ���

 本ㅮ⩏では年度ࡈとに࢜リジࢼル࢟ࢸストをసᡂして

いる。2024 年度についても、࢜ンデ࣐ンドと対面のࣁイ

ブリࢵド形ᘧによる཯㌿授業の教育的ຠ果を最大㝈に㧗

められるよう、࢟ࢸストのᵓᡂをᕤኵした。 

�㸬ᤵᴗሗ࿌ 

��� ༢఩ಟᚓ⋡ 

 2024 年度の単位ಟ得⋡（㸯年生のみ）は、඲学ᖹ均 98㸣

であった。学部ࡈとでは、文学部 98%、๰㐀表現学部 97%、

೺康་⒪科学部 97%、⚟♴㈉⊩学部 100%、ே㛫情報学部

96%、ᚰ理学部 97%、㣗೺康科学部 99%、ࣅジࢿス学部 99%、

グローバル・コ࣑ࣗニケーション学部 99%、஺ὶ文化学

部 97%であった。

��� ඲యࡽ࠿ࡾ࠼࠿ࡾࡩࡢ 

 学ᮇ末に実᪋した඲యࡩりかえりㄢ㢟の回⟅ෆᐜから、

本科目におけるཷㅮ生の学ಟ≧ἣを以下に示す（学ᮇ末

授業ᨵၿ➼におけるデーࡕりかえりㄢ㢟の඲回⟅のうࡩ

タの使用に同ពが得られた 1690 件のみをᢅう）。 

����� ᤵᴗࡢᡂᯝ

1. 入学┤後の 4 月時Ⅼと༙ᮇ㛫を㐣ࡈした 7 月末時Ⅼ

の͆ 㐪いをඹに生きる に͇対する⮬己の理解や解㔘に

ኚ化があったと感じるかについて 

図㸯 大学理ᛕ͆ 㐪いをඹに生きる に͇対するព㆑ኚ化 

「強く感じる」「まあまあ感じる」の回⟅数を合ࢃせる

と、⮬己ኚ化を感じているཷㅮ生は 9 割以上となってい

る。ࡰ࡯඲ての学生が本学理ᛕ「㐪いをඹに生きる」につ
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いて考え、入学┤後からの༙年㛫で理解や解㔘にኚ化が

㉳きていることがㄞみྲྀれる。そこで、ኚ化を感じている

と回⟅したཷㅮ生に対し、どんなኚ化だと感じるかにつ

いてたずࡡたところ以下のような回⟅がぢられた。 

「入学したときは、「㐪いをඹに生きるってなんだろう」

「どうして学ࡪのだろう」とᛮってしまっていたけど、授

業を通してこれから⚾たࡕが様ࠎなேと生活していくた

めに必要な学びだとᛮいました。今まであまり感ᚰがな

かったり、⮬分とは関ಀないなとᛮっていたࢸレࣅのニ

ࣗースなども目に入ってきたり、知ってみようとᛮえた

ことが、⚾にとってኚ化したことだとᛮいました。」 

⣬幅の都合により多くのኌを記㍕できないが、この回

⟅にぢられるように、本学理ᛕ「㐪いをඹに生きる」を入

学時Ⅼでは࡯とんどព㆑していなかった学生でも、授業

を通して⮬分事として理解し、今後の⾜ືኚᐜにつなが

るようなព㆑ኚ化になっていることが❚い知れる。一᪉

で、ኚ化がなかったという回⟅の中には、入学๓から社会

における多様性やඹ生にព㆑の㧗い学生がおり、あまり

ኚ化がないという場合もぢཷけられた。 

 ຍえて、「㐪いをඹに生きる・ライࣇデࢨイン」の授業

をཷㅮする上で大ษにしていたこと、㔜どしていたこと

についてたずࡡたところ、以下のような回⟅がぢられた。

「⚾が大ษにしていたのは、௚⪅のពぢや価್観をᑛ㔜

し、✚ᴟ的に⪥をഴけることだった。異なる背景をᣢつ

ேࠎとの対話を通じて、新しいどⅬや学びを得ることを

㔜どし、⮬分⮬㌟のᅛ定観ᛕやඛ入観にとらࢃれないよ

うにດめた。また、⮬分の考えをしっかりとᣢࡕながら

も、ᰂ㌾なጼໃで௚⪅のពぢをཷけ入れ、ඹに学び合うጼ

ໃを大ษにした。」 

これは一例ではあるが、ពぢをྰ定しないこと、相ᡭの

Ẽᣢࡕを考えることなど、ே㛫関ಀを㔜んじようとする

記述が多くの回⟅⪅にみられた。さらに、グループ࣡ーࢡ

を通して、様ࠎなពぢにゐれ、ど野を広げることができた

という記述も多数あった。授業で学んだことを日常生活

に活かそうとするጼໃが❚える記述も多かった。 

����� ᤵᴗࡢᙧែ࡚࠸ࡘ࡟

1. ࣏ストコロࢼの新しい授業形態ࣁイブリࢵド形ᘧ

（対面 8 回・࢜ンデ࣐ンド 7回）の授業について 

図㸱 ࣁイブリࢵド形ᘧの授業について  

回⟅結果から、「とてもよかった」「まあまあよかった」

の回⟅⪅で 93%となっており、9 割以上の学生にとってཷ

ㅮしやすく、学ಟの㐍めやすい授業形ᘧであることが❚

える。回⟅の理⏤についてもたずࡡているが、ここでは⣬

幅の関ಀで割愛する。 

2. 今年度「㐪いをඹに生きる・ライࣇデࢨイン」をཷ

ㅮした⤒㦂を㋃まえて、ᮃましい授業形態について

どう感じるか（次年度࡬のពぢ） 

図㸲 本授業のᮃましい授業形態（ཷㅮ生のኌ） 

 結果をぢると、83%の学生が今年度実᪋した「ࣁイブリ

ド形ᘧ」が本授業のᮃましい形態であると回⟅していࢵ

る。 

 その௚回⟅としては㐠Ⴀ上実現可能でないものであっ

たため割愛する。 

�㸬ࡵ࡜ࡲ 

コロࢼ⚝での⤒㦂とᡂ果・ㄢ㢟を㋃まえた࣏ストコロ

ཷ、の新しい授業形態としてのᘬき⥆きのྲྀり⤌みはࢼ

ㅮ学生のࡩりかえりや授業に対する評価をぢるとおおࡴ

 。良ዲであるようにぢཷけられるࡡ

対面回で学生の㢦や様子がぢられる分、ࢡラスの㞺ᅖ

Ẽや理解度を確かめながら授業を㐍めていくことができ

るのは大きなメリࢵトである。また㏫に、学生ഃとしても

対面授業の際に教ဨに質ၥをしたり、ၥい合ࢃせたりで

きるのはᏳᚰ感のある授業⎔ቃとなっている。 

 ཷㅮ⪅つᶍが大きい分、඲ての学生が‶㊊できるෆᐜ

形ᘧでというのはᅔ㞴であるが、後ᮇ開ㅮでᑡே数つᶍ

の発ᒎ₇⩦科目「᥈究・㐪いをඹに生きる」࡬の᥋⥆も含

め、๓ᮇのア࢕ࢸࢡブラーニングで༑分な‶㊊が得られ

なかった学生をさらにケアしていけるとよいと感じる。 

最後に௜記となるが、ᢸ当教ဨにとっては、ࣁイブリࢵ

ド形ᘧは㈇ᢸが大きいため、㐠Ⴀ上のຠ⋡化を一ᒙ図っ

ていくことが大きなㄢ㢟といえる。 

㸺参考文献㸼 

᳃᭸子・⁁上ៅ一（2017）『ア࢕ࢸࢡブ・ラーニング型授

業としての཯㌿授業㹙理論編㹛』ࢼカニシࣖ出版 

 （ඹ生センター 㕥ᮌᓫኵ࢕ࢸイバーシࢲ）
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1.㛤タ⛉目おࡧࡼ㛤ㅮ≧ἣ

レ࣋ࣝ 科目名
必ಟ㸭㑅ᢥ

のู
㛤ㅮ期 㛤ㅮᩘ࣐ࢥ ᒚಟ者ᩘ ഛ考

基♏ ᪥本ㄒ表⌧１ 必ಟ

1 ᖺ

前
88 2,259

1 後㹼4 後 7 226 ༢఩ᮍಟ得者専⏝

応⏝ ᪥本ㄒ表⌧㸰
学科専攻ẖに

必ಟ㸭㑅ᢥ

1 ᖺ

後
52 1,204

ᒚಟ者ᩘのከ・少により

1 ቑ࣐ࢥ

1 ᢳ㑅࣐ࢥ

1 㛢ㅮ࣐ࢥ

ᒚಟ⋡ 53㸣
（᫖ᖺ度 44㸣）

2 前㹼4 後 2 53 ༢఩ᮍಟ得者専⏝

Ⓨᒎ ᪥本ㄒ表⌧㸱 㑅ᢥ
2㹼3 ᖺ

前・後
33→17 241

1 めࡸ㛤ㅮྲྀり࣐ࢥ

㛤ㅮ最少ᒚಟ者ᩘに

‶たࡎ 15 㛢ㅮ࣐ࢥ

計 182→166 3,983

2022 ᖺ度より、「᪥本ㄒ表⌧科目」の᪂࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒が

㐺⏝ࡉれた。᪂࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒のୗでは、「基♏→応⏝→Ⓨ

ᒎ」の㐃⥆性を᫂確にすべく、ᚑ᮶の「᪥本ㄒ表⌧ T1」
「᪥本ㄒ表⌧ T2」がそれぞれ「᪥本ㄒ表⌧１」「᪥本ㄒ表

⌧㸰」となり、「᪥本ㄒ表⌧ A（ア࢝ࢵ࣑ࢹク）」「B（ࢪࣅ

が「᪥本ㄒ表⌧㸱」という「（ࣈク࢚ࣜイティ）C」「（スࢿ

科目名で㛤ㅮࡉれている。全担当者が同୍ෆᐜのᤵᴗを

おこなう「᪥本ㄒ表⌧１」「㸰」とは㐪い、「㸱」では担当

者ࡈとにᤵᴗෆᐜが␗なる。

2022 ᖺ度以㝆、応⏝・Ⓨᒎ科目のᒚಟ者ᩘがⴭしくῶ

少しているが、௒ᖺ度はⱝᖸᣢち┤した。「᪥本ㄒ表⌧㸰」

（ᮍಟ得クラスを㝖く）では、ᒚಟ⋡（全 1 ᖺ⏕がẕᩘ）

が᫖ᖺ度の 44%から 53%にୖ᪼している。「᪥本ㄒ表⌧

㸱」のᒚಟ者ᩘも、᫖ᖺ度の 128 名から 241 名にቑຍし

ている。ᒚಟ≧ἣのᅇ᚟については、まࡎ、「᪥本ㄒ表⌧

㸰」を必ಟとする学部がቑえたことが㛵ಀする。また、ᒚ

ಟಁ㐍⟇（例㸸「᪥本ㄒ表⌧㸰」ᤵᴗ⤂௓ື⏬のไ作）が

ዌຌしたためだと考えられる。しかしながら、ᒚಟ≧ἣが

改善したとはいえ、「᪥本ㄒ表⌧㸱」の㛢ㅮは౫↛として

ከく、㔜大なၥ題である。

᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ.2 ᪥ᮏㄒ⾲⌧２ࠖᤵᴗሗ࿌ࠕࠖ

᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ 2.1 㸦ࠖ඲Ꮫᚲಟ）

᪥本ㄒによる基♏的な表⌧ᢏ⾡（文❶表⌧ຊ）について、

その▱㆑の確実な定着と応⏝ຊの㣴成とを目的とする。

≉に、大学における学ಟにḞかࡏない㸰つの文❶ຊ（①஦

実をṇ確にかつ分かりࡸすくㄝ᫂するຊ、②論⌮的に⮬

分の意見を㏙べるຊ）を㌟につけることに㔜点を⨨く。そ

の実㊶としての小論文作成（計㸱ᅇ、500 Ꮠ、800 Ꮠ、

1,000 Ꮠ）については、１ᅇࡈとに目ᶆをタ定し、ẁ㝵を

㋃ࢇでより高度なㄢ題にྲྀり⤌ࡴ。その際、⮬ᕫಟṇ（推

敲）の㐣⛬を㔜どし、他者意㆑をకったㄝ得ຊある文❶を

書くຊを㌟につける。௒ᖺ度の小論文テ࣮࣐は、①࢟ࣕン

パス⤂௓、②高➼学ᰯのไ᭹ᗫṆに対する㈶ྰ、③中学⏕

のス࣐࣮ࢺフ࢛ンᡤᣢに対する᫝非、である。

学ಟ฿㐩度を るためのテスࢺを実施しており、ཷㅮ

前「ࣉレテスࢺ」とཷㅮ後「ポスࢺテスࢺ」（ࣉレと同୍

ၥ題）とで、その平均得点に 25.8 点（᫖ᖺ度 29.1 点）の

ୖ᪼が確認できた。

2024 ᖺ度 初ᖺ次ᩍ⫱部㛛ࠑ全学᪥本ㄒᩍ⫱ࠒάື報࿌
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2.2 ᪥ᮏㄒ⾲⌧２ࠕ 㸦ࠖ文Ꮫ㒊ࠊ๰㐀⾲⌧Ꮫ㒊๰స⾲⌧ᑓᨷ・

ࠊ೺ᗣ་⒪⛉Ꮫ㒊ゝㄒ⫈ぬᏛᑓᨷࠊᑓᨷࢫ࣮ࣗࢹࣟࣉ࢔ィࢹ࣓

஺ὶ文໬Ꮫ㒊ࠊグ࣮ࣟࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ・ࣝࣂンᏛ㒊࡛ᚲಟࠊ

（㑅ᢥࡣ௨እࢀࡑ

レポ࣮ࢺの書き᪉とཱྀ㢌Ⓨ表のし᪉を中心とした、大

学における学ಟに不ྍḞな᪥本ㄒの「ㄞࡴ・書く・話す・

⪺く」ᢏ⾡の⥲合的な㣴成を目的とする。ල体的には、①

テ࣮࣐タ定、②㈨ᩱ཰㞟とその分析、③Ⓨ表㈨ᩱの作成、

մグ࣮ࣝࣉⓎ表（15 分）、յレポ࣮ࢺ作成（4,000 Ꮠ）、と

いうそれぞれの作ᴗを、㡰を㏣って実㊶的にྲྀり⤌ࡴこ

とによって、論文ࡸ㈨ᩱを㞟めてㄞࡴຊ、ᙧᘧ࣮ࣝࣝࡸに

ᚑってレポ࣮ࢺを書くຊ、⪺きᡭを意㆑したⓎ表をする

ຊ、Ⓨ表を⪺いて要点をつかࡴຊをつける。

レポ࣮ࢺテ࣮࣐は「㹼（♫఍ၥ題）をめࡄる㆟論のᢈ判

的検ウ」であり、「♫఍ၥ題」として、ኵ፬ูጣのἲไ໬、

ᑛཝṚのἲไ໬、⛣Ẹཷけධれ、Ꮚ࡝もの㈋ᅔ、高㱋ࢻラ

イ࣮ࣂな࡝を指定している。

3.ᩍᮦసᡂ

3.1 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ のᨵゞࢺࢫ᪥ᮏㄒ⾲⌧２ࠖテ࢟ࠕࠖ

ᤵᴗでは、࢜ を౑⏝している。௒ᖺ度ࢺテ࢟スࣝࢼࢪࣜ

の学ಟ成果・ㄢ題にもと࡙いて、「᪥本ㄒ表⌧１」（第 17
∧、2025 ᖺ 3 ᭶ 1 ᪥Ⓨ行、2025 ᖺ 4 ᭶から౑⏝）、「᪥

本ㄒ表⌧㸰」（第 14 ∧、2024 ᖺ 9 ᭶ 15 ᪥Ⓨ行、2024 ᖺ

9 ᭶から౑⏝）を改ゞした。

4.᳨定ヨ㦂のᐇ᪋

4.1 ࠙↓ᩱࠚ᪥ᮏㄒ᳨定㸦≉ู㠀Ⴀ฼άື法ே ᪥ᮏㄒ᳨

定ጤဨ఍㸭文㒊⛉Ꮫ┬ᚋ᥼）

実施 2024 ᖺ 11 ᭶ 9 ᪥

対象 ᕼᮃ者のみ（ཷ検者 304 人）

結果 「10.2 各✀検定ཷ検」「10.3 ཷ㈹実⦼」をཧ↷。

௜グ ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスクで「᪥本ㄒ検定┤

前対⟇ㅮᗙ」（11 ᭶ 1 ᪥㹼11 ᭶ 7 ᪥）を㛤ㅮし

た。

5.ᤵᴗᨵၿ

5.1 ᤵᴗ࢔ンࢺ࣮ࢣ㸦㒊㛛⊂⮬）のᐇ᪋

「᪥本ㄒ表⌧１」「᪥本ㄒ表⌧㸰」では、ᩍဨの指ᑟ改善

と、本ᤵᴗの意⩏および学ಟ成果の㏣認および学ಟෆᐜ

の⥅⥆的な実㊶をཷㅮ⏕にಁすため、部㛛⊂⮬のᤵᴗア

ンࢺ࣮ࢣを実施した。

実施 2024 ᖺ 7 ᭶（前期ㅮ⩏最⤊㐌）

2025 ᖺ 1 ᭶（後期ㅮ⩏最⤊㐌）

対象 「᪥本ㄒ表⌧１」「᪥本ㄒ表⌧㸰」ཷㅮ⏕全ဨ

結果 㹙௜㹛「2024 ᖺ度「᪥本ㄒ表⌧１」「᪥本ㄒ表⌧

㸰」ཷㅮアンࢺ࣮ࢣ㞟計結果」をཧ↷。

6.Ꮫಟᨭ᥼

6.1 ライティングࢡࢫࢹࢺ࣮࣏ࢧ㸦WSD）の㛤ᐊ

学⏕の文❶作成をᨭ᥼するࢹスクを㛤ᐊし、ಶู┦ㄯ、

図書の㜀ぴ・㈚出、ライティング・࢜ 、ᩍᮦの提౪ࣝࢼࢪࣜ

見学࢟ࣕン࣮࣌ン（4㹼6 ᭶）、᪥本ㄒ検定┤前対⟇ㅮᗙ（11
᭶）をおこなった。ヲ⣽は、本ㄅ「2024 ᖺ度「ライティ

ングࢧポ࣮ࢹࢺスク（WSD）」άື報࿌」をཧ↷。

期間 2024 ᖺ 4 ᭶㹼2025 ᖺ 1 ᭶（8, 9 ᭶は時間を▷

⦰して㛤ᐊ）

場ᡤ 㛗ஂᡭ㸸9 ྕᲷ2 㝵ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスク

    ᫍがୣ㸸5 ྕ㤋 1 㝵初ᖺ次ᩍ⫱部㛛ඹ同◊✲ᐊ 2
฼⏝ ฼⏝者ᩘのべ 3,790 人

7.ᩍ⫱◊✲ᡂ果のබ⾲

7.1 ᩍ⫱ᐇ㊶・◊✲Ⓨ⾲఍のᐇ᪋

基ᖿ科目を中᰾とする初ᖺ次ᩍ⫱部㛛の学ಟᨭ᥼と、

各学科・専攻のᑟධᩍ⫱ならびに初ᖺ次ᩍ⫱との㐃ᦠに

㈨することを目的とした「初ᖺ次ᩍ⫱部㛛 ᩍ⫱実㊶・◊

✲Ⓨ表఍（㏻算第 13 ᅇ）」をୗグの᪥⛬で㛤ദした。

実施 2025 ᖺ 3 ᭶ 4 ᪥

఍場 㛗ஂᡭ࢟ࣕンパス 324 ᩍᐊ

₇題 大学初ᖺ次ྥけ᪥本ㄒᩍ⫱における᪥本ㄒ文ἲ

の実ែᢕᥱの必要性̿「୪ิ」のࣜࢱを例に̿

（ᕝᮧ♸ᩯ）

小論文執筆におけるパラグラフ・ライティング

の定着度̿初ᖺ次学⏕を対象として̿

（ᯇཎஂᏊ）

ỗ⏝的なㄢ題ゎỴຊを 定するアࢭス࣓ンࢺテ

スࢺをά⏝した、学部⏕ライティングᨭ᥼者の

成㛗をᐈほ的にᢕᥱするための◊✲̿初ᅇ調査

を⤊えての報࿌と௒後の᪉ྥ性̿

（ஂಖ⏣୍඘、中ᮧభ⾰、⸨井⳹Ꮚ）

7.2 ࠗឡ▱ῄᚨ኱Ꮫึᖺḟᩍ⫱◊✲ᖺሗ࠘9 ྕのⓎ⾜

本学における初ᖺ次ᩍ⫱のあり᪉についての提言、ධ

学ヨ㦂ࡸ各ᩍ⫱⤌⧊との᥋⥆に㛵するၥ題提㉳な࡝の◊

✲成果を報࿌し、学ෆ外での㆟論ࡸ意見஺᥮の➃⥴とす

ることを目的としたࠗ◊✲ᖺ報࠘第 9 ྕをⓎ行した。

構成 A4 判 36 ࢪ࣮࣌

目次 第 1 部 論文

「࢞イࢪン」という࿧⛠に見る大学⏕の␗文໬

᥋ゐែ度̿ከ文໬ඹ⏕の地ᇦ♫఍をめࡊすため

に̿（㕥ᮌᓫኵ・᪩㔝実ⰼ）

᪥本ㄒ表⌧初ᖺ次における小論文ᗎ論の分析と

考ᐹ̿2023 ᖺ度前期小論文を対象に̿（㏆⸨ࡉ

（⾰か・ཎ⨾⠏・中ᮧభࡸ

「᪥本ㄒ表⌧」෌ᒚಟ⏕の学⩦ス࢟ࣝに㛵する

⮬ᕫホ౯̿初ᖺ次ᒚಟ⏕との比較̿（㎷本ᱜᏊ）
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「▱れる」のከ⏝の⌧≧と学⏕のㄒ感のኚ໬̿

᪥本ㄒ表⌧科目学ಟ成果ḍのグ㏙を㉳点とした

文❶指ᑟ̿（小᳚ឡᏊ）

ライティングᨭ᥼施タのスࢵࢱフᩍ⫱̿Teams
をά⏝したᩍ⫱ᶵ఍の⿵い̿（中ᮧభ⾰）

第 2 部 άື報࿌

2023 ᖺ度 基ᖿ科目「㐪いをඹに⏕きる・ライフ

イン」ᤵᴗ実施報࿌ࢨࢹ

2023 ᖺ度 初ᖺ次ᩍ⫱部㛛ࠑ全学᪥本ㄒᩍ⫱ࠒά

ື報࿌

2023 ᖺ度「ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスク（WSD）」

άື報࿌

2023 ᖺ度 初ᖺ次ᩍ⫱部㛛ࠑ高大㐃ᦠᩍ⫱ࠒάື

報࿌

Ⓨ行 2024 ᖺ 5 ᭶ 1 ᪥

部ᩘ 700 部（本学ᩍဨ、全ᅜの大学・高ᰯ➼に㓄௜）

ͤឡ▱ῄᚨ大学ࣜポࣜࢺࢪ「ASKA-R」、初ᖺ次ᩍ⫱部

㛛࣮࣒࣮࣍࣌ࢪでබ㛤

8.ᗈሗ

8.1 ឡ▱ῄᚨ኱Ꮫึᖺḟᩍ⫱㒊㛛ࠕࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ のࠖ㐠Ⴀ

බᘧ HP で本部㛛の⤌⧊・άືを学外に⤂௓した。

࠙URLࠚhttp://www.aasa.ac.jp/shonenji/

8.2 ࢫン࢟ࣕンパࣉ࣮࢜ࠕ のཧຍ࡬2024ࠖ

実施 2024 ᖺ 6 ᭶ 9 ᪥（第 1 ᅇ）

2024 ᖺ 7 ᭶ 20・21 ᪥（第 2 ᅇ）

2024 ᖺ 9 ᭶ 8 ᪥（第 3 ᅇ）

఍場 㛗ஂᡭ㸸9 ྕᲷ2 㝵ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスク

    ᫍがୣ㸸5 ྕ㤋 1 㝵初ᖺ次ᩍ⫱部㛛ඹ同◊✲ᐊ 2
ෆᐜ WSD ᕫ⮬」ࢺࢵクレࢵࣈࣝࢼࢪࣜ࢜ PR 文・ᚿ

ᮃ⌮⏤書の書き᪉ࠑ高ᰯ⏕⦅ࠒ」㓄௜

   WSD 体㦂「あなたの文❶ デ᩿します㸟」

   ᒎ示「᪥本ㄒ表⌧࢜ࣜࣝࢼࢪテ࢟スࢺ」な࡝

᮶場 1,055 人（᫖ᖺ度 723 人）

9.ྲྀᮦ・ぢᏛ・ㅮ₇・Ⓨ⾲➼

9.1 ฟᙇ

9.1.1）㔠ᇛᏛ㝔኱Ꮫ㸦2024ᖺ 10᭶ 11 ᪥）

本学ᩍ⫋ဨ 4 名が、㔠ᇛ学㝔大学ラ࣮ࢽングࣔࢥン

、フ᥇⏝・◊ಟࢵࢱをどᐹした。施タ・タഛ฼⏝、スࢬ

イ࣋ンࢺな࡝に㛵するㄝ᫂をཷけ、㐠Ⴀ᪉ἲࡸ௒後の

ㄢ題に㛵する情報஺᥮・ࢹィス࢝ࣙࢩࢵンをおこなっ

た。

9.1.2）୰ி኱Ꮫ㸦2024 ᖺ 10᭶ 18 ᪥）

本学ᩍ⫋ဨ 4 名が、中ி大学名ྂᒇ࢟ࣕンパス図書

㤋ラ࣮ࢽングスク࢚アをどᐹした。施タ・タഛ฼⏝、ス

、に㛵するㄝ᫂をཷけ࡝なࢺフ᥇⏝・◊ಟ、イ࣋ンࢵࢱ

㐠Ⴀ᪉ἲࡸ௒後のㄢ題に㛵する情報஺᥮・ࢹィス࢝ࢵ

。ンをおこなったࣙࢩ

10.ᏛእにおけるᏛ⏕のᏛಟᡂ果

「᪥本ㄒ表⌧１」「同㸰」でಟ得する᪥本ㄒ㐠⏝ス࢟ࣝ

をάかすᶵ఍として、᪂⪺な࡬࡝のᢞ稿、検定ヨ㦂のཷ検

をዡບしている。報࿌のあった成果はୗグのとおり。

10.1 ᪂⪺➼ᢞ稿文ᥖ㍕ᐇ⦼

ࠗ中᪥᪂⪺࠘2024 ᖺ 7 ᭶ 23 ᪥ᥖ㍕

「࿘り࡬のẼ㓄り ⚾も見⩦う」（⥲合ⱥㄒ学科 1 ᖺ）

ࠗ中᪥᪂⪺࠘2024 ᖺ 12 ᭶ 6 ᪥ᥖ㍕

「ᰩくれたぶ切な⏨性」（⥲合ⱥㄒ学科 1 ᖺ⏕）

10.2 ᳨定ヨ㦂ྜ᱁ᐇ⦼

10.2.1）᪥ᮏㄒ᳨定ࠑ文㒊⛉Ꮫ┬ᚋ᥼ࠒ

㸦≉定㠀Ⴀ฼άື法ே᪥ᮏㄒ᳨定ጤဨ఍）

  2 ⣭ࠑ大学༞ᴗレ࣋ࣝ32ࠒ 人（᫖ᖺ度 18 人）

  3 ⣭ࠑ高ᰯ༞ᴗレ࣋ࣝ221ࠒ 人（᫖ᖺ度 227 人）

  ń「10.3 ཷ㈹実⦼」

10.2.2）᪥ᮏ₎Ꮠ⬟ຊ᳨定

    㸦බ┈㈈ᅋ法ே᪥ᮏ₎Ꮠ⬟ຊ᳨定༠఍）

  2 ⣭ࠑ大学・୍⯡レ࣋ࣝ19ࠒ 人（᫖ᖺ度 22 人）

10.3 ཷ㈹ᐇ⦼

10.3.1）ᅋయ⾲ᙲ

2024 ᖺ度第 2 ᅇ᪥本ㄒ検定で、本学が「文部科学大

⮧㈹」をཷ㈹した。

10.3.2）ಶே⾲ᙲ

2024 ᖺ度 第 5 ᅇ SDGs「ㄡࡦとりྲྀりṧࡉない」小

論文㸤イラスࢺ （㔝ẟᆏグ࣮ࣟ࢝ࣝ୺ദ）ࢺンテスࢥ

の小論文部㛛で、ᅜ文学科 1 ᖺ⏕が「ඃ⚽㈹」をཷ㈹し

た（作ရ名「認めよう、それぞれのはなまるライフ」）。

以ୖ

（ஂಖ⏣୍඘）
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��ㄪᰝࡢᴫせ 

��� ┠ⓗ 

当該科目の学⩦ෆᐜ・指導᪉ἲᨵၿの指㔪とする。 

学生にཷㅮのព⩏を㏣認させ、以後の⥅⥆学ಟをಁす。

当該科目のᡂ果およびㄢ㢟を学ෆ外に報࿌する。 

��� ᐇ᪋⛉┠ 

日本語表現㸯（ᇶᖿ科目、1 年๓ᮇ、඲学必ಟ） 

日本語表現㸰（1 年後ᮇ、一部学科ᑓ攻で必ಟ） 

��� ㄪᰝᑐ㇟ 

ཷㅮ生඲ဨ（㸯：2,259 ே、㸰：1,246 ே） 

��� ᅇ⟅᪉ἲ࣭㡯┠ᩘ 

WEB アンケート（Microsoft Forms）。選択ᘧ（㸯：38
項目、㸰：30 項目）・記述ᘧ（㸯：9 項目、㸰：6 項目）

��� ㉁ၥෆᐜ 

・学⩦ス࢟ルの定╔に関する質ၥ 

・学⩦ス࢟ルの活用に関する質ၥ 

・授業外学⩦のྲྀり⤌みに関する質ၥ 

・学⩦の記録に関する質ၥ（報࿌┬␎） 

・学⩦のᡂ果とㄢ㢟に関する質ၥ（報࿌┬␎） 

 ᐇ᪋᪥ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ ���

ㅮ⩏第 15 㐌 㸯：2024 年 7 月 23～8 月 5 日

㸰：2025 年 1 月 14 日～1 月 27 日

��� ᭷ຠᅇ⟅ᩘ 

㸯：2,007 ே（඲ཷㅮ生の 88.8㸣）

㸰：1,113 ே（඲ཷㅮ生の 89.3㸣）

 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠖ㞟ィ⤖ᯝࠕ��

��� Ꮫ⩦ࡢࣝ࢟ࢫᐃ╔࡟㛵ࡿࡍ㉁ၥ̿ཷㅮ๓࣭ᚋࡢẚ㍑ 

ၥ �㸧文❶సᡂ๓ࢆ࢔ࢹ࢖࢔࡟ᗈ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡵ῝ࡾࡓࡆ 

ၥ �㸧⮬ㄝࡢ୺ᙇ࡟ᑟࡃ文❶ᒎ㛤㸦ࣥ࢖ࣛࢺ࢘࢔㸧ࢆ考࠼

 ࡜ࡇࡿ

ၥ �㸧⮬ㄝࡢ୺ᙇ࡟㐺ࡓࡋ᰿ᣐࢆ᥈ࡋᥦ♧࡜ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧஦ᐇ࡜ពぢ㸦ศᯒࡸ୺ᙇ㸧ࢆศ࡚ࡅ考࡜ࡇࡿ࠼ 

ၥ �㸧ࡢࣇࣛࢢࣛࣃᙺ๭࡚ࡋ࠿⏕ࢆ文❶ࢆ᭩࡜ࡇࡃ 

ၥ �㸧ព࿡ࡢ㏻࠸ࡍࡸࡾ⡆₩࡞文ࢆᕤኵ࡜ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧Ꮫ⾡ⓗ文❶࡟㐺ࡓࡋゝⴥࡸ文యࢆᕤኵ࡜ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧ᖖ⏝₎Ꮠࢆṇࡃࡋㄞࠊࡳ᭩࡜ࡇࡃ 
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㹙௜㹛「日本語表現㸯」「日本語表現㸰」ཷㅮアンケート集計結果
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ၥ �㸧ࣉ࣮ࣝࢢάື࡛✚ᴟⓗ࡟ពぢ஺᥮ࠊࡋⓎᒎⓗ࡞ 

⤖ㄽ࡟ᑟ࡜ࡇࡃ 

��� Ꮫ⩦ࡢࣝ࢟ࢫά⏝࡟㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧ࡢࡇᤵᴗ࡛Ꮫࡢࡇࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇᤵᴗ௨እࡢሙ㠃࡛

 㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧࠿ࡓࡋ࠿⏕

ၥ ��㸧ࡢࡇᤵᴗ࡛Ꮫࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇ௒ᚋࡢᏛಟάືࡸ♫఍

⏕ά࡛⏕࡜ࡍ࠿ᛮ࠿࠺㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧 

��� ᤵᴗእᏛ⩦࡟ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧௨ୗࡢᤵᴗእᏛ⩦ࡢ࡝࡟⛬ᗘ✚ᴟⓗ࠿ࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡟ 

小ࢸ：小ࢸストのヨ㦂ຮ強 

ㄢ㢟：提出ㄢ㢟（小論文など）のసᡂ 

予᚟⩦：上記以外の、授業に関する⮬主的な予⩦・᚟⩦ 

検定：学外学⩦（検定ཷ検、新聞ᢞ稿など） 

᪋設：図書館やライ࢕ࢸングサ࣏ートデスࢡなど学ෆ᪋設

の活用

 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸰ࠖ㞟ィ⤖ᯝࠕ��

��� Ꮫ⩦ࡢࣝ࢟ࢫᐃ╔࡟㛵ࡿࡍ㉁ၥ̿ཷㅮ๓ཷ࡜ㅮᚋࡢ

ẚ㍑ 

ၥ �㸧文献ࡢ✀㢮ࡸ≉ᚩࢆ⌮ゎࡢࢺ࣮࣏ࣞࠊࡋసᡂẁ㝵࡟

 ࡜ࡇࡿࡍ㑅ᢥ࣭཰㞟࡟㐺ษ࡚ࡏࢃྜ

ၥ �㸧཰㞟ࡓࡋ文献ࡢせⅬࢆⓗ☜࡜ࡇࡴ࠿ࡘ࡟ 

ၥ �㸧㈨ᩱࢆᢈุⓗ᳨࡟ウ࡜ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧どぬ࡟ッࡿ࠼Ⓨ⾲㈨ᩱࢆసᡂ࡜ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧ヰࡋ᪉࡟㓄៖ࠊࡋศ࠸ࡍࡸࡾ࠿ㄝ᫂࡜ࡇࡿࡍࢆ 
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とんど࡯ ඲く
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ၥ �㸧ࣞ  ࡜ࡇࡿᏲࢆ࣮ࣝࣝ࡞ᇶᮏⓗ࡚࠸ࡘ࡟᭩ᘧࡢࢺ࣮࣏

ၥ �㸧ᘬ⏝ࡢ┠ⓗࢆ⌮ゎ࡟࣮ࣝࣝࠊࡋᇶ࡙࡚࠸㐺ษ࡟⾲⌧

 ࡜ࡇࡿࡍ

ၥ �㸧ᑠࢆࢺࢫࢸ㏻࡚ࡌ᪥ᮏㄒ㐠⏝ࡢ▱㆑ࢆ㌟ࠊࡅࡘ࡟㐺

ษ࡜ࡇࡿࡍ⌧⾲࡟ 

ၥ �㸧ࣉ࣮ࣝࢢάື࡛✚ᴟⓗ࡟ពぢ஺᥮ࠊࡋⓎᒎⓗ࡞⤖ㄽ

 ࡜ࡇࡃᑟ࡟

��� Ꮫ⩦ࡢࣝ࢟ࢫά⏝࡟㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧ࡢࡇᤵᴗ࡛Ꮫࡢࡇࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇᤵᴗ௨እࡢሙ㠃࡛

 㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧࠿ࡓࡋ࠿⏕

ၥ ��㸧ࡢࡇᤵᴗ࡛Ꮫࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇ௒ᚋࡢᏛಟάືࡸ♫఍

⏕ά࡛⏕࡜ࡍ࠿ᛮ࠿࠺㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧 

��� ᤵᴗእᏛ⩦࡟ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧௨ ୗ ࡢ ᤵ ᴗ እ Ꮫ ⩦ ࡟ ࡝ ࡢ ⛬ ᗘ ✚ ᴟ ⓗ ࡟ ྲྀ ࡾ ⤌ ࢇ ࡔ ࠿

小ࢸ：小ࢸストのヨ㦂ຮ強 

ㄢ㢟：提出ㄢ㢟、グループ発表、レ࣏ートのసᡂ 

予᚟⩦：上記以外の、授業に関する⮬主的な予⩦・᚟⩦ 

検定：学外学⩦（検定ཷ検、新聞ᢞ稿など） 

᪋設：図書館やライ࢕ࢸングサ࣏ートデスࢡなど学ෆ᪋設

の活用

以上 
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1.㛤ᐊᮇ㛫

前期㸸2024 ᖺ 4 ᭶ 19 ᪥㹼2024 ᖺ 9 ᭶ 20 ᪥

*ኟఇみは、期間を㝈定して㛤ᐊ。

後期㸸2024 ᖺ 9 ᭶ 30 ᪥㹼2025 ᖺ 1 ᭶ 31 ᪥

2.㛤ᐊ᫬㛫

9:30（1 㝈）㹼16:40（4 㝈）

ಶู┦ㄯは 1 時㝈を前半と後半とに分け、1 ᅇ 30 分（㸩

前後ฎ⌮ 10 分）の┦ㄯᯟを 1 ᪥ 8 ᯟタけた（表 1）。

3.ሙᡤ

㛗ஂᡭ㸸9 ྕᲷ 2 㝵 ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスク

ᫍがୣ㸸5 ྕ㤋 1 㝵 初ᖺ次ᩍ⫱部㛛 ඹ同◊✲ᐊ 2

フࢵࢱࢫ.4

WSD スࢵࢱフは、すべてのಶู┦ㄯに応ࡌる「アࣂࢻ

イ࣮ࢨ」と、ア࢝ࢵ࣑ࢹクライティングの基♏を学ࡪ「᪥

本ㄒ表⌧１」（1 ᖺ前期㛤ㅮ）・「同㸰」（1 ᖺ後期㛤ㅮ）に

㛵するಶู┦ㄯのみを担当する「࣮ࢱ࣮ࣗࢳ」とに分かれ

ている（表 2）。
学⏕࣮ࢱ࣮ࣗࢳは、ಶู┦ㄯを担当できる「࣮ࢱ࣮ࣗࢳ

A」と、ཷ௜ࢱ࣮ࢹࡸධຊな࡝の⿵బᴗົにᚑ஦する「ࢳ

「B࣮ࢱ࣮ࣗࢳ」B」とに分かれる。᪂つ᥇⏝者は࣮ࢱ࣮ࣗ

からスࢺ࣮ࢱし、୍㐃のᴗົを⩦得しながらᡤ定の◊ಟ

をཷけ、ᑂ査に合᱁した者から㡰次「࣮ࢱ࣮ࣗࢳA」に᪼

᱁するしくみである。

本学 WSD の≉ᚩは、ᩍဨࡸ大学㝔⏕のみならࡎ、学部

⏕スࢵࢱフ（2㹼4 ᖺ⏕）を✚ᴟ的に᥇⏝しており、学部

⏕であってもライティングᨭ᥼者としてά㌍できるよう

な◊ಟࣟࣉグラ࣒を⏝意していることである。→5.5ࠕ ࢫ

フ◊ಟࢵࢱ 。ࠖ

⾲ 2 フᩘ（カッコ内は昨年度実績）ࢵࢱࢫ

✀ู 人ᩘ

アࣂࢻイ࣮ࢨ

ຓᩍ 1（1）
ຓᡭ 2（1）

⮫時⫋ဨ 1（2）
非常໅ㅮᖌ 8（8）
大学㝔⏕ 0（0）

࣮ࢱ࣮ࣗࢳ
大学㝔⏕ 2（1）
学部⏕ 25（18）

合計 39（31）

5.ᴗົ

5.1 ライティングಶู┦ㄯ

全学部⏕・大学㝔⏕を対象に、᪥本ㄒ文❶作成（๰作≀

を㝖く）のಶู指ᑟをおこなっている（1 ᅇあたりの┦ㄯ

時間 30 分、ᘏ㛗ྍ）。┦ㄯのᙧែとしては、᮶ᐊ┦ㄯと

Web ┦ㄯの 2 ✀㢮を⏝意している。┦ㄯのཷ௜᪉ἲとし

ては、Web ண⣙ࣅ࣮ࢧス（（ᰴ）ࢩステ࣒ࢧポ࣮ࢺ「TEC-
system」）を㐠⏝している。

࠙URLࠚhttps://wsd.aasa.ac.jp

5.2 イ࣋ンࢺの㛤ദ

᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ（5.2.1 ㄯ┦ࢽ２࣑ࠖྠࠕࠖ

᫨ఇみに、学⏕࣮ࢱ࣮ࣗࢳがཷㅮ経㦂を⏕かし「᪥本

ㄒ表⌧１」「同㸰」ཷㅮ⏕に 5㹼10 分間の学ಟアࣂࢻイ

スをおこなった。஦前ண⣙不要。

5.2.2）ライティング⿵ຓᩍᮦの㓄௜

ࢵࣈຓᩍᮦ「᪥本ㄒライティングㅮᗙ⿵ࣝࢼࢪࣜ࢜

クレ3「ࢺࢵ ྕ（⮬ᕫ PR 文・ᚿᮃ⌮⏤書の書き᪉）、

同 4 ྕ（レポ࣮ࢺ作成の「ᅔった㸟」ࢱイࣄูࣉンࢺ

㞟）をᕼᮃ者に㓄௜した。

5.2.3）᪥ᮏㄒ᳨定┤๓対⟇ㅮᗙ

11 ᭶ 9 ᪥「᪥本ㄒ検定」ᅋ体ཷ検（2 ⣭・3 ⣭）にྥ

け、2024 ᖺ 11 ᭶ 1 ᪥㹼11 ᭶ 7 ᪥の期間で、ࣕࢪンࣝ

ู（ᩗㄒ、文ἲ、ㄒᙡ）の対⟇ㅮᗙ（1 ᅇ 40 分）を㛤

ㅮした。ㅮᖌは WSD アࣂࢻイ࣮ࢨ。

5.3 図書の฼⏝

ライティング㛵㐃図書を⣙ 1,000 ෉⏝意しており、そ

の㜀ぴおよび㈚し出しをおこなった。

⾲ 1 ಶู┦ㄯཷ௜᫬㛫

┦ㄯᯟ 時間

1 㝈
前半 A 09:35㹼10:05
後半 B 10:15㹼10:45

2 㝈
前半 C 11:15㹼11:45
後半 D 11:55㹼12:25

3 㝈
前半 E 13:35㹼14:05
後半 F 14:15㹼14:45

4 㝈
前半 G 15:15㹼15:45
後半 H 15:55㹼16:25

2024 ᖺ度「ライティングࢧポ࣮ࢹࢺスク(WSD)」άື報࿌

―35―



5.4 ᗈሗάື

5.4.1）࣮ࣜフࣞࢺࢵのసᡂおࡧࡼ㓄௜

「WSD ฼⏝᱌ෆ（࣮ࣜフレࢺࢵ）」を作成し、4 ᭶に

᪂ධ⏕全ဨとᩍ⫋ဨ（非常໅ㅮᖌྵࡴ）に㓄௜した。

る᱌ෆ・άືのබ㛤ࡼにࢪ࣮࣒࣮࣌࣍（5.4.2

初ᖺ次ᩍ⫱部㛛࣮࣒࣮࣍࣌ࢪに「ライティングࢧポ

。をබ㛤した࡝スク」の฼⏝᱌ෆ、ᖺ間άືグ㘓なࢹࢺ࣮

࠙URLࠚhttp://www.aasa.ac.jp/shonenji/
WSDࠕ（5.4.3 ᫓のぢᏛ࢟ࣕン࣮࣌ンࠖのᐇ᪋

2024 ᖺ 4 ᭶ 19 ᪥㹼6 ᭶ 28 ᪥の期間で、WSD に初

めて᮶ᐊする学⏕・ᩍ⫋ဨを対象とした見学఍を実施

し、施タ⤂௓、ᨭ᥼ෆᐜ、฼⏝᪉ἲな࡝をㄝ᫂した。

5.4.4）኱Ꮫのබᘧ SNS のᢞ稿࡬࡝࡞

大学のබᘧ Instagram ࡸ LINE に࣮ࢱ࣮ࣗࢳのάື

の様Ꮚな࡝をᢞ稿した。

5.5 フ◊ಟࢵࢱࢫ

2021 ᖺ度より、対㠃と Web（Microsoft Teams）とを

⤌み合わࡏて◊ಟの඘実を図っている。

5.5.1）ライティングᨭ᥼ᢏ⾡⩦ᚓのࡵࡓの◊ಟ

アࣂࢻイ࣮ࢨもྵめた全ဨに、A㹼H まで 8 テ࣮࣐の

◊ಟ࣮࢝ࢻを⏝意して◊ಟをおこなっている。A「ᴗົ

基本஦項」からጞまり、D「ཷ௜対応」ࡸ E「ࣙࢩࢵࢭ

ン⿵ຓ」といったẁ㝵を㋃み、F「N1・N2 ᩍᮦ◊✲」、

G「ࣙࢩࢵࢭンの基本」を経て H「ス࢟ࣝアࣉࢵ」࡬と

⥆く。文❶指ᑟに㛵する◊ಟについて、F では「᪥本ㄒ

表⌧１」「同㸰」の◊ಟ⏝⣲ᮦ文❶のデ᩿とಟṇ᱌の検

ウをし、◊ಟ࣮࢝ࢻに書き㎸ࡴ。G には 4 ẁ㝵があり、

G-1 では他者のࣙࢩࢵࢭンのグ㘓を確認し、G-2 では実

際のࣙࢩࢵࢭンを見学する。G-3 はᶍᨃࣙࢩࢵࢭンであ

る。そして、ಶู┦ㄯの担当がྍ能な࣮ࢱ࣮ࣗࢳA に᪼

᱁するためのᑂ査を G-4 で実施する。G-4 は、ࢱ࣮ࣗࢳ

࣮A、アࣂࢻイ࣮ࢨに対しても、5 ᅇ目ᑂ査、10 ᅇ目ᑂ

査、半ᖺᑂ査というかたちで定期的に実施している。௒

ᖺ度の◊ಟでは、᪂つ学部⏕࣮ࢱ࣮ࣗࢳB の 7 名のうち

5 名が A に᪼᱁し、⥅⥆学部⏕࣮ࢱ࣮ࣗࢳB の 4 名のう

ち全ဨが A に᪼᱁した。

◊ಟの実施᪉ἲに㛵しては、他のスࢵࢱフとඹにおこ

なうのが基本だが、ୖ グ F な࡝༢⊂でおこなえるものも

ある。୍᪉で、㛗ஂᡭ࢟ࣕンパスとᫍがୣ࢟ࣕンパスと

を࢜ࢹࣅ㏻話でつなࡄことにより、ࢩフࢺෆの࣓ン࣮ࣂ

をቑࡸし、◊ಟの㉁ྥୖࡸ஺ὶᶵ఍のቑຍを図っている。

これら༢⊂◊ಟ・ඹ同◊ಟを、┦ㄯ対応の有↓ࡸ◊ಟ㐍

ᤖ≧ἣによって౑い分け㐠⏝している。

スࢵࢱフ同ኈのࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥンはࢩフࢺෆにと

まらない。その᪥の໅ົの感᝿を࡝ Teams ୖにᢞ稿し、

他のスࢵࢱフがそのᢞ稿に㏉ಙすることとしている。こ

こでಶࠎのスࢵࢱフがかかえるᝎみࡸ㐼㐝したၥ題が

全スࢵࢱフ間で༶時ඹ有ࡉれ、෇⁥な情報ඹ有・ၥ題ゎ

Ỵ、ࢩフࢺᯟを㉸えた┦஫ゐⓎの場となっている。

㏻常ࢩフࢺෆでの◊ಟはᩍဨ୺ᑟであるが、学⏕が୺

体となる場も⏝意している。それが、᫨ఇみのࢩフࢺと、

全体࣑࣮ティング（᭶࣮ࢱ࣮ࣗࢳ 1 ᅇ、᫨ఇみ）である。

これら学⏕たちの場は、それぞれの⋡┤なᝎみがඹ有ࡉ

れ、そのゎỴ⟇として、各⮬の実㊶▱ࡸᩍဨから得た学

びがᗈくඹ有ࡉれる場としてᶵ能している。

5.5.2）⤌⧊㐠Ⴀ࡬のཧ⏬

◊ಟの୍⎔として、⤌⧊㐠Ⴀに㛵わるᴗົに࣮ࣗࢳ

めの「見学࢟ࡌ前期は、ࡤている。例えࡏࡉ⏬をཧ࣮ࢱ

ࣕン࣮࣌ン」でのㄝ᫂担当は「WSD という施タ」につ

いて⌮ゎを῝めるᶵ఍となり、後期ᮎでは᪂つスࢵࢱ

フເ㞟のㄝ᫂を考える㐣⛬をとおして「WSD という௙

஦」の意⩏を確認するᶵ఍となっている。

5.6 ᪋タの㐠Ⴀࣝࣕࢳ࣮ࣂ

2020 ᖺ度より、Teams にてබ㛤࣒࣮ࢳを㛤タし、施タ

⤂௓ື⏬、࢜ ンライン┦ㄯ฼⏝᱌ෆ、ライティング⿵ຓᩍ

ᮦな࡝をබ㛤している。

5.6.1）ライティング⿵ຓᩍᮦ

┦ㄯᴗົからᇉ間見える学⏕の文❶作成の“ちࡻっ

としたᅔりࡈと”をࢧポ࣮ࢺする࢜ࣜࣝࢼࢪ⿵ຓᩍᮦ

を Teams ୖでබ㛤している。テ࣮࣐は「文⊩の᥈し᪉」

「ၥいの❧て᪉」「஦実と意見の༊ู」「論点のᩚ⌮」「ᢈ

判的ㄞゎ」「ᗎ論の書き᪉」「パラグラフ・ライティング」

「ᘬ⏝の基本」「要⣙の᪉ἲ」「ࣉレࢮン㈨ᩱ作成の࣮ࣝ

ࣝ」「間㐪えࡸすいᩗㄒ表⌧」「࣓࣮ࣝ文の࣐࣮ࢼ」な࡝、

全 58 ✀㢮。1 テ࣮࣐ 1, 2 をከࢺ図表とイラス、ࢪ࣮࣌

⏝することで、㏻常の࣐ࣗࢽアࣝ本より౑いࡸすࡉと

ぶしみࡸすࡉをᙉ調している。௒ᖺ度（㹼2024 ᖺ 2 ᭶

16 ᪥）の⥲㜀ぴᅇᩘは 1,214 ᅇ（ただし、ࢱ࣮ࢹのᾘ

ኻにより、࢝࢘ンࢺできないᩍᮦが」ᩘあった）。

6.฼⏝≧ἣ

6.1 2024 ᖺ度฼⏝⪅ᩘ(㹼2024 ᖺ 1 ᭶ 31 ᪥)

฼⏝者ᩘはのべ 3,790 人（ཧ考㸸全学⏕ᩘ 8,669 人）

で、うち┦ㄯ฼⏝はのべ 1,178 人であった（表 3）。┦ㄯ

฼⏝のうち、᫨ఇみの࣑ࢽ┦ㄯには、㛗ஂᡭでのべ107人、

ᫍがୣでのべ 21 人の฼⏝があった。30 分のಶู┦ㄯの

௳ᩘは 920 ௳であった。920 ௳のうちの 390 ௳（42%）

を࣮ࢱ࣮ࣗࢳが担当し、390 ௳のうちの 372 ௳（95%）を

学部⏕࣮ࢱ࣮ࣗࢳが担当していることから、WSD におけ

る学部⏕のᙺ๭は大きいといえる。920 ௳のうちの 530 ௳

（58%）は、ᩍဨをྵࡴアࣂࢻイ࣮ࢨが担当した。

「┦ㄯ」が、᫖ᖺ度の 1,521 人から 1,178 人となり、大

きくῶ少している（343 人のῶ少）。大きな要ᅉとして、

表 2 のとおりスࢵࢱフᩘ⮬体はከかったものの、┦ㄯ対
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応を担える人ဨがῶ少したことがᣲࡆられる。

ͤ ᫖ᖺ度までࣝࣕࢳ࣮ࣂ施タ（WSD බ㛤 Team）のⓏ㘓ቑຍ

ᩘを฼⏝者ᩘとして࢝࢘ンࢺしていたが、௒ᖺ度以㝆その

㞟計を中Ṇする。図 1 では、経ᖺ比較を分かりࡸすくする

ため᫖ᖺ度以前の当ヱ部分を๐㝖してある。

6.2 ᭶ู฼⏝≧ἣ

後期よりも前期の฼⏝がከい（図 2）。4㹼5 ᭶に施タ見

学した᪂ධ⏕が、6㹼7 ᭶でಶู┦ㄯを฼⏝するഴྥがあ

る。ኟఇみ・᫓ఇみは Web ┦ㄯのみཷけ௜けており、୍

定の㟂要がある（ኟఇみ 18 ௳、௒ᖺ度の᫓ఇみは㛢ᐊ）。

ᙧែู฼⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.3

Web ┦ㄯがῶ少ഴྥにあるなか、௒ᖺ度の฼⏝は≉に

少なかった。ୖ㏙した┦ㄯཷධྍ能௳ᩘの⦰小がཎᅉで

あࢁう。

Ꮫᖺู฼⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.4

᮶ᐊ┦ㄯは 1 ᖺ⏕の฼⏝者が大部分を占めているが、

Web ┦ㄯは 3, 4 ᖺ⏕の๭合も比較的大きく、ୖ⣭⏕にと

って฼౽性が高かったことがうかがえる（図 4）。

ෆᐜู฼⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.5

┦ㄯෆᐜの大半は「レポ࣮ࢺ・小論文」「ࣉレࢮン」「༞

論」といった大学のㅮ⩏・◊✲に㛵するものが占めている

（図 ⌮のᚿᮃ࡝学・᥇⏝ヨ㦂・ᑵ⫋άືな␃・࣑ࢮ。（5

⏤書ࡸ⮬ᕫ PR 文といった「ES（࢚ンࢺ࣮ࢩ࣮ࣜࢺ）」に

も୍定の㟂要がある。「その他」は、ㄞ書感᝿文、書ホ、

◊✲計⏬書な࡝である。

㐍⾜≧ἣู฼⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.6

「文❶作成中」の┦ㄯが半ᩘ以ୖを占めるが、執筆前

（「構᝿ẁ㝵」「ア࢘ࢺライン」）・執筆後（「ࡰ࡯᏶成」）の

┦ㄯもそれぞれ 2 ๭⛬度あり、様ࠎな目的で WSD がᙺ

❧てられていることが分かる（図 らに、㐍行ẁ㝵ࡉ。（6

と提出⥾切᪥とをかけ合わࡏて分析すると（図 7）、⥾切

までの余⿱をもち「┦ㄯ」目的で฼⏝する学⏕もいれࡤ、

⥾切間際に「ຓけをồめる」学⏕ࡸ「最⤊ࢵ࢙ࢳク」目的

の学⏕もいることがうかがえ、この点からも、学⏕にとっ

ての WSD ά⏝目的が様ࠎだということが示၀ࡉれる。

図 6 㐍⾜≧ἣู฼⏝ẚ⋡㸦㸣）
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計
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図 2 ᭶ู฼⏝⪅ᩘ㸦ே）

図 3 ᙧែู฼⏝ẚ⋡㸦㸣）

図 4 Ꮫᖺู฼⏝ẚ⋡㸦㸣）

図 5 ෆᐜู฼⏝ẚ⋡㸦㸣）
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Ꮫ㒊ู฼⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.7

各学部の学ᖺู฼⏝௳ᩘと、ᅾ⡠学⏕ᩘに占める๭合

を表 4 と図 8 に示した。2023 ᖺ度にᘬき⥆き、ᫍがୣの

฼⏝⋡が高くなっている（2022ᖺ度はࢿࢪࣅス学部で 5%、

グ࣮ࣟࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ・ࣝࣂン学部で 3%）。

⾲ 4 Ꮫ㒊・Ꮫᖺู฼⏝௳ᩘ㸦௳）

学部 1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ

文 161 11 9 22
人間 25 4 0 6
心⌮ 56 1 3 14
๰造 103 2 3 1

೺ᗣ་⒪ 107 0 1 8
㣗೺ᗣ 37 0 0 0
⚟♴ 41 0 0 1
஺ὶ 106 3 11 37
ࢪࣅ 125 0 1 4
GC 15 0 0 2
合計 776 21 28 95

7.฼⏝࢔ンࢺ࣮ࢣ結果㸦୍㒊ᢤ⢋）

2024 ᖺ 7 ᭶ 23 ᪥㹼8 ᭶ 5 ᪥の期間で、WSD 前期฼⏝

者を対象に Microsoft Forms を฼⏝した Web アンࢺ࣮ࢣ

を実施した（↓グ名、㑅ᢥ・グ㏙ᘧే⏝）。結果බ表の同

意が得られた 314 名分のᅇ⟅㞟計結果を以ୗに示す。

ಶู┦ㄯのホ౯に㛵わる࡝の項目でも、⫯定的なᅇ⟅

の๭合が᫖ᖺ度よりもቑຍしており、95%⛬度に㐩してい

る。学部⏕が文❶指ᑟにあたるという本学 WSD の≉性を

考៖すると、この結果から、スࢵࢱフ◊ಟにおいて୍定の

成ຌを཰めたといえるだࢁう。もちࢇࢁ、ṧりの 5%を改

善できるよう、かつ「඘分」の๭合もࡉらにቑえるようດ

めていかなけれࡤならない。また、「改善をồめたいこと」

において「┦ㄯ指ᑟ」というᅇ⟅が 1 ๭あった点も改善の

必要がある。

図 9 対ヰࡽࡀ࡞ࡋࢆ┦ㄯࢆ㐍࠿ࡓ࠸࡚ࡵ㸦㸣）

図 10 ㄝ᫂ࡣศࡃࡍࡸࡾ࠿⣡ᚓのࡶࡃ࠸の࠿ࡓࡗࡔ㸦㸣）

図 11 Ꮫࢆࡧᚓࡓ㸭ᡂ㛗ࡓࡋᐇឤ࠿ࡓࡗ࠶ࡣ㸦㸣）

図 12 ඲య࡜ࢆお࡚ࡋಶู┦ㄯに‶㊊࠿ࡓࡋ㸦㸣）

図 13 ᨵၿࢆồ࡜ࡇ࠸ࡓࡵ㸦」ᩘᅇ⟅ࠊᅇ⟅⪅ 204 ྡ）

以ୖ

（ஂಖ⏣୍඘）

9
4
4
4

22
17

11
9

32
27

23
19

12
18

10
16

12
17

14
9

13
16

38
40

0% 20% 40% 60% 80% 100%

᏶成ࡰ࡯

文❶作成中

ア࢘ࢺライン

構᝿ẁ㝵

当᪥ 前᪥ 2-3᪥前 4-5᪥前 6-7᪥前 それ以ୖ

6

13

13

8

9

12

8

9

4

16

7

15

11

8

9

14

14

10

30

0 10 20 30 40 50

GC

䝡䝆

஺ὶ

⚟♴

㣗೺ᗣ

་⒪

๰㐀

ᚰ⌮

ே㛫

ᩥ

2023

2024

83
85

77

15
13

21

1
1
1

0
0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024
2023
2022

඘分 ある⛬度 あまり まったく

71
62

57

24
34

33

4
3

7

1
1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024
2023
2022

඘分 ある⛬度 あまり まったく

66
62

54

28
32

34

5
5

9

1
1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024
2023
2022

඘分 ある⛬度 あまり まったく

64
57

52

32
37

38

4
5

9

1
1
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024
2023
2022

‶㊊ ある⛬度 あまり まったく

1%
3%

17%
10%

0%
41%

9%
41%

11%
46%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

䛭䛾௚

㛤ᐊሙᡤ䞉ᐊෆ⎔ቃ

㛤ᐊ᫬㛫䞉期㛫

相談ᣦᑟ

ཷ௜ᛂᑐ

1ᅇ䛾相談᫬㛫

ண⣙䛾᪉ἲ䞉䝹䞊䝹

ண⣙䝅䝇䝔䝮

Web相談ᯟ䛾ᩘ

᮶ᐊ相談ᯟ䛾ᩘ

図 8 Ꮫ㒊ู฼⏝⋡㸦㸣）

図 7 㐍⾜≧ἣ࡜ࡈのࠊᥦฟ⥾ษ᪥ู฼⏝ẚ⋡㸦㸣）

―38―



�� 㧗኱㐃ᦠ᥎㐍ᥦᦠᰯྥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡅ 

��� ᥦᦠᰯࡢ࡬ゼၥάື࣭㐃ᦠάື 

例年、提ᦠᰯ༞業生の┤㏆の学ಟ≧ἣや༞業後の㐍㊰

についての報࿌を目的とした「定ᮇゼၥ」を⾜っている。

一部を除き、主に࢜ンラインによる面ㄯを実᪋した。ま

た、提ᦠᰯからの要ㄳにᇶ࡙き、可能な⠊ᅖで大学ぢ学会

やᶍᨃ授業、㐍㊰࢞イࢲンスなどを提౪した。

ឡ▱ῄᚨ኱Ꮫࠕ1.2 Ꮫ⏕⏕άሗ࿌఍ 㛤ദࡢ2024ࠖ

提ᦠᰯを༞業したᅾ学生をྛᰯ 3 ྡ選出し、後㍮の生

ᚐにྥけて大学での学生生活の様子を伝えるྲྀり⤌みで

ある。今年度は 2025 年 2 月～3 月にかけて、提ᦠᰯ 7 ᰯ

に対して実᪋した（うࡕ 1 ᰯは࢜ンデ࣐ンドによる実᪋）。

合ࢃせて、大学の教育理ᛕや学部・学科の編ᡂなどについ

ても⤂௓した。また、㧗ᰯからのᕼᮃにより、1 ᰯにおい

ては、本学におけるᑵ⫋ᨭ᥼に関するㄝ᫂も⾜った。

ឡ▱ῄᚨ኱Ꮫࠕ1.3 ධ㛛ㅮᗙ 㛤ദࡢ2024ࠖ

提ᦠᰯからの指定ᰯไ᥎⸀入ヨによる入学予定⪅を対

象としたㅮᗙを実᪋した。実᪋概要は以下の通りである。

年月日 時限 時間 内容

第 1 日目

2025 年

3 月 12 日

1 11:10-12:40 「大学で学ぼう」

2 13:30-15:00 「自分について語ろう」

＊最初の 20 分間はワークブックから

出題の試験（英語）3 15:10-16:40 

第 2 日目

2025 年

3 月 13 日

1 11:10-12:40 「大学における情報・知識の獲得」

2 13:30-15:00 「グループワークに取り組んでみよう」

＊最初の 20 分間はワークブックから

出題の試験（日本語）3 15:10-16:40 

入学┤๓の᫓ఇみ中に開ㅮすることで、大学生活࡬のス

ムーࢬな⛣⾜をಁすことが目的である。今回のཧຍ⪅は

第 1 日目は 73 ே、第 2 日目は 72 ேであった。ཷㅮ⪅に

は入門ㅮᗙ実᪋日の⣙ 3 ࣨ月๓から新聞をẖ日ㄞんでも

らい、あるࢸー࣐に関する記事を 7 つ以上ࣀートにスࢡ

ラࢵプし、まとめの考察を௜けるというㄢ㢟をㄢした。提

出されたㄢ㢟はコメントをつけて㏉༷し、2 日目の「グル

ープ࣡ーࢡにྲྀり⤌んでみよう」の学⩦活ືで使用した。

2.㧗኱㐃ᦠᩍ⫱ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

2.1 ᑓ㢪ไ᥎⸀ධヨࡿࡼ࡟ධᏛ⪅ࡢ࡬ධᏛ๓ㄢ㢟

ձ ストの㓄௜࢟ࢸ

『愛知淑徳大学 日本語ᇶ♏࣡ーࢡブࢡࢵᨵゞ版』と

『愛知淑徳大学 ⱥ語ᇶ♏࣡ーࢡブࢡࢵᨵゞ版』を、2024
年 12 月に㏦௜した。

ղ 提出と᥇Ⅼ

入学予定⪅は 2025 年 3 月 24 日（月）必╔で「解⟅用

෉子」を提出した。提出されたㄢ㢟は、3ࠥ4 月にかけて

業⪅による᥇Ⅼ・コメントが᪋され、5 月に⾜ࢃれる新入

生面ㄯ時にアドバイࢨーから㏉༷される。

2.2 Ꮫ㒊࣭Ꮫ⛉࣭ᑓᨷ⊂⮬ࡢධᏛ๓ㄢ㢟

上記の࢟ࢸスト発㏦に合ࢃせ、学部・学科・ᑓ攻⊂⮬の

入学๓ㄢ㢟をເった。今年度は、国文学科、ே㛫情報学科、

ᚰ理学科、๰స表現ᑓ攻、メデ࢕アプロデࣗースᑓ攻、ど

ぬ科学ᑓ攻、理学⒪ἲ学ᑓ攻、ᩆᛴᩆ࿨学ᑓ攻、೺康ᰤ㣴

学科、⚟♴㈉⊩学科、グローバル・コ࣑ࣗニケーション学

部が⊂⮬の入学๓ㄢ㢟を実᪋した。 

2.3ࠗAS ࠘ࣝ࢖࢓ࣇࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟

『AS ࢟ャリアデࢨイン࢓ࣇイル』を新入生඲ဨに㓄ᕸ

した。新入生面ㄯ➼において活用される。

2.4ࠗ኱Ꮫ⏕ࡢࡵࡓࡢㄞ᭩᱌ෆ ධ㛛⦅ 㞟࣭Ⓨ⦆ࡢ2025࠘

⾜

『大学生のためのㄞ書᱌ෆ 入門編 2024』に新しいཎ

稿（20 ྡ）をຍえて、ᨵゞ版を発⾜した（2025 年 4 月 1
日௜）。඲新入生に㓄௜され、学科・ᑓ攻における導入教

育教ᮦ、学生の⮬主学ಟのための資ᩱとして活用される。

以上 

（⊦⊁ⱥ⨾）

2024 年度 初年次教育部門ࠑ㧗大㐃ᦠ教育ࠒ活ື報࿌
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執筆者および報告者 
 

反橋 一憲  ダイバーシティ共生センター 助教 

川村 祐斗  学修・教育支援センター 講師 

松原  久子  学修・教育支援センター 講師 

           小椋 愛子  学修・教育支援センター 非常勤講師 

久保田一充  学修・教育支援センター 准教授 

中村  佑衣  学修・教育支援センター 助教 

藤井 華子  学修・教育支援センター 助手 

           松下 伸也  福祉貢献学部福祉貢献学科子ども福祉専攻 教授 

           鈴木 崇夫  ダイバーシティ共生センター 教授 

           猪狩 英美  学修・教育支援センター 助教 

          ※「初年次教育部門」は 25 年度より「学修・教育支援センター」になりました 

2024 年度 初年次教育部門スタッフ 

初年次教育部門長   中嶋 真弓（文学部教授） 

       全学日本語教育主任  竹内 瑞穂（文学部教授） 

       高大連携教育主任   星野 将直（文学部教授） 

准教授   久保田一充 

講 師   川村 祐斗  近藤さやか 

原  美築  松原 久子  松本明日香 

助 教   猪狩 英美  中村 佑衣 

助 手   藤井 華子  鈴木 悠志 
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